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    　　　　　　　　ⅰ．


    



    　秋が、そろそろ帰り支度を始めていた。


    　足を踏みしめればカサカサと地面の枯れ葉が音を立てた。


    　そんな侘わびしさに満ちた林の中で、栗くり下したにこは立ち止まった。


    「おーい、聞こえるー？　ごはんだよー」


    　声が、風に応えた木々のざわめきに混ざって消える。


    　時刻は午後五時を回ったばかり。夕陽は遠くの空とビルの間に沈みかけていた。


    　一週間ほど前はＴシャツ一枚でも過ごせたのが噓うそみたいに涼しい。


    「あの子ってばもう、どこ行ったんだろ……」


    　ともすれば季節の感傷に浸りそうな自分を奮い立たせて、にこは歩ほを進めた。


    　ここはさして広くもない、自分が生まれ育った安あん国こく神社敷地内の林だ。ホームグラウンドといっていいだろう。


    　──だけどそれでも、見つかんないだなんて。相手が神さまじゃ神社って場所は分が悪いとでもいうのだろうか。


    「……くっそう、あのいたずらっ神こめ！」


    　腹立ち紛まぎれにそう言い捨ててから、


    「あいん、あい───ん!!」


    　ぐるりに向けて彼女神さまの名を呼ばわった。


    　がさり。そう草が鳴ったのは、にこのほんとにすぐ後ろ。


    　さらに間かん髪はつ容いれず、ふううぅぅっっっと背後から優しい吐息で、首筋に愛あい撫ぶを受けた。


    「ひゃああああああんっ!?」


    　飛び上がって振り向くにこの前には、捜し求めた相手の姿。


    「あ、あいん！　いったい今までどこ行ってたのっ!!」


    　ひと月ほど前に『あいん』と仮に名付けられた、金髪碧へき眼がん傍ぼう若じやく無ぶ人じん諸しよ行ぎよう無む常じようの超美少女。自他共に認める神さまは悪びれもせず微笑を浮かべていた。


    「我、探検してた」


    　簡潔な言葉だけど、その意味まではちょっと測りかねた。


    「たんけんー？　一か月もウチに暮らしてて、今さら珍しがるような名所旧跡なんかあるもんかしら」


    　もっとも、元からこの神社にさして見るべきところはないけれど。そこまで言うときっと祖父で神主の真まさ行ゆきは豪快に笑うだろう。そして夜一人こっそり布団の中で泣くだろう。すんく、すんく、と嗚お咽えつして。


    「我にとっては、ひとつひとつが懐かしい」


    　ふっ、と目を細めてあいんは穏やかな表情を作った。


    　『懐かしい』だなんて、変なことを言う。まるで昔ここを訪れたことがあるみたいだ。


    　……ていうか『ある』のだろうか？　うっかり忘れていたが、彼女はこの林にある離れにずっと封印されていたのだ。そしてひと月前に目覚めるより昔のことは確か覚えていないはず。もしや失われた記憶が蘇よみがえりでもしたのだろうか。


    「ねえ、なにか思い出したの？　その……」


    　『お父さんのこと』と言いかけて止やめる。失しつ踪そうした父・古ふる原はら舞まい久ひさの件を気軽に口にできるほど割り切ることが出来てない。だから母親姓の『栗下』をいまだ名乗り続けている。


    「にこ」


    「なに？」


    「……もし、今、一番会いたい人が目の前に現れたら？」


    　あいんは逆に問うてきた。


    　──会いたい、人……？


    　とっさには答えられない。熟考したってたぶん同じことだろう。


    「私が誰に会いたいのか……あいんならどう思うの？」


    　つい、そんなセリフが口をついた。口が滑ったと言うべきか。


    「…………」

  


  [image: ]


  
    「……あいん？」


    　答えはなかった。


    「あい……ん？」


    「…………」


    　なおもあいんは沈黙していた。


    　そして、にこに背を見せ林の奥──離れの方を向いた。


    「あいん……聞いてる？」


    　まるであいんが怒ってるようにも思え、珍しく及び腰でにこは聞いた。


    　これまで、あいんが怒ったことなんてなかった。だから、少し怖くなった。


    「…………」


    　やはり声も仕草もなにも、あいんからは返ってこなかった。


    「あいん……あいんったら」


    　焦じれたにこは、あいんの前に回って彼女の目線まで姿勢を屈かがませる。


    「……ぐう」


    　それはそれは安らかな、寝顔と、寝息と、鼻ちょうちん。


    「寝てんな────っ!!」


    　すぱ──────ん。


    　思わず、平手であいんの頭頂部を張っていた。思いっきり。


    「たまに真面目に話を聞いてりゃこのザマだ!!」


    「……あれ？　にこ？　我、なにしてた？」


    　頭を痛そうに押さえながらあいんは仁王立ちのにこを見て、今気がついたというびっくり顔で目をぱちくりさせていた。


    「なにさあんた、自分からさんざ気を持たせるようなこと言っといて！」


    「ん……？　にこの言ってること、よくわからない。我、昼寝してたら、急に目の前ににこがいた」


    　不思議そうに首を捻ひねっていた。噓うそを吐ついているようではなかった。


    「ちょっと……ほんとに覚えてないの？　今言ってたこと」


    「覚えてない……それどころか、我、いきなりにこからＤＶ受けてた」


    「ＤＶじゃないっ、正当な怒りの行使と呼べっ！」


    　と、腕組みして憤ふん懣まんやるかたなさをアピールしたものの、気持ちは複雑だった。なにか大事なことでも思い出したかと思ったのにっ。


    「我、寝とぼけていたのかもしれぬ。記憶が曖あい昧まい」


    「まったく……夢遊病の気けでもあるのかな、この神こは」


    　彼女の行動にいちいち驚いていてはきりがない。常のごとく、にこは諦あきらめとともに大おお息いきを吐ついた。


    「夢……いわば、我にとってはこの世界そのものがそう」


    　あいんはこの世のものならぬ、さりとてあの世でもない、『真ま界かい』なる世界の『神さま』だという。あちらではこちらを偽ぎ界かいなどと呼ぶらしい。さしずめあいんが今置かれた状況は、アリスが不思議の国に迷い込んだようなものだろうか。


    「我、今このときも、目につくすべてが興味深い」


    「そういうものかねぇ……」


    　にこはいかにも不承不承な顔だったが、あいんが時折見せるこうしたピュアピュアっぷりに実は弱い。非常に弱い。しばし、そうした自分を気恥ずかしく思いながら横目であいんを窺うかがう。


    「我……」


    「……え？」


    　我知らず胸がどきっとする。この鼓動に気付いてくれるな、神さまよ。


    「我……にこが幼少のみぎりより、あの木、その石、この葉っぱの何気ない佇たたずまいから、いかにけしからぬ妄想を逞たくましくさせ、今の魅力的な心の歪いびつさを育んできたか、そう思うと本当に興味が尽きない」


    　がくり。そう音が聞こえそうなほど、にこは拍子抜けした。


    「……興味が尽きる前に、命が尽きるようにしたげましょうか？」


    　怒りでぶるぶるバイブレーションする握り拳こぶしを見せつける。肩こりなどの患部に当てると大変よく効きそうだ。


    「あーあぁ、もう、懲こりもせずあんたの言動に振り回されるわたしってほんっと、バカ」


    「『バカな子ほど可愛かわいい』というこの世界の慣用句から察すると、さながら『わたしって超可愛い♡』的意味？　……ああ、そんなにこのナルシシズムがとても愛しい……にこったら、恐ろしい子……」


    「……ようし、わかった。あいんは晩ご飯いらないんだな。あいんの好きなタコ入りおでんが美お味いしそうな湯気上げてるから、せっっっっかく捜しに来てあげたのに、ようし、わかった」


    「あっ、あっ、うそうそ、我、タコ好き、タコ大好きぃ、いやいやああん」


    　ぐねりぐねりと身をよじらせ、それこそタコのようににこに絡からみつく様さまが、情けないやら滑こつ稽けいやらで、神の威厳はどこにもない。


    「ええい、もう知らん知らん!!　そんなタコみたいな神さまはとっととクトゥルー神話にでも描かれてしまえ！」


    　声音はクールな、しかし中身はニャルラトテップなセリフをあいんに突きつけたとほぼ同時。切なげな別の声が遠く林の奥から届いた。


    「かーみーさーま──────っ!?」


    　それは、ドタバタとひた走る音とともに、二人に近づいてくる。


    「あう。この声は……」


    　にこのいやーな予感が、すぐさまけたたましい足音とともに、そのままの形をとって目の前で急停止した。


    「か、神さま、こちらにいらした！　『いやいやああん』なんて悲鳴が聞こえたから何事かと思ったら！　ああよかった……いたずらに姿を消して、このクラウゼを脅おどかさないでくださいませ」


    　息を切らして現れたのは、ちょっと上品なセレブマダム。に見えなくもない妙齢の女性。しかしそれはほんとに見た目だけ。


    「神さま、今すぐその清らかなお身体からだを貪むさぼる下げ賤せんな人間から救って差し上げますから、ちょっとお退どきください。これにこ、一生消えないトラウマをくれてやりますので、まずそこに四つんばいにおなり」


    　妙齢の女性こと、あいんの忠実なる僕しもべであるクラウゼの口から飛び出したのは、いつも通りの暴言だ。にこも慣れたものとはいえ、少々の頭痛がすることは否いなめない。


    「スキンシップの名を借りたあいんの度重なるセクハラや、あんたたちの心ない言動などなどで十分トラウマってますので、お構いなく！」


    　四つんばいにさせてなにする気だ、と追求したい気持ちを抑えて、にこはお断りした。


    「まあ、無事神さまを見つけた手柄に免じて今回は許して差し上げましょう」


    　なーにが許して差し上げる、か。得した感はゼロ以下だ。


    「はいはい。ほれ、あいん。こうして迎えも来たんだから、いい加減離れんさい」


    　にこは依然として己の首根っこにぶら下がるあいんに促うながした。


    「離れたら、我、タコおでん食べられる？」


    「もう好きなだけ食らえ。イヤだなんて言おうもんなら、このクラウゼおばさんに一〇〇パー酷ひどいことされるから」


    「……あなた今obsnおばさんって仰おつしゃった？　ねえ、仰しゃった!?」


    　口にするのも憚はばかられるのか、クラウゼは変な略称と三白眼でにこに詰め寄った。と、そのとき。


    　がさり。


    　仰のけ反り気味にクラウゼを受け流すにこの背後で、また草を踏み鳴らす音がした。


    「あ、神さまー、どこ行ってたんですかぁ？」


    　怒りのクラウゼとは打って変わって明るい女性の声が響いた。


    「夕ゆう餉げはとうに出来ております、母屋に戻りましょう」


    　さらに加えて男性の声。木立の間を縫ぬって現れたのは、クラウゼの部下である男女二人、ブレグヴァドとアンソニーだった。


    　もうすっかりこの安あん国こく神社──すなわち古ふる原はら家──に馴な染じんだ様子で、アンソニーなどはにこの私服をちゃっかり拝借して着こなしている。


    「クラウゼ様も、そんなツノやらキバやら生えそうな形相でにこを睨にらんでおらず、どうぞ母屋へ」


    　上司の荒ぶりようも意に介さず、あくまで物静かにブレグヴァドは言った。


    　この人って、いっつも冷静。ちょっと不自然なくらい。自分よりもずいぶん背の高いブレグヴァドに目をやってにこは思った。


    （ちょっとぉ、にこちん、あんたまたクラウゼ様怒らせたでしょ？　『年増・おばさん・嫁いき遅れ』は禁句だって教えたでしょぉ？　後からフォローすんの大変なんだよぉ？）


    　アンソニーがにこの耳元に口を寄せて、囁ささやいた。


    （……面倒な人だなあ。ところで『にこちん』って呼び方、ちょっとたばこ臭くさそうだから、やめてくんない？）


    　同じく、声をひそめるにこ。


    「こらそこ、なにこそこそお話ししてますの！」


    「いーえ、別にぃ!!」


    　上司に注意を受けたアンソニーが背筋を伸ばして答えた。禁句がクラウゼの耳に入ろうものなら、給料査定に響くは必至だ。


    　が、しかし。


    「にこ、にこ」


    　あいんは、にこにぶら下がるのをやめ、人さし指を可愛かわいらしくおとがいに当てていた。


    「なに、あいん？」


    『トシマ・オバサン・イキオクレ』ってどういう意味だか、我、わからぬ」


    　純粋ゆえに赤裸々な質問。


    　にこ、アンソニー、ブレグヴァドは我先に、とその場から遁とん走そうした。


    　声にならないクラウゼの怒りが、爆発するのも待たないで。


    



    　　　　　　　　ⅱ．


    



    （おやおや。お隣さんは相変わらず賑にぎやかだ）


    　庭先で月見としゃれ込んでいた城じよう優まさるは眼め鏡がねのブリッジを押し上げて微ほほ笑えんだ。


    　植木の隙間に覗のぞく月は、わずかな下弦。これくらいがちょうどいい。満月みたく非の打ち所がないものよりはその方が魅力的だ。


    　腰掛けた縁側はひんやりと冷たかったが、隣家の喧けん噪そうはそれさえも心地よく感じさせる。


    　ああいう賑やかさが、栗くり下したにこにはよく似合う。


    「お風か邪ぜを召しますぞ、坊ちゃま」


    　ストールを肩にかけてくれたのは、城じよう家の執事・灰はい野の敬けい一いちだ。彼はいつだってこうして自分を気遣っている。自分がにこに対してそうであるように。


    「ありがとう」


    　優まさるは短く礼を言った。


    「灰野さんは自分の役割に疑問を持ったことはないのかい？」


    　唐突に尋ねてみる。


    「疑問、ですか。ありませんな。坊ちゃまはあるのですか？」


    　ほんの少しだけ、古ふる原はら舞まい久ひさの顔が灰野の向こうに透けて見えた。


    「ないねえ」


    　役割を果たす。責任を果たす。己の悔いを改める。


    　古原舞久、栗くり下したにこ、そしてあの家族のため。僕は舞久が託した友情という名の罰を受け入れよう。


    　自分はそのためだけに、ここにいる。


    「坊ちゃまが何かご自分の役割を果たすつもりならば、私はその手助けをするだけです。それが私の役割ゆえ」


    　明快だった。ありがたい。父の代から、面倒を見てくれている彼にはいつかしっかりお礼を言わなければならないな。
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    「なにかお辛つらいことでも？」


    　灰はい野のがそっと聞いた。返答次第ではいかなる助力も辞さぬと言った決意を覗のぞかせて。


    「辛いだなんてこと、あるものか」


    「……そうですか。安心いたしました」


    　執事は寂しげに微ほほ笑えんだ。優まさるにはそれで十分だった。


    　古ふる原はら舞まい久ひさの望みは栗くり下したにこと家族を救うこと。そして栗下にこの望みは──。


    　──考えるまでもなかった。


    　月を見上げて、優はしばらくの間、目を閉じた。


    



    　　　　　　　　ⅲ．


    



    　にこりんぽす！


    　ハァイ、わたし栗下にこ、十四歳。


    　あ、冒頭の挨拶はわたしの名前『にこ』にちなんでみたの。オリンポス的な神聖さも兼ね備えた上にフシギ少女っぽくもあって超可愛かわいくない？　みんなもどんどん日常生活で使ってね！　最初は相手に変な顔されると思うけど、辛抱強く続けてればたいていある種のお慈悲でもって諦あきらめてくれるから！


    　そんなわたしなんだけど、両親がいなくて、ちょっぴり男の人が苦手で、異常な祖父の言動を日々闘牛士のようにひらりひらりと受け流すところを除けば、なんの変哲もない中学二年生だったの。


    『だったの』……この過去形にはもちろん理由があって。実はほんの一か月前に大事件が起こったんだけど……。


    　それが、いきなりわたしの元に、異世界（真ま界かいですって！）から神さまが舞い降りてくるっていう、人に話すとちょいと心のバランスを疑われそうな大事件だったの。


    　その神さまがまた、本当は１９９９年に目覚める予定の恐怖の大王様だったらしく、せっかく眠ってたところをわたしがヘンテコな指輪でもって復活させちゃって……あ、みんなちゃんと話についてきてる？　『妄想半島で妄想族がパパラパラパラうるせえな』くらいに思ってない？　でもこれみんな実話なの。そりゃもーわたしだっていっそロボトミー手術で無感情にしてくれってくらいびっくりしたっての。ブラックジャック先生ならたぶん『高く付きますぜ』とか偽悪的な笑いを浮かべて手術してくれそうななんかそんな重症ぶり。


    　で、この神さま、女のわたしの目から見ても悔しいほどに可愛いらしくてまた悩ましい女の子なの。その上、彼女を目覚めさせた相手、つまりわたしと契ちぎらなきゃならないって習性があるらしく。


    　さらにさらに、仮に契っちゃったらこの世界が破滅に追いやられるとかっていう設定らしいからさあ大変。


    　でも……世界がドガチャガになるのは怖いけど……そんなキケンが伴うほどに、なんだか吊つり橋効果も手伝って、神さまにほんのりドッキドキな、わ・た・し♡


    



    （うん、にこ、いつのまにかすっかりその気。我、嬉うれしい）


    　居間で夕ゆう餉げを囲む他の誰にも聞こえないように、あいんはにこに小さく伝えた。


    （……や、そういうわけじゃなくて。ほんの試しに、自分の立ち場を前向きに捉えようと努力してみたんだけど、結果どうしても阿あ呆ほうになるしかないとわかって、今おでん食べながら絶望中。ていうか、あんた、勝手に人の心読まないでくれる？）


    　にこも小声で答える。


    　タコ入りおでんが、こたつの上の土鍋で『まあ気にすんな』とでも言いたげにぐつぐつと煮えていた。


    　祖父の真まさ行ゆきは鍋を乗せたカセットコンロの火力をまめに調整しながら、


    「おいおいにこ、何ぶつくさ言ってやがんでい。さすが宮司の孫ってなもんで、まさかメシの最中に妙なものでも降りてきちまったか？　サキュバスあたりなら大歓迎なんだが」


    　心配そうなわりには、目と箸はしはしっかりと鍋の中のロールキャベツを狙ねらっている。


    「それが神道を修めた人の言葉かと思うと、いろんな意味での間違いにちょっとじいさまの孫を辞職したくなるわ」


    　神主が『サキュバス』などと口走るのを我が安あん国こく神社の氏子たちが聞いたらどう思うやら、にこは心を痛めた。


    「お姉ちゃん、なにか悩みでも、あるです？」


    　にこの妹であり一家の唯一の良心・沙さ梨りが、箸を咥くわえて聞いている。


    　しかし、にこの悩みは先ほどのシミュレーションで自ら言及したように、人に話そうものなら脳内お花畑の開花状況を調査される恐れがあるので、とりあえず『はいはい大丈夫だからこれもあれもお食べ』と沙梨の取り皿に次々と大根、厚揚げ、ゴボウ巻きをのせてあげては誤魔化すしかなかった。


    「まー、お年頃ですから、いろいろ悩みがおありなのでしょうねえ、わたくしにも覚えがありますわ」


    　すっかり毎食を共にするようになった居候の一人・クラウゼが、いかにもな理解者ヅラを作って見せた。


    （誰のせいだと思ってんのよ、誰のせいだと！）


    　あつあつおでんと同じくらいに、にこのはらわたは煮えくりかえる。


    　そもそもは、クラウゼたちが真ま界かいなる異世界から（対して彼女らはにこたちの世界を偽ぎ界かいなどと称している）出現したことが発端だ。


    　真ま界かい人じんが『世界の蕾つぼみ』と呼ばれる指輪を亡父の離れで発見したとき、それをうっかり指に嵌はめなどしなければ……と深く激しく悔やむにこだった。


    　あの瞬間、あいんこと神さまの封印が解とかれるとともに、彼女を長年捜索していたクラウゼたちと関わる憂うき目と相成った。


    　おまけに『世界の蕾』は神さまの伴はん侶りよの証あかしであり、世を忍ぶ仮の名を『あいん』と改めた神さまは、隙すきあらばにこと契ちぎらんとする始末。


    　しかし契ったが最後、真界の浸食によりこの世界偽界は滅亡に至るという。


    　それこそが、あいんを神と戴いただくクラウゼたち真界の『アングルモア教団』の目的だというからたまったものではない。


    　己の貞操が、あろうことか女の子に付け狙ねらわれる挙句、世界の命運に関わるなど、今もって『ちょっと待てやコラ』的な気持ちを止められない。


    「年頃かァ……にこも立派な女の子になったもんだぜ。孫じゃなけりゃあ亡きばあさんの代わりに娶めとってもいいくれぇだ。いや、にこはさっきどうやら孫を辞職したいだの言ってたからいっそ……」


    　そんな真まさ行ゆきのふしだらな言葉をぴしゃりと遮さえぎり、


    「前言撤回。全力でじいさまの孫に復職。終身雇用で」


    　ハローワークを通すまでもなく、にこは力強く断言した。


    「お姉ちゃんは、お年頃？」


    　沙さ梨りの可愛かわいい疑問に、あいんが即答した。


    「そう、落とし頃。我的に」


    「[image: ]」


    　十二歳という年齢のわりに多少奥手である沙梨には、まだ微妙な言葉のニュアンスを理解出来ないようだった。


    「あいん、今、絶対『おとしごろ』って普通使わない漢字で言ったでしょ、言ったよね？　いや言った！」


    　一方、にこの理解力は、妹に比べて一いち日じつの長ちようというべきか『ヤられてたまるか』という本能に根ざした危機意識というべきか。


    （……嗚あ呼あ、お母さん。慎ましやかに生きてきたわたしになぜこんな仕打ちが……いつか笑って暮らせる日が来るのかしら……）


    　天国にいるであろう母に、心の中で語りかけた。


    （（うふふ、大丈夫ですよ、にこ。今現在、既にすっごい笑える状況ですし……））


    （……親切ごかしに超他ひ人と事ごとだな、あんた）


    　脳内母の生前と変わらぬのんきぶりに、抗議する気も失うせ果てた。


    「しかし、にこちん、相変わらず料理上う手まいよねぇ……これに比べると先月までのあたしたちの食生活ときたらそれはもう地味で質素で清貧で……いたいたいいたいですぅ!!」


    　アンソニーがしみじみ述懐しようとしたところ、すかさずクラウゼの肘ひじが脇わき腹ばらに入っていた。


    　その背後に透かし見える彼女たちの苦労の日々は『世界滅亡を企たくらむのも楽じゃないのだな』とにこに想像させた。もっとも、そうそう簡単だと世界がいくつあっても足りないが。


    （なんとも気の強そうな奥方で。兄さん大人しそうだが、日ひ々び是これ好こう日じつかい？）


    　真まさ行ゆきは、ブレグヴァドにこっそり耳打ちした。真ま界かい人じんたちは、にこ以外には正体は明かしておらず、クラウゼはブレグヴァドの妻、アンソニーとクラウゼは姉妹という少々年齢差的に無理のある設定となっている。


    （凶日以上好日未満といったところです）


    　人生の先輩株から『兄さん』と呼ばれるのは少々面おも映はゆいものの、ブレグヴァドは冷静に対応した。


    （そりゃ結構。無理なく奔ほん放ぽうにも過ぎない上々の答えだ。夫婦仲はいいようで、俺ァ安心したぜ）


    （…………）


    『夫婦仲』という単語の意味を多少深めに推測したのか、ブレグヴァドにしては珍しく動揺のそぶりが見られた。


    　にこはそんなブレグヴァドに『オトナ』っぽいなにかを感じた。


    　しかしそれがなにかを理解するには、大人びているとはいえ『オトナそのもの』ではない自分には、難しい気がした。


    　では、いつ分かるときが来るのだろう。


    　知りたいような、知りたくないような……。


    　──まあ、時間に任せていれば、いずれわかることよ、きっと。たぶん。


    　自分の臆おく病びようさには気づかないふりをして、そうまとめることにした。


    



    　　　　　　　　ⅳ．


    



    「お風呂、空あいたよー？」


    　にこは沙さ梨りの部屋の襖ふすまを開けた。六畳間にはベッドと机と本棚が整然と並んでいて、こざっぱりとしている。


    　一昨年までは姉妹で別の八畳間を共用していたが、にこが中学に進級したことをきっかけにそれぞれの自室を持つこととなった。当時の沙梨はずいぶん寂しがったが、今ではすっかり慣れたようだ。


    「……はい、です」


    　にこは沙さ梨りの傍かたわらに立って、よしよしと頭を撫なぜた。


    「勉強でもしてたの？　ならお風呂、もう少し後でもいいよ。湯船は明日洗っとくから」


    　まだ湿った髪をターバンのようにまとめた。そろそろ髪を切ろうかとも思うが、美容室に行くタイミングはいつだって難しい。色気づいたとは思われたくないし、さりとて身み綺ぎ麗れいにはしておきたいし、といった気持ちが、大げさに言えば相そう克こくする。さりげなくこの難事をこなす人は無条件に尊敬できそう。


    「ううん……」


    　沙梨は少々上の空。そして曖あい昧まいな言葉尻じり。おや？　と思う。フフン、伊だ達てに姉稼業を十一年も営んではおりませんぜ、とばかりに鷹おう揚ように構えた。


    「どれ、なにか悩みでもあるのかね、妹よ」


    　気分的には、英国紳士がカイゼル髭ひげを撫なでつける感じだ。


    「べ、別に……です……」


    　わかりやすいそっぽを向いて、沙梨はうそぶいた。愛ういやつ、愛いやつ。


    「お姉さまになんでも打ち明けてごらん？　あんたよりおよそ三年分は経験豊富だよ？」


    「…………」


    　じーっと今度は見つめてくる。躊躇ためらいがありありとわかる。


    「わたしって信用ないのかな……？」


    　にこは必殺のしなを作って寂しそうに呟つぶやく。もちろん、上目遣いで物欲しげに。


    「そ、そうじゃなくて、その……」


    　案の定、沙梨は慌てた。にこデミー賞主演女優賞ものの演技だ、とにこは自じ画が自じ賛さんした。


    「うんうん、どうしたどうした？」


    「…………その…………」


    「うんうんうん」


    　優しい微ほほ笑えみを絶やさずに、にこは耳に手を当てた。


    「わたし……あの……」


    「うんうんうんうん」


    「なっちゃった……」


    「ん？」


    「……なっちゃったの……」


    「なっちゃったって、なにが？」


    「…………女の子に…………」


    「なになに、なんて？」


    「……女の子になっちゃった、です……」


    「…………」


    　女の子に、なっちゃった？　あっはっは、それはあなた生まれたときから女の子でしょうに、ええ、あなたのおしめを取り替えたこともあるわたしには、下腹部に凸的パーツは一切無かったと断言できます。


    　……ってことじゃなくて。


    「えええええっ!?」


    「し────っ!!　お姉ちゃん、声が大きい、です……！」


    　女の子になったということは、つまり、一人の女性として生物学的に成熟したということで、あのそのだから、ジ・赤ちゃんが産めるカラダ、そういうことだ。


    「あー、えーっと、うーんと……おめでとう、って言うべきなのかな……？」


    「そ、そうなの、かな……」


    「じゃ、じゃあ、こんぐらちゅれーしょん？」


    「英語で言われても……でも、あ、ありがとう……」


    　なにやら複雑な面おも持もちで沙さ梨りは礼を言った。たぶん自分は沙梨よりもっと複雑な顔をしているに違いない、とにこは思った。


    「……あの、シャワー、浴びてくるね？」


    　照れ臭げに微ほほ笑えむと沙梨は部屋を出て行った。続く、たんたんたん、と階段を降りる音がにこの心に妙に響いた。
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    「ふう……」


    　沙さ梨りの部屋よりも二畳広く、また去年までは二人部屋だった自室。にこは、どさっとベッドで仰あお向むけになった。天井が目に入る。古い日本家屋なので、そこには染みがいくつもあった。じっと見つめていると動き出しそうな艶なまめかしい形だ。なんとはなしに恥ずかしくなり、寝返りを打って壁を向く。


    （あの沙梨が……ねえ……）


    　ついこないだまで手のひらサイズかってくらい小っちゃかったのに。まあ『手のひら』は言い過ぎにしても、だっこしておんぶしてあやしてた記憶はいまだ鮮明だ。


    （あの沙梨が、ねえ）


    　それが気がつけば大人の階段上る途中。今時の子だから、ともすれば大人のエスカレーターくらいの速さで一気に……いやいや沙梨に限ってそんなことは。


    　おーい、沙梨、そこから見える景色はどんなだい？


    　自分を追い越して階段を上った沙梨に、下から問いかけてみたい。


    　これまで沙梨のことならなんでもわかっているつもりだったが、急に遠い存在に変わったように思えた。


    　もしかして、沙梨は自分が考えているよりよっぽど成長していて、もうわたしの手を離れようとしているのだろうか。そんな考えすら浮かぶ。母親代わりとしては寂しい限りだ。


    　自分は……どうだろう。成長しているのだろうか。大人になんてなりたくない、と父がいなくなってからはそう思っていたけど。


    　大人になることが、父を許すことと同義に思えて、にこはなんだかそれが腹立たしくて仕方がないのだ。


    　『いろんな事情があったんだろうよ』と真まさ行ゆきは父について語ったことがある。『にこも大人になりゃあ、きっとわかるさ』とも言った。にこには、それが理解出来なかったのだ。


    （お母さん、沙梨も大人になったよ。感慨深いでしょ？）


    　脳裏に浮かべた母親にそう問いかけてみた。


    （（ええ、ええ、こんなに嬉うれしいことはありませんとも））


    （でもさ、情けないことに、わたし、沙梨にそのことについてなにか聞かれてもたぶんろくろく答えられないんだよね）


    　自分は、まだ、なのだ。十四歳という年齢を考えると、ずいぶん遅い方だ。少なくともクラスでそういう女子はにこだけだった。


    （（…………にこ、落ち込む必要はありませんよ？））


    （ううん。落ち込んでないよ。別に大人になんてなりたくないし。大人になればなるほどきっとこの世には辛つらいことが待ってそうな気がするし）


    　わかっている。どうせ『時間』っていう不可避の化け物に押し切られて、いずれイヤでも大人になる。そんなことはわかっているのだ。ただ、大人になるとさまざまなことをわかったようなつもりになるだけなのでは、と思えて怖い。


    （（にこ……））


    （こんなこと言ってるから、沙さ梨りに追い越されちゃったのかもね）


    　自じ嘲ちよう気味に思う。


    　沙梨に追い越された、なんて思う自分にもちょっとショックだ。


    　まさか、本当は大人になりたがっている？


    　そうは思いたくなかった。誰がなってやるもんかいっ。


    「あいんもそう思うよねえ？　……ってなんで離れで寝てるはずのあんたがここにいる!!」


    　いつの間にそこにいたのか。隣で横たわっているあいんに、にこは激しくツッコんだ。


    「今日は、我、にこと同どう衾きん」


    　あいんは、しれっとそう答えた。


    「『今日は』じゃなくて『今日も』、でしょうが」


    　うななーん、と身体からだを寄せてくるあいんを、腕を限りに伸ばして遠のける。


    「そうしてあんたが黙って姿消しちゃうと、クラウゼが大騒ぎするってこと忘れた？」


    　泣き顔でまたぞろ『神さまー!!』と呼ばわるクラウゼの姿を想像すると、あいんへのお説教にも熱がこもった。


    　というか、クラウゼ関係なしに二人の同衾には別の問題があるはずだが、どうせ言っても聞きやしないのだ。


    　とたん、拗すねて口を尖とがらせるあいん。


    「……『夜よ這ばい』と『ドバイ』はよく似ている」


    「似てるが、今の話と関係ねー！　ていうか、妙なものと一緒くたにされたドバイのみなさんに謝ってほしい気持ちでいっぱいだ」


    「ドバイのみなさん、すまぬ。にこ、すまぬ」


    「……謝りながら、頰ほお寄せて唇を突き出してくるとはどういう了見か」


    　と言いつつ、にこは強く抗あらがうよりも、手っ取り早く相手を納得させる方法を選んだ。


    　彼女の頰に自分の唇を近づける。軽いキスのつもりだったが、ちゅっ、と小さな音がした。


    　──これは単なる学習の成果であり、大人になった証しよう左さでも諦あきらめたわけでも許したわけでもないんだからねっ。


    　にこは自分自身に言い聞かせた。


    「ごちそうさま」


    「はいはい、お粗末さまっ」


    　手を合わせるあいんに、にこはつっけんどんな口調で返した。とはいえ、突っぱねすぎたかな、と心配などして横目で窺うかがう。


    「じゃ今度は唇に、おかわり」


    　あいんははすぐさま唇を突き出す仕草に戻っていた。


    「居候いそうろう、二杯目以降はそっと出し！」


    　勝手に慣用句を改ざんして、にこは紅潮した顔をあいんからぷいっと背そむける。


    「過失で一度唇を許したとはいえ、それ以上はありませんからね、ええ、ありませんとも！」


    　以前にたった一度だけ、入浴中に唇を奪われたことがある。それ以来、間違っても過ちを繰り返すまいと、断固キスはほっぺに留とどめているにこだ。


    　……たとえほっぺだけにせよ、女の子同士の日常的なキスはいかがなものか、と裡うちなる常識が囁ささやくが、下手に諍いさかいをして力ずくでこられては敵わない。


    　あいんのことが嫌いなのかというと、そういうわけでもない。しかし、倫理的な意味合いのほかに、あいんと仲良くなりすぎることを、自分は避けようとしている。


    　相手が、自分にとってかけがえのない存在になることが、怖い。


    「……ぶー」


    　納得いかないといった風にあいんは唇を尖とがらせている。曲がりなりにもコイツは『神さま』と一部で崇あがめられてるはずだが『いったいどこが？』と問い質ただしたい。


    「ええい、これでもすっごい譲歩してんだから、いったいぜんたいなにが不服かっ」


    「……強いて言うなら」


    「言うなら!?」


    「我、このいちゃつきっぷりを、沙さ梨りにもう少し見せつけたかった」


    「だーれが、だーれが、だ──れが沙梨にこんなところを！　ねえ、沙梨もちょっと言ってやって！　……って、うわぁ沙梨────っ!?」


    　慌ててベッドから飛び退のき振り向いたそこには、半開きのドアの隙間から真っ赤な顔を覗のぞかせた、紛まごうことなき妹の姿があった。


    「…………」


    　口を押さえて立ちすくむ彼女を見るに、あえて聞く意味などまるでないが、


    「さ、沙梨、ええとその……あの、見た？」


    　とにかく確かめずにはいられない。


    「……な、なにを、です？」


    　沙梨はさらにドアの陰に身を隠して、そう聞き返した。


    　しかし、湯上がりのせいだけとは思いがたいその紅あかい顔が、それぞれの質問への答えに外ほかならないわけで。


    「あ、あの、沙梨、あいんの国じゃこういう挨あい拶さつが普通で、別にそういう意味のソレでナニってわけじゃないんだよ？　決して、決して、決してね？」


    「あ、あの、お姉ちゃん……わ、わたし、別になにも見て見て見て見てなんてななななないし、別に驚いたりもしてない、で、でしゅよ？」


    「すごい狼ろう狽ばいしてるし、語尾おかしいし、絶対見られたし誤解されてるー!!」


    　これまで、あいんとのこうした行為は、沙さ梨りや第三者の目には触れないように細心の注意を払ってきた。そうした努力が今、目の前で、泡とはじけて消えた。


    「お、お姉ちゃんの幸せをそっと祈る沙梨、です……ふぁ、ふぁいと、おー……！」


    「いえ、その、ちょっと、こら、お願い、ゆっくりドアを閉じながらフェイドアウトしていかないでー!?」


    　ぱたん。


    　しかし、無情にもドアはクローズド。にこには、ドアだけでなくいろいろなものがそこで閉ざされたような気がした。


    「ああ……妹よ……」


    「我も応援、ふぁいと、おー」


    　などとうそぶく、姉妹の絆きずなにクライシスをもたらしたこやつは、神ならぬ悪魔か堕だ天てん使しに違いない。


    「……どの口で言うか！」


    「時ににこ、さっき沙梨との話を盗み聞いたのだが」


    「盗み聞くってあんた、よく堂々と……」


    　屈託なさ過ぎて、肩の力がみるみる抜ける。


    「『女の子になっちゃった』とはなんのこと？　我、わからぬ」


    「ちょっ、あんたも女の子でしょうになんつーことを……」


    「ん？　我、わからぬ。マジで」


    　そういえば、この子はすでに女の子なんだろうか、それとも見た目通りの幼さなんだろうか。


    　神さまなんだからそういうのとは無縁そうだなーと漠然と考えてはいたものの。


    「あー、だからー、そのー……あれよ、赤ちゃんが作れる身体からだになったっていうか……」


    「赤ちゃん！　ほほう気になる。続けて」


    「つ、つまり、男の子を受け入れる準備が整ったっていうか……」


    「男！　受け入れ！　続けて！」


    「もう、これ見て勝手に調べとけ！」


    　本棚から保健体育の教科書を取り出してぶん投げた。


    「ふむふむ、なるほどなるほど。なにもかも知ってはいるが、書物で読むとまたオツな……」


    「……知ってるなら聞くな！」


    　ぱらぱらと教科書をめくるあいんから、紅あかくなった顔を背そむけた。


    



    　　　　　　　　ⅴ．


    



    　安あん国こく神社敷地内の雑ぞう木き林ばやしの中、クラウゼが年季の入った竹たけ箒ぼうきで落ち葉を集めている。


    「ふう……」


    　昼過ぎに離れ周辺の掃除を始めてからこっち、幾度となくため息を繰り返している。神さまについて心配は尽きなかった。昨夜も昨夜で、いきなり姿を消してにこの部屋へと移動していたのだ。クラウゼには気の落ち着く暇ひまもない。


    「神さまは今頃学校でどうしてらっしゃるかしら……粗にして野だが卑でもある偽ぎ界かい人じんたちに囲まれて、往生されてないかしら……」


    　箒で同じ場所を空からなぞりしていることにも気付かずに、クラウゼは近くて遠き青せい陵りよう学園にて孤独に佇たたずむ神さまの姿を想像した。だいたい実像より淑しとやかさがおよそ三〇〇％増しだ。数字は神さまと離れている時間が長ければ長いほどデフレを起こす傾向にある。


    「クラウゼ様ぁ？　どっちかって言うと、偽界人たちが往生してる可能性の方が高いですよぉ？　ていうか、毎日毎日毎日、本っっっ当に心配性なんですからぁ……」


    　箒を支えに頰ほお杖づえついて、見るからに掃除をする気ゼロなアンソニーが言った。


    　続けて『年を取ると繰り言が多くなるんですかぁ？』という素直すぎる疑問がアンソニーの頭に浮かぶが、災いの元へと成長する前に飲み下しておく。


    「……なにか言いまして？」


    　クラウゼが目を光らせて、アンソニーを眇すがめ見た。


    「いいえぇ、ちっとも!!」


    　ほとんど野生動物の域に達する上司の勘に、アンソニーは冷水に打たれた勢いで背筋をぴんと伸ばした。すかさず、手に持つ箒を慌ただしく左右に動かしては、掃除の続きに没頭するフリに移行だ。


    「よしんばなにかがあったとしても、クラウゼ様にはそれを知る力があるのでは？」


    　ブレグヴァドはそう言いながら、クラウゼたちが集めた落ち葉を一つにまとめた。アルミホイルに包んださつまいもをその中に埋める。マッチを擦すって火を投じる。クラウゼとアンソニーがこの偽界で評価する数少ないものの一つ、焼き芋いもだ。


    　ブレグヴァド自身は甘いものは趣味ではないが、彼が一番上う手まく焼けるから、と二人が懇願するので、この季節はちょくちょく落ち葉の火加減を見守ることになる。


    「それは確かにそうです。いえ、そうでしたと言うべきでしょうか……近頃、自信がないのです」


    　もうすぐ訪れるであろう「口こう福ふく」、お芋さんの甘美な予感を覚えながらも、クラウゼは沈んだ面おも持もちで呟つぶやいた。


    「…………」


    　これは自分にとって歓迎すべきことなのか否か。お芋いもさんの焼け具合に気を配るブレグヴァドは考えた。


    　彼女は教団内では巫み女この地位にあり、神託──神さまの言葉や感情を授かり、その他の民に伝える力を持つ。


    　これは信徒の誰にでも務まる役目ではなく、ある種の資格が必要だ。


    　そして望むと望まざるとにかかわらず、突然それは与えられる。誰の意志かはわからない。しかし、それを神の意志だと信じることが、選ばれたものたちの拠よりどころとなる。


    「自信が……ない？」


    　すっかりいい色に焼けたお芋をまずはクラウゼに差し出した。匂いに釣られたアンソニーも、落ち葉の中を小枝で突ついて宝探しをしている。


    「ええ、そうえでふす……」


    　クラウゼは沈痛な顔のままお芋を頰ほお張ばった。悩んでいるやらいないやら、ブレグヴァドには判断つきかねる姿だ。


    「ほーはんひひな高慢ちきなクラウゼ様にしては、珍しいですねぇ」


    　アンソニーは、ぱくついている甘いお芋の味とは裏腹の毒を吐いた。さらにもう一本の芋を取ろうとしたところ、すかさずその手をパシッと叩たたかれる。


    「はれはほーあんひひれふか誰が高慢ちきですか、はれは誰が!!」
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    「ふかはらおひほをふはうはんえ部下からおいもを奪うなんて、ほれえもほーひれふかぁそれでも上司ですかぁ!?」


    　それぞれが競っては食べ競っては食べ、ハムスターばりに頰ほお袋ぶくろをお芋いもで膨ふくらませていた。


    「ええい、喋しやべるか、食べるか、喧けん嘩かするか、どれか一つに決めなさい！」


    　ブレグヴァドが苦言を呈すと、すぐに静かな咀そ嚼しやく音以外の音が消え失せた。焼き手の機嫌を損ねては焼き芋生産態勢に支障が生じる、そう連想する程度の分別は残っていたようだ。


    「……で、自信を失うようななにかがあったのですか？」


    　落ち着いた頃を見計らって、ブレグヴァドが尋ねた。


    「ええ……あれは、神さまを探し当てて間もなくのこと……ちょうど一か月ほど前になりましょうか」


    　にわかにクラウゼの顔が青くなった。それほどの衝撃を受ける体験だったのだろうか。彼女にとって立ち入ってはならない領域だったのかもしれない。ブレグヴァドは己のデリカシーのなさを恥じた。


    「クラウゼ様、気分が優すぐれないのなら無理に話さずとも……」


    「……いえ、お芋がのどに詰まって……ごくん」


    　あらかじめ用意しておいたミニペットボトルのほうじ茶を飲み下す音が大きく響いた。


    「………………」


    　肩を落とすブレグヴァドのシルエットが、なぜだかひどくもの悲しい。


    「……ふう、ええと、どこまで話しましたっけ。わたくしが昔ミス・アングルモアに選ばれた件くだりあたり？」


    「……全然違うし、初耳ですし、特に興味はありませんので『あれは、神さまを探し当てて間もなくのこと』あたりからお願い出来ますか」


    　さしものブレグヴァドも、ややふくれっ面だ。


    「噓うそっぽいしぃ、仮に本当だとしてもきっとわたしたちが生まれる前の話でしょうしぃ」


    　アンソニー　言葉でクラウゼ　つるべ打ち　──無季俳句。詠よみ人知らず。


    「なんていけずな部下たちかしら……特にアンソニーさんは自分の発言が査定におっそろしく響くだろうと知りなさい。まあそれはさておきましょう。そう、一か月前のことです」


    　さておかれた査定に動揺を隠しきれないアンソニーを完全に無視した状態で、話は続けられた。


    「……一度、神さまと栗くり下したにこの帰りが遅い日があったことを覚えていますか？」


    「確か……珍しく夕食時になっても二人が戻らず連絡もなく、沙さ梨りがやけに気を揉もんでいた日があったと記憶しています」


    　ブレグヴァドがおよそ一か月前を振り返った。


    　あの頃はこの神社に身を寄せた直後だったため、それが栗下にこの生活パターンからかけ離れた事態であるとまでは考えなかった。しかし今となっては、少なからず不自然だったことはわかる。あれ以来、一度もにこは主婦業を捨て置いて帰宅を遅らせることはない。


    「あー、そういえばそんな日があったかもぉ」


    　アンソニーの声音は極めて脳天気だ。


    「あの日、神さまが世界を変えたように思えてならないのです」


    　ブレグヴァドは息を呑のんだ。それこそが教団が神さまを信仰する礎いしずえだったからだ。また、彼が憂ゆう慮りよする材料でもある。


    「……詳しくお話しください」


    　焦しよう燥そうは隠したつもりだが、ブレグヴァドには自信がなかった。


    「確証はないのですが、あの日神さまが帰宅なされたとき、違和感が生まれたのです。たとえば先ほどまで針が動いていた時計が、突然デジタルに変わったかのように」


    「それはなにを意味しているのです？」


    　巫み女こが捉えた違和感であるならば、それは実際にあったことなのだろう。そして偽ぎ界かいと真ま界かいの関係はまさにそこに凝縮されている。


    「神さまが自ら封印した創造の力を、誰かがわずかに解き放ったのでしょう」


    「誰か、というのは、やはり……？」


    　表情を硬くするブレグヴァドに対して、


    「にこちん？」


    　アンソニーの問いかけはあくまでもあっけらかんとしていた。


    「そうにこちん……もとい、にこ。あの娘っこでしょう」


    「へえ、にこちん、やるなあ」


    「父親のみならず、娘までもが神さまを籠ろう絡らくするとはなーんたる！」


    　声を荒らげるクラウゼ。ブレグヴァドは静かにまなざしを母屋と離れの方に向けた。


    　──俺が得られなかったもの、与えられなかったものが、きっと彼女にはあるのかもしれないな。


    　口には出さずに、憧しよう憬けいを込めてそう思った。
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    　　　　　　　　ⅵ．


    



    「へえ、沙さ梨りちゃんがねー」


    　風が屋上を通り過ぎ、華はな木き詩しい奈なのツインテールを揺らした。


    「沙梨ちゃん、きっとモテるだろうからこれから心配絶えないね」


    　もぐもぐと白い焼きカレーパンを頰ほお張ばりながら、栗くり須すそにあが言った。揚げカレーパンの方が断然にこは好きだが、カロリーを考えてのそにあの選択だ。


    「別になにも変わらないよー……と思いたい」


    　珍しく人ひと気けの少ない昼休みの屋上からは、グラウンドでサッカーに興じる生徒たちが見下ろせた。あれは沙梨と同じ初等部の男の子だろうか。


    「ところで『沙梨ちゃんモテるだろうから』じゃなく、『沙梨ちゃんもモテるだろうから』って表現する気遣いが欲しかったな、わたし」


    　もんぐ、と多めのご飯を弁当箱から箸はしでつまんで、口の中に放り入れた。大げさに咀そ嚼しやくして抗議の意を示す。


    「ご、ごめんね、にこちゃん～」


    　おろおろしながらそにあが謝るが、詩奈はといえば容赦がなかった。


    「いやあ、断然、沙梨ちゃんの方がモテるっしょ。にこはねえ、一部のマニア受け」


    「マニアでしかも一部かよ！　どんなマニアだ！」


    　詩奈の断定ににこは声を荒らげた。


    「たとえば、こんな」


    「そう、こんな」


    　打てば響くといった感じで、詩奈から言葉のバトンを受け取りあいんが自分を指さした。


    「くっ……こんなときだけ上手に連携しやがって！」


    「まあまあ、すぐににこも毎月血ィどばどば流すようになって色っぽくなるよ」


    　あけっぴろげな詩奈の表現に、にこは大おお息いきを吐つくしかなかった。


    「それ、ぜんっぜん色っぽくないよ……」


    「どんなにこでも我、平気」


    「ほら、マニアだ」


    　あいんの全肯定に、詩奈がどうだと胸を張る。


    「マニアなんだ……」


    　そにあまでもが得心した様子で呟つぶやいたのが、なんとも悔しい。


    「そういやーさー、進路調査のプリントもう出した？」


    　やにわに詩奈が話題を変えた。


    　たぶん、まだなにこには、先の話題は居心地が悪いと判断してくれたのだろう。言葉は荒いが気は繊せん細さい、が詩しい奈なのいいところだ。


    「わたし、出したよ。青せい陵りよう高校にしたー」


    「そにあは、あたしと一緒か。でもさあ、まだ中二なのに焦あせらすな、ちゅーのよね。にことあいんちゃんは？」


    「我、進路、これ」


    　あいんがにこを指さした。


    「あー、あいんちゃんはもうそっちに永久就職ね。にこは？」


    「軽やかにあいんのボケをスルーするそのワザ、惚ほれるわ。わたしはまだ出してないよ。あと、あいんのはわたしがしっかりと書き直しておくから勝手に提出しないように」


    　だいたい、あいんはこの世界に定住するのかしないのか。明日の行く末すらはっきりしないというのに。そう考えると、急にうすら寒くなった。


    　今にも、あいんが消えていなくなってしまいそうで。


    　そんなはずがないとは誰にも言えない。相手は神さま。人の世を捨てたもうことなんて容易たやすいだろう。事実、あいんは一度、消えようとしたのだ。あのときは止めることが出来たが、彼女のその気持ちが永遠かどうかなんて計り知れない。


    　────信じることは、怖いこと。


    　父との別れを境に、自分の心に根強く残る等式だ。


    　にこが人知れず小さな孤独を味わった矢先、予鈴の音が鳴り響いた。


    



    「え～、もうすぐみなさんお待ちかねの学園祭です～」


    　藤ふじ枝えだみさと先生が、そんな出だしでホームルームの始まりを告げた。


    　教室中がにわかに活気づくが、藤枝先生はそれ以上に浮き立っているようだ。


    　その通りに生徒から揶や揄ゆされると、先生はなに一つ恥じることなく、


    「だってステキな父兄がやってきて、わたしを見み初そめてくれるかもしれないじゃない～！」


    　と、主張した。冗談ぽさを微み塵じんも感じさせないなんて、先生どれだけ飢うえて……。生徒たちはみな、そっと目め尻じりの涙を拭ぬぐった。きょとんとしているのはあいんだけだ。


    「学園祭恒例の巨大迷路、この制作委員会にクラスから二人、選出しなければいけません～、誰か立候補いるかな～？」


    　巨大迷路は、高等部、中等部、初等部合同の青陵学園祭において、目玉となるビッグイベントだ。学園内に三つある体育館のうちの一つをまるまる迷路に改装する大がかりなものでその脱出は非常に困難、毎年成功者数は一ひと桁けた程度といわれていた。


    　えー、面倒くさいー、と生徒たちから、忌き避ひの声があがった。確かに、放課後拘こう束そくされるわ、学園祭中も拘束されるわ、その後片付けでまた拘束されるわでいいことがない。せいぜい仕掛けに凝こって、生徒の悲鳴を楽しむのが関の山だ。


    　ここはそっと身を潜めておくのが吉、とにこは気配を殺した。


    「立候補がいなければ、指名になりますよ～。とりあえず、進路調査票をまだ出してない人あたりから～」


    「…………」


    　がさごそと机の中を探った。実は無ぶ精しようして、調査票を家に持ち帰ってすらいない。


    「はい、栗くり下したさん、今ごろ慌てて捜さない～」


    「えっへん」


    「はい、あいんさん、提出してないのに威い張ばらない～、未提出はあなたたち二人だけ～、よって迷路制作委員を命ず～ＭＡＺＥメイズだけにね！」


    「え──っ……」


    　しょっぱい駄だ洒落じやれが余計ににこのがっかり感を煽あおった。


    　進路調査票、こんなことなら提出しておけばよかった。


    　自分がなにをしたいのか、考え始めるといっこうに進まないので後回し後回しで今日に至ってしまった。適当に書いてしまえばいいのだろうけど、変なところで生真面目な性分が許さない。


    「我、にことコンビ？」


    　隣席のあいんが楽しそうに話しかけてくる。


    「そ。心ならずもね」


    　まあ、あいん一人を迷路制作委員会に解き放つよりは、マシか。ポジティブに考えてみる。


    「にこ、迷路ってなに？」


    「……人生みたいなものよ」


    　フッ、と哀愁漂う笑みで答えた。


    「にこが言うと、重い。我、心配」


    　重いのは、あなた含むへんてこ真ま界かい人じんたちのおかげっぽいんですけどみたいな！


    　と、言いたいのはやまやまだが、ＯＫ、ＴＰＯはちゃんとわきまえている。


    「ちなみに、巨大迷路にはジンクスがあって、カップルでクリアすると、その後長らく幸せが続くといいます～、実際結婚しちゃったカップルもいるそうよ～？」


    「先生、いまどきそんなの信じてるヤツいないって」


    　男子の山やま本もとがちゃかした。


    「にこ、にこ、カップルでクリア、カップルでクリア」


    　一方、あいんは、瞳ひとみをきらきらさせて、先生の言葉を繰り返す。


    「ざーんねん、制作委員はお客としては参加出来ないんですよーだ」


    「えー。フジエダ27、なんとかならないか」


    「年齢を呼び名に加えるような生徒にかける温情はありません」


    「フジエダ四捨五入30は本当に冷たい。我、悲しい」


    「四捨五入だとハタチです！」


    　それはそれで図々しいなあ、先生。とにこは思った。


    「ごほん！　明日の放課後から準備を始めるそうなので、二人とも忘れずに体育館に行くんですよ～？」


    「はぁい」


    　逃げ場を失ったにこは、そう返答するしかなかった。


    「我、にことコンビ、にことコンビ」


    　青せい陵りよう学園祭は二週間後。うちのクラスでは確か古本市をやるんだったか。


    　にこは、お祭りのたぐいが苦手なので、心沸わき立つこともあまりない。


    　祭りのあとの寂しさは、祭りが楽しければ楽しいほど深くなる。


    　それを思えば、迷路制作委員会という裏方に徹することは、むしろ気が楽かもしれない。


    「気合いの入った迷路頼むよっ」


    　ぽんと後ろの席の詩しい奈なから肩を叩たたかれる。


    「そりゃーもう。ドンキホーテの店内かってくらい複雑怪奇にしてやるわ。カップルになんてやすやすとクリアさせてたまるか」


    「あいんちゃんも頑張ってね」


    　今度はそにあがエールを送る。


    「我、がんばる。にこの人生のように、後悔したくなるような立派な迷路を！」


    「体裁悪いことを言うなっ」


    　後悔なんてするもんかいっ。いや、どうかな。もしあのとき離れで指輪を見つけてなかったら、なんて考えることはときたまある。


    　でも、これは後悔じゃなく……。いやいや後悔、後悔だとも。


    　──『見つけてよかった』なんて思ってませんからねーだ!!


    



    　　　　　　　　ⅶ．


    



    「さあ、食べとくれ！」


    　真まさ行ゆきは喜き色しよく満まん面めんでみなに促した。


    　珍しく夕ゆう餉げの用意をするだなんて言い出すから、おかしいと思ったのだ。


    　おかしら付き鯛たい。


    　マグロのお刺身。


    　そして、お赤飯。


    　ベタだ、ベタすぎる。


    「…………」


    　案の定、沙さ梨りはうつむいたまま。


    　それもそのはず、あいんもいればクラウゼもアンソニーもいる、ましてやブレグヴァドなんて男の人までいる前で、意味ありげにお赤飯を出されては、うつむかざるを得ない。


    「……で、どっちぃ？」


    　などと、デリカシーのない質問をアンソニーがぶつけてくるものだから、さらにたまらない。


    「……あっち」


    　今さら隠したところでなんにもならないので、にこは沙梨を指さした。


    「あらぁ、さりー、おめでとぉ」


    「…………あ、ありがとう、です……」


    　また沙梨も人がいいものだから、こう答えるしかない。


    「……ていうか、なんでおじいが知ってるの？」


    　話した覚えもないにこはそう聞いた。沙梨が自己申告したとも思えない。


    「家族だからな、この世で一番強い絆きずなで繋つながってんだ、以い心しん伝でん心しんというやつよ」


    　この世で一番強い絆……不覚にもにこの心にぐっと来た。


    「ちなみに教えたのは、我」


    「おいコラじいさま、今ずいぶんかっこいいこと言ってたなあ、ええ？」


    　あいんがさらりとネタバレすることで、にこの感動は疾しつ風ぷうのごとく消え去った。


    「家族の絆で感じるぜ、俺今めっちゃ軽けい蔑べつされてる！」


    「……お姉ちゃんもあいんさんも、言っちゃ、め、です……もう遅いけど……」


    　消え入りそうな声で、窘たしなめる沙梨。


    　正確にはあいんは、にこと沙梨の話を盗み聞いたのだが、口止めしなかったにこにも非はある。


    「あ、あの……沙梨、ごめんね？」


    「でもな、沙梨、決して、おちゃらけてるわけじゃねえんだぜ。俺ァ本当に嬉うれしかったのさ。大きくなったんだなあって。もちろん近所に吹ふい聴ちようするようなことじゃねえが、近しい人には祝って欲しいと思ったのさ……沙梨、いやかい？」


    「…………」


    　沙梨は真っ赤な顔。でも小さく首を振った。


    　こんなにも喜んでいるおじいを見るのは、確かに久しぶりかもしれない。


    「もしおじゃまなら、私たちはおいとましますが」


    　ブレグヴァドが気を遣ってそう言った。


    「…………」


    　やっぱり沙梨は首を振る。


    「ではお言葉に甘えて、ご相しよう伴ばんにあずかりますわ」


    　ごちそうを目の前にしてテンションの上がったクラウゼが、もみ手をしながら言った。


    　ま、こうなれば、変に避けるより祝ってもらった方が気は楽だ。にこはふーっと息を吐きながら、腰を落ち着けた。


    「では改めて、乾杯！」


    　真まさ行ゆきの音頭でみながコップを掲げた。


    



    　宴が果てたのは、十二時を回った頃だった。


    　沙さ梨りを部屋まで送って寝かしつけたあと、にこは、リビングに横たわっているあいんと真行に毛布を掛けた。


    　クラウゼとアンソニーは既にブレグヴァドが離れに運んだはずだ。


    　気持ちよさげに寝息をたてている真行は、少し[image: ]やせたように見えた。


    「おじい……わたしは沙梨みたいにおじいを喜ばせてあげられなくてごめんね」


    　わたしのお祝いが出来ない分、おじいはよけいにはしゃいでいたのじゃないだろうか。


    「なに、にこが気に病むこたァねえ」


    「…………おじい？　起きてたの？」


    　寝ころんだまま真行は目をぱっちりと開けていた。


    「言ったろ、一番強い絆きずなで繋つながってるってな。沙梨もにこもかわいい孫だ。差なんかどこにもあるもんかい」


    「おじい……」


    「悩んだときは、俺おいらにいいな。大した力もありゃしねえが家族なんだから、な」


    　優しくそう言うと、真行はふたたび目を閉じた。


    「……うん」


    　にこは、そっとリビングを離れた。


    



    「にこ、起きてる？」


    　ベッドに横になろうと部屋の明かりを消したとき、あいんの声が聞こえた。


    　見ると、ドアを開けた細い隙間から顔を覗のぞかせている。


    「どうしたの？　リビングで寝てたんじゃないの？」


    「我、ここで寝る」


    「またあ？　……ふー、まあクラウゼもぐっすり寝入ってたことだし、いいとするか」


    　喜び勇んであいんは部屋に入ってきた。


    　なんだか最近は、同どう衾きんするのが当たり前のことのようだが果たしてこれでいいものか。いや、良くはないんだろうけども。


    　猫か何かの小動物みたく布団に潜ったあいんに尋ねる。


    「寒くない？」


    「我、温かい」


    　ぎゅーっとにこにしがみついてくる身体からだは、なるほど確かに温かい。


    「…………にこ、『家族』ってなに？」


    「『家族』……？」


    「さっき、にこ、真まさ行ゆきと話してた」


    「……聞いてたの。うーんそうだなあ。あいんには家族っていないの？」


    「いない……と思う」


    「記憶がないんだもんなあ……」


    「でも、我、『家族』という言葉に惹ひかれる。とても、惹かれる」


    　あいんは食い下がってきた。


    　記憶の琴きん線せんに触れるものがあるのだろうか？


    「『家族』、っていうのは、わたしにとっての沙さ梨りやおじいだよ」


    「……どんなかんじ？」


    「どんな……おじいの言葉を借りれば『この世で一番強い絆きずな』で繋つながれた相手……っていう説明じゃわからないか」


    「いなくなるとどうなる？」


    「…………」


    　いなくなる……とっさに思い浮かんだのは、あの人のこと。


    「…………悲しいよ。すごくすごく悲しい」


    「悲……しい……」


    「あいん、前に『世界滅びれー』ってやらかしたとき、泣いてたよね？　あのときとたぶん似た気持ちだよ」


    「我、あんなのはいや」


    「わたしだって、悲しいのは嫌だよ」


    「……我、いなくなったら、にこ、悲しい？」


    「…………そういうことは聞くもんじゃないよ」


    「どうして……？」


    「言わなくてもわかれってことっ」


    　布団をひっかぶって寝たふりを決め込んだ。


    「にこ……にこがいなくなったら我、悲しい」


    　そんな言葉も聞こえてはいたが、寝息に紛まぎれて聞こえないふりをした。


    　どきどきする鼓動を聞かれまいと、相手に背中を向けながら。


    　あいんは、以前と違って最近は『我と契ちぎろう』といったセリフを吐かない。


    　もちろん、言われたところでお断りだが、その代わりに情緒に訴えてくるような言動が増えたような気がして、これまたやっかいだ。


    　ともすれば、己の懐ふところに飛び込んでくるあいんをすんなり許してしまいそうな、そんな恐れがある。実際今もこうして同どう衾きんしている有様だ。


    　わたしは、この子をどこまで受け入れているんだろうか。


    　どこから、受け入れたくないんだろうか。


    　そんなことが頭をかすめる。


    　本当は、考えるまでもなく答えは単純なのだ。


    　喪うしなうほどに悲しい距離まで、近づきたくない。ただそれだけ。


    　でも、どうなのだろう。あいんはもうその垣根を越えようとしているのではないだろうか。


    　だとしたら、わたしは……。


    　にこは、あいんの体温を背中越しに感じた。既に小さく寝息を立てていた。


    　この温かさを失うことになるくらいなら、いっそ。


    　……いやいやいやいや、とかぶりを振った。


    　冗談でもほんの一瞬『いっそ契って世界もろとも滅びちゃえ』なんて思ったことは、誰にも知られたくなかった。


    　好きでも嫌いでもなく、フラットで。笑顔で、距離を保てる自分。そんなふうになれたらいい。


    　でもそれはもしかしたら、とても大人っぽいことかもしれない。


    　そんな自分と父をいまだに許せない自分は、矛む盾じゆんしているだろうか。


    　尽きない疑問にもまれるままに、にこは眠りに落ちていった。


    



    　　　　　　　　ⅷ．


    



    　夜は深く、数時間後には訪れるはずの朝が、まだまだ遠いものに思えた。


    　幸い雲一つなく、欠けた月の明かりが神社の境けい内だいを照らして、足下に不安はない。


    「こんな時間にどうしました？」


    　唐突に声が聞こえた。少々驚きはしたがそれを悟られないよう、ブレグヴァドはゆっくりと相手に顔を向ける。相手が誰かはもうわかっていた。


    「月見さ。眠れなくてね。君は？」


    　安あん国こく神社と城じよう家を隔てる垣根の向こうに、よく知る穏和な顔が見えた。


    「ブレグヴァドさんもですか。僕も寝付きが悪くて。ついでにちょっと盆栽の具合を見ておこうと思いましてね。いやあ、しかし近頃は夜が長い。夜更かしにはうってつけの季節です」


    　案の定、安あん国こく神社の隣人・城じよう優まさるが、鉢を手に取って微ほほ笑えんでいた。


    「ここで月見をご一緒しませんか。今こ宵よいは少々欠けてはいますが、それがまた風流だ」


    　優は、自分が腰掛けた縁側を示してにっこりと笑った。


    　欠けているのは、月か？　それともお互いのなにかか？　そう反問したい思いをブレグヴァドはこらえた。


    　彼からはどこかしら自分に似た匂いを感じる。しかし、それは同胞意識にはほど遠い。


    「遠慮する。君も本心じゃないだろう？」


    「わかりましたか？　まあ本音を言えば、一緒に月見をするなら男性よりは女性が好ましいですねえ」


    「相応ふさわしい女性が現れることを祈っておくよ」


    「それは助かります。こう、職にも就つかない穀ごく潰つぶしでは、もはや神頼みしかありませんからねえ」


    「……別に神に祈るつもりはないがね」


    「それでは、なにに？」


    　すかさず質問を返してくる相手に、いささか立ち話が過ぎたかとブレグヴァドは皮肉に唇を歪ゆがませた。


    「秘密だ。恋愛成じよう就じゆのコツはそうそう人には漏らせない。巡り巡ってライバルが増えかねないだろう？」


    「それもそうですねえ」


    　はっはっは、と優は、眼め鏡がねの奥の目を細めて大笑した。しかし、『観察されている』という感覚がブレグヴァドにはあった。


    「では失礼。君も風か邪ぜを引く前に部屋に戻るといい」


    「そうしましょう。一人の月見が少し空むなしく思えたところです」


    　そう聞いてブレグヴァドは苦笑いした。確かに、月を見るというより、月に見られているようだ。黙って城優に背を向ける。


    　月を見上げた。そのとき心に去来したのは、きっと優と同じものだろう。


    （城優、それは──）


    　月から視線を落として、振り返った。もう優の姿は庭にはなかった。そこにはいない彼に向けて、ブレグヴァドは続けて思う。


    （──それは、罪悪感というやつだろう？）


    



    　　　　　　　　ⅸ．


    



    　目の前には、いつか来た海の情景が広がっていた。


    　記憶をぼんやりと手た繰ぐり寄せる。


    　これは、六歳の誕生日を控えた夏の盛りの、暑いあの日だ。


    　にこがそう思い当たるのにさほど時間はかからなかった。いや、これは夢だという自覚があったから、時間の長短の感覚は大きく狂っているかもしれない。


    　あの日と同じ日差し。人ひと気けの少ない波打ち際。


    　古道具店を生業なりわいとし、商品の仕入れのために休日も家を空けることの多かった父が、久しぶりに外へとにこを連れ出してくれたのだ。


    　にこは、海が大好きだった。


    　理由は、初めて父に海水浴に連れてきてもらったとき、ほんの少しの母の手ほどきで短い距離だが泳げるようになったから。それを口数の控えめな父が褒ほめてくれたからだ。


    　思えば、父は不器用な人だった。子どもとふざけたり、甘えさせたりといった、『父親』らしい振る舞いが上う手まくない人だった。


    　幼いにこ自身も、父との付き合い方、距離の取り方を測りかねていたふしがあった。


    （おとうさんにきらわれているのかな）


    　そう感じたことも何度となくあった。


    　だけど、泳ぎを覚えたとき、


    　──すごいぞ、にこ。


    　とそう言って、頭を控えめに撫なでてくれた。


    　考えてみるに、自分が字を書けるようになったときや自転車に乗れるようになったとき、いつもなにかの『初めて』のときに側そばにいたのは母だった。そしてそれを真っ先に褒ほめてくれるのも母だった。仕事漬けであまり子どもと触れ合うことが出来なかった父は、少なからず引け目を覚えていたのかもしれない。


    　そんな父が、にこが初めて泳ぎを覚えた瞬間に居合わせた。


    　父自身がカナヅチだということもあったのだろう、すんなり賞賛の言葉が彼の口から出たのだった。


    　もっとも『今となってはそう思う』というだけで、当時は理屈などわからず、父との間の薄い皮膜がなくなったような開放感がただ嬉うれしかったのだった。


    　それをきっかけに、にこは父に懐なつくようになった。そんな頃にあの事件は起こった。


    



    　──まったくもー、なんだかあなたをにこに取られたみたい！


    　母が嫉しつ妬とするほどに、父への『好き』のメーターの針が一気に大きくふれた。


    　だから、海は、にこにとって特別な場所だ。


    「おとうさん、みてみて」


    　その日も、覚え立ての平泳ぎを披ひ露ろうした。息継ぎだって器用にこなしてみせる。五歳にしては長足の進歩だ。


    　父のおなかほどの深さ、にこの肩ほどの深さの今いる場所から、少し離れた遠浅まで泳ごうと、進路を変えた。


    　まだ、あそこまで泳げたことはないけれど、お父さんも見てくれている今日なら、これまでの記録を伸ばせそうな気がする。


    　──にこ、そっちは……！


    　父の狼ろう狽ばいした声がかすかに聞こえた。


    　もうにこの足が届かない深さ、たぶん大人でも頭が出るか出ないかの深さの場所まで、にこは泳ぎを進めていた。


    　このとき、それまで凪ないでいた海が、気まぐれのように大きな波を作った。


    　にこの身体からだが仰向けに返され、さらにその上に波が覆い被かぶさる。


    　きつい潮水が気管に入りパニックに陥ったにこは、ただもがくだけで浮かぶこともままならなかった。


    　そんな自分の身体をなにかが海面まで持ち上げた。


    　力強い腕だった。


    　そこで意識がぷつんと途切れた。


    



    　次に気がついたとき、にこは砂浜に寝そべっていた。


    　そう見当がついたのは、背中に砂の感触があったからだ。


    　咳せき込んで、生ぬるい水を吐く。


    　熱を持った喉のどを苦しく思いながらゆっくり目を開ける。滲にじんだ視界が次第に、はっきりとした像を結んでいく。


    　──良かった。


    　遠くにそんな声が聞こえた。遠くだと感じたのはまだ意識がはっきりしないせいで、実はすぐそばなのかもしれない。


    　視界と同じように、周りの声が徐々に明確になってくる。


    　──大丈夫、にこ!?


    　耳に飛び込んできたのは、母の声だ。


    　母の顔はすぐそばにあった。深呼吸した。息が出来るということに素直な喜びを感じる。


    　母が自分を抱きしめた。湿った身体についた砂がじゃりじゃりしたが、ぬくもりの心地よさのほうが勝った。


    （おとうさん、は……？）


    　その問いかけは言葉にはならず、辺りを見やる動きになった。


    　父は──にこの隣に力なく横たわっていた。真っ青な顔……目にはタオルが掛けられている。


    「……おとうさん！」


    　それはひどく不吉な光景のように思えた。


    　そこにいるのにもういないような恐怖を呼び起こす姿の父に向かって、もう一度強く呼ばわった。


    「おとうさん……!!」


    　──なんだい、にこ？


    　あっさりと父は答えた。


    　タオルをのけて、こちらに力なく笑ってみせる。


    「あ……」


    　──ごめんごめん、びっくりしちゃったね、にこ。


    　自分を抱ほう擁ようから解放した母が言った。目め尻じりの涙を拭ぬぐいながら彼女も微ほほ笑えんでいた。


    　──この人ったらバカなんだから、泳げもしないのににこを助けに行って……にこは助けることが出来たんだけど、自分が溺おぼれてるの。


    　──バカってことはないだろう……せめて勇敢とかなんとか。


    　──せいぜいがとこ、蛮ばん勇ゆうですっ。


    　父と母との普段のやりとりが展開されていた。
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    　──……それでね、ライフセーバーの人にお父さんは助けてもらって、にこより先に意識を取り戻したんだけど……にこが目を覚ますまでほんとにもうこっぱずかしいくらい狼狽うろたえてて……。


    　──そりゃ、いちこだって同じだったじゃないか。


    　周りに集まった海水浴客やライフセーバー、救急隊員の人たちが、口々に『良かった』と言ってくれた。


    　なにが起きたのか、ようやく自分の中でも飲み込めてくる。


    　わんわんと泣き出してしまいそうだったが、人がたくさん自分に注目していることに気け圧おされてしまっていた。


    　おとうさんが、自分は泳げもしないのに、溺おぼれたわたしを助けてくれた。


    　年齢以上に大人びていたにこには、それがどれだけ無謀なことか多少なりとも窺うかがい知れた。


    　泳げる自分でさえ波に飲み込まれて、あれだけパニックに陥ったのだ。


    　──にこがね、目を覚ましたときに、安心したのかこの人ったら貧血を起こして……それで横になってたの。かっこわるいでしょ。


    　にこに気を遣って、母のいちこはちょっとふざけた調子で言った。


    　貧血……よくはわからないけど、きっと大変なことなのだろう。ただ、かっこわるいとは思わなかった。


    　──にこ、いたいところはない？


    　父がそう言った。


    「ない……おとうさんは……？」


    　──どこもなんともないよ。ほら。


    　起き上がって、ガッツポーズをしてくれた。父にしては珍しいおどけぶりだった。


    　──全然似合ってません。


    　母の言葉には忌き憚たんがない。


    　不意に、涙がこみ上げてきた。


    　波に飲み込まれた瞬間の衝撃、大変なことをしたんだという実感、それになんと呼べばよいのかわからない感情、いくつもがない交ぜになって押し寄せてきた。


    　人々の視線ももはや涙を抑えることは出来ず、にこは嗚お咽えつをあげて泣き出した。


    　──大丈夫、大丈夫、にこ、大丈夫だからね。


    　母が再び自分を抱きしめる。それでも泣き声は止まらなかった。


    　今なら、あのとき名も知れなかった感情の正体がわかる気がする。


    　きっと、わたしはあのとき悲しかったのだ。後悔していたのだ。


    　父を喪うしなってしまった、そう感じた自分と同じ思いを、父と母に味わわせてしまったことを激しく悔いていたのだと思う。


    　水の中で手を差しのべてくれた父の勇気や優しさを、無為にしそうになったことに、ごめんなさいと本当は言いたかったのだと思う。


    　ついにその言葉は言えずじまいだったのだけれど。


    



    　夢のチャンネルが切り替わる。


    



    　にこは大きな手に抱かれていた。


    　砂浜で、少し冷たい風を頰ほおに感じながら、にこは父の膝ひざに座っていた。


    　行きつ戻りつするさざ波の音が、子守歌のように、心地よく耳に届いた。


    　──お父さんはね。


    「うん」


    　──とても寂しい子を見つけてしまったんだ。


    「とても寂しい子？」


    　──そう。とても寂しい。その子は、自分自身の心のままに生きることが出来ない。


    「どうして？」


    　──どうしてだろう。僕らの知らない理ことわりが働いているのかもしれない。


    「ことわり……」


    　難しい言葉に、にこの理解が追いつかなかった。逆らいきれないなにか、となんとなく想像するのがせいぜいだった。


    　──僕はその子を助けたい、と思っている。


    「どうすれば、助けてあげられるの？」


    　──それは……。


    　父は言葉を選んでいるようだった。にこを抱く手に優しい力が込められる。


    　──それはもしかしたら、にこたちを悲しませることになるかもしれない。


    「そんなの……そんなのやだよ」


    　──……ごめん。ただ、家族がいるにこたちなら、きっとそれも乗り越えることが出来ると思う。その子には、家族もなく仲間もいない。信じ合える相手が誰一人いないんだ。


    「お父さんは、その子の方がにこよりも大事なの？」


    　──違うよ。にこ。どちらかが、ってことじゃないんだ。ただ、僕にしか出来ないことがあって、それを避けることは僕にはとても耐え難いことなんだ。


    「お父さんの言ってること、難しくてわかんないよ……」


    　──……ごめんよ、にこ。


    　父は立ち上がった。


    　にこは、父の動作にも言葉にも反発して、その場を動こうとしなかった。


    　父がぐずるにこの脇わきを抱えて、腰を上げさせる。


    　お尻しりについた砂をぱんぱんと払ってくれる仕草は優しいが、にこの機嫌は直らない。


    　──もう、時間がないみたいだ。


    　そういう父の目はにこの背後に向けられていた。


    　つられて振り向いたにこの前には──。


    



    　そこで、目が覚めた。


    　枕元の目覚まし時計を手に取って引き寄せた。六時ちょうど。目覚ましがなる直前で目が覚めたようだ。アラームをオフにしておく。


    　カーテンの隙間から漏もれ出いでた朝日が、部屋をうっすらと照らしていた。


    　夢の残ざん滓しか、かすかな海の香りを感じた。


    　とても懐かしいが、辛つらい夢を見た。


    　いつも見たくないと思いながらも、脳が記憶の欠落を埋めようとしているのだろうか、ごくまれに見るあのときの夢だ。


    　それが真実かどうかはわからない。ただ、父がいなくなる直前のこととして夢の中では時間が繋つながっている。


    　父はあのとき、なにを見ていたのだろう。そして、なにを伝えようとしたのだろう。


    　枕元にある眼め鏡がねを掛けた。


    　夢から現実にスイッチしたように視界がクリアになる。


    　隣では、あいんがまだすうすうとのんきな寝息を立てている。


    　着ているパジャマは、沙さ梨りのお下がり。スウェットの上下と金髪碧へき眼がんという取り合わせは妙にアンバランスな魅力がある。


    　寝ているだけならこんなに無害なんだけど……にこは嘆たん息そくした。


    



    　朝焼けの中、ジャージの上下で境けい内だいの掃除をする。時節柄、落葉がすごくて、箒ほうきでどれだけ掃はいてもきりがない。しかし、放っておいては風に舞ってご近所の軒先を汚してしまう。せめて神社内に収まる程度までは頑張ろうと決めている。


    「おはようございます、にこさん」


    　果てしない作業にいそしむ背中に、声がかけられた。


    　お隣さんの城じよう優まさるだ。


    「あ……お、おはようございます」


    　少々ぎこちない挨あい拶さつになってしまった。


    　いまだ城優と相対したときにはちょっとした緊張感を覚える。


    　小さな頃には彼にべったり懐なついて、『優お兄ちゃんのお嫁さんになる』などと周囲に喧けん伝でんしていたものだが、今ではひどく照れ臭い記憶だ。


    　それに、彼は父の親友でもあったため、父の失しつ踪そう後は一方的に関係を疎遠にしていたせいもある。再び挨あい拶さつ以上の会話が出来るようになったのはつい最近のことだ。


    「精が出ますね。僕の家のほうまでは掃いてくれなくとも良いですよ」


    「いえ、そういうわけには……」


    　彼の眼め鏡がねの奥には、優しい瞳ひとみが覗のぞいている。


    　眼メ鏡ガネ者モノには、眼鏡を掛けると目つきがきつくなる者と穏和になる者の二種類があるが、優まさるは確実に後者だ。


    　自分は前者のきらいがあるなあ、と思っているため、ちょっぴりだけども妬ねたましい。


    「近頃そちらは、賑にぎやかで良いですね」


    「え……あ、はい」


    　一瞬、優がなにを指しているのかわからなかったが、すぐに気がついた。


    　真ま界かいの闖ちん入にゆう者しやたちのことだろう。


    「賑やかというか、そのー……毎日やかましくって申し訳ありません、ほんとにもうあいつらってば……」


    　日々、あいんがセクハラすれば叱しつ責せきし、クラウゼがイヤミを言えば反論し、真まさ行ゆきがバカを言えば窘たしなめる。最後は真界人に関係ないが、ともかく『賑やか』程度ですんでいるとは到底思えない。


    「いえいえ、楽しそうでこそあれ、うるさいなどと思ったことはないですよ」


    「は、そう言っていただければ、まことになんというかその、かたじけない次第で……」


    「……にこさん」


    「はいっ？」


    「僕には、そんな無理して敬語を使う必要はないですよ？」


    「あ、はい……えっとそのすみません……」


    　緊張のあまり妙な言葉遣いをしたことを今さらながらに自覚して、顔が真っ赤になった。『かたじけない』っていったいどこの素す浪ろう人にんだ。


    「……にこさんは、どんどんお母さんに似てきますね」


    「えっ……？」


    　そう言われたのはもしかしたら初めてかもしれない。お母さんは確か相当な天然だったように思うが、自分も周りからそう見られているのだろうか。地に足がついた現実主義者という自負に、ピシピシとヒビが入る。


    「昔、中学生だったころの彼女とよく似ていますよ」


    「中学生のころの母、ですか？」


    　かつて城じよう優は、にこと同じく、青せい陵りよう学園の中等部に在籍し、その頃から父と母と三人の間で親交があったという。


    　自分もいずれは母のような性格に……？


    　……まっっっったくと言っていいほど想像がつかなかった。


    「わたしと母って……似てますかね」


    　にこの実に不思議そうな物言いがおかしかったのか、城じよう優まさるはくすくすと笑って見せた。


    「よく似ていますよ」


    「そうですか……うーん」


    　さすがに中学生の頃の母のことなど知るよしもなく、そう言われてしまえば反論するのは不可能だ。


    （ちょっとお母さん、あなたとわたしって似てるかねぇ？　わたしはぜんっぜん似てないと思うんだけど）


    　心の中で母に問い合わせる。


    （（…………））


    　黙して語らず。


    　母め、こんなときだけ、なんにも答えやしねえときたもんだ。


    　それとも答えるまでもないということだろうか。その場合、どちらの意味なのか。


    「お母さんに似ているのは、いやですか？」


    「いやっていうんじゃないですけど、なんていうか……」


    　母娘だから、似ていても当然というのは理解しているのだが。


    　自分を通して母の方を見られてしまうと、なんだか、自分というものが単なる彼と母との想い出再生装置になってしまったみたいで居心地が悪いのだった。


    　しかしそれをそのまま口に出してしまうとあまりに僻ひがみっぽいので、


    「わたし、母のことって、優さんよりも知らないんだなあって」


    　そう表現を抑えておいた。


    　よく考えてみれば、わたしが母と過ごした時間より長く、彼は母を見ていたのだ。


    　この先自分が埋めようもない差がそこにあるように思えてちょっと寂しい。


    「そんなことはありませんよ。家族の繋つながりはなにより強いものですし」


    　にこの気持ちを察してか、優はそんなことを言った。


    「あの……」


    「なんです？」


    「……あの、母ってどういう人でした？」


    　自分の印象ではなく、客観的に見て母がどんな人間だったのか、が気になった。


    　ただ、父ってどういう人でしたか、とまでは聞けなかった。


    「お母さんですか……そうですねえ、にこさんと同じ青せい陵りよう学園の中等部の頃にこういうことがありましたよ」


    



    



    「生徒会長に立候補しました、栗くり下したいちこです」


    　体育館の壇上でそう切り出したのは中学二年にはとても見えない、幼い少女だった。


    　端正な顔立ちだが身長は一四〇センチそこそこ、平坦な胸とお尻しり、長く伸ばした髪の毛はまっすぐおろされており、小さな女児を象かたどった日本人形を思わせた。


    　初等部の女子が迷い込んだのでは、と多くの生徒が訝いぶかしんだほどだ。しかも、彼女は生徒会長に立候補するという。


    　ぷっ。


    　誰ともなく吹き出して、それは瞬またたく間まに体育館中に蔓まん延えんし、大きなどよめきとなった。


    「えー、みなさん、静かに、しーずーかーにー！」


    　司会の選挙管理委員の男子がマイクに向かって叫ぶ。しかし笑い声はまだ止やまない。


    　収拾がつかなくなる前に他の候補者の演説を先行しようか、などと教師たちが話し合い始めたときに、それは起こった。


    「だまれーっっっ[image: ]」


    　一いつ喝かつ。


    　その声は体育館の床、壁、天井と言わず跳ね返り、誰もの耳をつんざいた。


    　水を打ったように静まる生徒たち。いや、教師たちも同様に呆あつ気けにとられていた。


    　喝を飛ばしたのが誰あろう、見た目は子ども、頭脳は生徒会長候補の栗下いちこだったからだ。


    「わ、私はっ、そのように見た目や思い込みで人を判断したりすることがないっ、そういう公平な視線を大事にしても誰にもバカにされないっ、そんな青せい陵りよう学園にしていきたいと思っていますっ」


    　ところどころ嗚お咽えつで声を詰まらせながら、その身に受けてきたであろう数あま多たの偏見に立脚した短くも見事な主張が、青陵学園中等部全生徒に浸透した。


    「い、以上、ですっ」


    　ついさっきまでの騒がしさが噓うそのような静けさが、体育館中を包んでいた。


    　しばらくはその状態を保っていたみなだったが、やがてまばらに、遠慮がちに、拍手の音が鳴り始めた。


    　それは堰せきを切る勢いで生徒、教師を問わず伝染し、万ばん雷らいの拍手となるまでさほど時間はかからなかった。


    「もう！　絶対、絶対、さっきみたいなことしちゃだめなんだからね、もう！」


    　嬉うれしいのか、怒っているのか、涙目でめっ、と微ほほ笑えんで壇上のいちこはそう続けた。


    



    「へー……」


    　意外だった。


    　いや、意外というのも失礼かもしれないが、あの母が、生徒会長に立候補を。


    「それで、結果は？」


    「他を大きく引き離しての当選でしたよ」


    　そして彼女は『泣き虫生徒会長』とあだ名されたという。


    　立候補のみならず、結果まで出したとは。


    　のんびりとした彼女しか知らないにこには、驚きの連続だった。


    　さっきとは違った意味で、わたしとはちっとも似ていない、と思った。


    　自分には生徒会長に立候補する勇気なんてさらさらない。どこをどう見て、母と似ていると優まさるは言ったのやら。ひょっとしたら買い被かぶられているのじゃなかろうか。


    「もう一つ面白い話がありますよ」


    「面白い話？」


    「そのとき、副生徒会長に当選したのが、あなたのお父さん。舞まい久ひさです」


    「…………父、が」


    　いきなり話が父へと飛び火して、心の準備がなかったにこは口ごもってしまった。


    「夫婦のなれそめ、というやつです」


    　祖父の真まさ行ゆきなどは気を遣って、父の記憶になるべく触れまいとしているのか、そんな話をにこにしたことはなかった。父の友人という間柄だからこそ、の話題かもしれない。


    「二人は名物コンビで、改革というと大げさですがそれまでの学校にない、いろいろなことをやろうと努力してましたね」


    「たとえば、どんなことをしたんですか？」


    　興味の赴おもむくままにこは聞いた。


    「今でもあるのかどうかわかりませんが……それまで特別目玉のなかった青せい陵りよう学園祭で体育館を使った巨大迷路というものを企画して、盛況だったことがありますよ。他校からもずいぶん人が来たような記憶があります」


    「それ……今でもあります。ずっと。毎年の恒例なんです」


    「ああ、そうなんですね。よかった。たぶん二人とも誇りに思っていることでしょう」


    「わたし……今年の迷路制作委員なんです」


    「それは、奇遇だ。もしかすると『カップルで脱出するとその二人は結ばれる』というジンクスもまだ生きてますか？」


    「ええ、ずーっと前からそう言われてるって聞きました」


    「そうですか、それは参ったな」


    　ふふ、と苦笑いが優まさるの顔に浮かんだ。


    「どうしたんですか？」


    「そのジンクスを考えたのは、実は僕なんです」


    「え──っ」


    　この手のジンクスは女子の間で発生するもの、と思いこんでいたにこは素直な驚きの声を上げた。


    「いや、お恥ずかしい」


    　頭を搔かき搔き、優は恥ずかしそうに続ける。


    「二人から巨大迷路の企画を聞いたときに、なにか付加価値があったほうがいいかと思って、僕が口コミで広げていったんです。縁結び迷路ということで」


    「そうだったんですか……優さん、意外とロマンチストなんですね」


    「いやいや……本当のロマンチストは、実際にカップルで脱出してその後結婚した、にこさんのご両親の方ですよ。ジンクスを本物に変えてしまった」


    「……え。今でも『その後結婚したカップルがいる』って話は伝えられてますけど、それって……」


    「たぶん、そうでしょうねえ。いやはや、噓うそから出た真まことというかひょうたんからこまというか。面白いものです」


    　そして、その迷路を、再び娘のわたしが制作する。


    「……因果って巡るものですね」


    　もっとも、生徒会長かつ巨大迷路の発案者だった母には及びもついてない気がするけれど。


    「当時、僕も制作に関わっていたので、迷路の図面がうちにまだ残っていますよ。もしよかったら参考にでも」


    「本当ですか？　じゃあ是非！」


    　そう言ってしまった自分が意外でもあった。


    



    　　　　　　　　ⅹ．


    



    　懐かしい話をしたものだ。


    　城じよう優はにこの掃そう除じをねぎらったあと、自室に戻って思いを馳はせた。


    　古ふる原はら舞まい久ひさと栗くり下したいちこ。


    　にこの両親と出会った中学生時代のこと。


    　自身も生徒会の書記として活動した、あの頃のことを。


    



    　──二十五年前。


    「へっくち！」


    　大きくて可愛かわいらしいくしゃみが、生徒会室に鳴り響いた。


    「……誰か私のこと、噂うわさしてる。たぶん『賢い』とか『可愛い』とか『名会長』とかそういう方向で」


    「そんな言葉が吐けるなら、風邪じゃないことは確かだな」


    　眼め鏡がねを人さし指で押し上げて、長机の対面に座っていた古ふる原はら舞まい久ひさは言った。青せい陵りよう学園中等部三年、副生徒会長という肩書きと前回実力テスト学年首位という輝かしいタイトルを持つ男子だ。


    　城じよう優まさるは苦笑しながら二人に目をやった。


    　すらりと背が高く大人っぽい舞久に比べると、くしゃみの女子生徒は小柄で愛らしく幼さが際だった。


    「生徒会長に向かってバカ呼ばわりは許しませんからねっ、私バカじゃないんだからねっ、バ、バカじゃないもんっ」


    　栗くり下したいちこは手をばたばたさせながら、懸命に主張した。


    「舞久、『バカ』は言い過ぎだよ。せめて『おバカ』とか……」


    「一緒だもん、なおひどいもん！」


    　優は窘たしなめているようで、実は面白がっているだけである。舞久はあっと声を上げた


    「『バカ』で思い出したけど、この間三人で行った映画のチケット代、まだ俺、もらってないぞ？」


    「はて、なんのことかしら……あら、青空がとてもきれい……」


    　いちこのすっとぼけ方があまりにあからさまだった。手で庇ひさしを作って窓の外など眺めるふりをしている。


    「ああ……確か、栗下が前売り券忘れてきたんだっけ」


    　優が応じる。


    「そう、しかも派手に遅刻した挙句にな」


    　舞久はそのときを思い返してか嘆たん息そくした。


    



    『ごめんなさい』


    『遅いわ！　もう映画始まるぞ！』


    『でもまだあと五分あるから。結果オーライということで。な？』


    『……ごめんなさい』


    『いいよいいよ、さ、入ろう』


    『あの……ごめんなさい……』


    『もういいって優も言ってんだろ、行こうぜ』


    『いえ、このごめんなさいは遅刻のごめんなさいじゃなくて……あの……今気がついたんだけど……』


    『ん？　どうしたの栗くり下した』


    『とっとと来い、置いてくぞ！』


    『あのわたし……前売り券、忘れちゃった……てへ★』


    『……フガー!!』


    



    　……と、舞まい久ひさが怒ど髪はつ天てんをついたのが先週日曜日のことだ。


    「あんとき、結局俺がチケット代を立て替えただろーが！」


    「年を取ると、物忘れが激しくなってねえ……オホホ」


    「栗下、栗下、同い年同い年、僕ら同い年だから」


    「ねえねえ城じよう、今手持ちがないから、あれはおごりってことにしといてって、あとで古ふる原はらにそれとなく取りなしてもらえないかしら」


    「丸聞こえだ、ばかたれ！」


    　三人ともに生徒会役員、さらには家も遠くないとあり、休日をともに過ごすことは珍しくない。そして、さりげなく舞久と優まさるがいちこにおごらされることも珍しくないのだった。


    　舞久からため息が漏れる。コイツが生徒会長に選ばれたのはなにかの間違いじゃなかろうか、という気持ちがはっきりと見て取れた。


    「明日の学園祭にむけての打ち合わせ、忘れないでくれよ会長。それまでにコレに目を通しておくことも」


    　そう言って舞久が手渡したプリントには、委員への説明用に学園祭の業務段取りが細かに時系列で並べられていた。まめな性格の彼が事前に作成したものだ。


    「わあ。ありがとう、古原」


    「どういたしまして」


    　いちこはにぱーと笑っていた。


    　放課後の生徒会室には、いちこと舞久と優の三人の姿のみ。申し合わせて集まったわけではなく、いちこはここに密ひそかに蓄えてある漫画を読みに、舞久はプリントの仕上げに、優は──いちこと舞久がここにいるんじゃないかと期待し、たまたま鉢合わせしただけだった。


    「短い時間でよくここまでまとめましたね、古原。よくやったわ」


    　机の向かいに座る舞久の頭を、精一杯背伸びして撫なでてくる。


    　ネガティブな感情は引きずらず喜びの余よ韻いんは長く、それがこの会長の美点だった。


    「……城が手伝ってくれたから」


    「僕は、ほんとに手伝っただけだよ。ほとんど古原がやったんだ」


    　優がそう言うと、照れ臭いのか舞久は仏頂面をしている。


    「それはともかく、今年の学園祭、生徒会主催でなにをやるのか、会長の考えはまとまったのか？」


    「それについては、前にも言ったはずですよ？」


    「体育館を使った巨大迷路、だったっけ？　大がかりなわりに、生徒会がわざわざ先頭にたってやるべきことなのか、ちょっと俺は同意しかねるけど。もっと生徒会なら生徒会らしくアカデミックなことをやったら？　たとえば例年通り学校の歴史の展示とか」


    「巨大迷路をやるにあたってなにか具体的な問題があるというわけではないでしょう？　わたし、生徒会だからといって四角四面な活動は好きくないですよ。自由な校風、というのがわたしのモットーですからね」


    　えへん、と胸を張るいちこ。


    　ちょうどこの頃、各地の娯楽施設で巨大迷路が流行していた。


    　青せい陵りよう学園独自の学園祭企画、というものがこれまでになかったために、いちこが前々から提案していたのだ。


    「流行はやりだからって飛びつくのは感心しないな」


    　いかにもカタブツといった舞まい久ひさの台詞せりふにいちこはむっとした。


    「その分、来場してくれる人には喜んでもらえると思うけど」


    「学園祭はあくまで学校行事。あまり慣例から逸脱した催もよおしは感心しないな。ただでさえお祭りってことで生徒たちが浮わつくだろうに、生徒会がそれを煽あおる必要はないんじゃないかと俺は思うけどね」


    　舞久は、じっといちこを見据えて言った。


    「で、でも……」


    「それに各地の巨大迷路って、いわゆるデートスポットってことで繁はん盛じようしてるんだろ？　そんな生徒の不純異性交遊を助長するようなイベント……」


    「うちの学校のみんなはちゃんと良識あるもん！」


    　ぶんぶん両手を振り回して、いちこは相手の論調に対抗した。


    　しかし、引き出せたのは舞久のため息と新たな反論だけだった。


    「『あるもん』と言われても困るよ。我々の仕事はなにかわかってるの？」


    「生徒たちを信頼し、よりよい方向に導くこと！」


    「違うよ。不安定な年頃の生徒たちを疑いながら、軌道を修正していくことだろ」


    「それは古ふる原はらの主観で、いちこのじゃないもん！」


    　二人は、自分たちの立場と主張の違いを改めて認識した。


    　生徒会長と副生徒会長がこのように好対照であるため、馴なれ合う余地なく健全で活発な意見の交換が行われるだろう。というのが選挙時に二人に投票した生徒大勢の意見だった。


    「むむむ……」


    「がるる！」


    　舞まい久ひさはドーベルマンのような[image: ]そう軀くに一歩も引かない意志をみなぎらせ、いちこはコッカースパニエルのような気性の強さと愛あい嬌きようでもって相対した。


    「えーと、二人とも、ちょっと落ち着こう。な？」


    　優まさるが火花を散らす二人の間に立った。


    「ふんっ」


    「ぷんっ」


    　二人は顔を背そむけて、それぞれに『またやっちゃった（やってしまった）……』といった顔をしていた。


    『健全で活発な意見の交換』と言えば聞こえはいいが、最後にはいつも子どもっぽいところの押しつけあいになるのを恥じているのだろう。


    　そして、素直にお互いそう言えないところも。


    



    　優が舞久といちこにそれぞれ電話で相談を受けたのは、その日の夜だ。


    　まず最初は舞久だった。


    　──頭が痛いよ、俺は。


    　電話口の彼は開口一番そう言った。


    　栗くり下したいちことやり合った後の舞久は、たいていこうだ。


    「どうしてあいつはああなんだろうな、もう、まったく……！」


    「いや、古ふる原はらはそう言うけど……」


    　普段は冷静な舞久だったが、いちことだけは感情的に衝突することが多かった。性格が合わないだけならまだしも、なまじ幼おさな馴な染じみだったのがいけないのかもしれない。


    　以前舞久自身から聞いたことだが、どうやら彼は幼稚園時代はいじめられっ子で、その頃たびたびいちこに助けてもらっていたという。今となっては考えられない図式だ。そんないちこは小学校に進級した直後に親の仕事の都合で転校し、２年前に再び青せい陵りよう学園の学区内に戻ってきたそうだ。


    　舞久いわく『忘れたい過去がブーメランみたいに帰ってきた』とか。


    「だいたい僕に電話してくるくらいなら、栗下に言いたいこと言って、栗下の言いたいことも言わせてやればいいのに」


    　我ながら一般論というか、気の利かない答えだった。優にとっては舞久もいちこも友人だ、バランスを取ろうとすると、ついこうなってしまう。二人の本当の気持ちはわかっているつもりなんだけど。


    「そうは言っても……」


    　受話器の向こうの舞久が口ごもる。


    「栗くり下しただって、話したそうにしていたのに」


    　たぶん、舞まい久ひさも気づいていたはずだ。


    　彼はいちことの口論の後、物言いたげないちこを放って、さっさと家路についてしまった。


    　後からいちこが追いかけたようなのだが、気づかないふりをしてどんどん引き離していったのだ。


    「だいたい、そんなに反対するような企画でもないと思うんだけどな、巨大迷路は」


    「……それでも、なんとなくあいつの意見にはすんなり賛成出来ない」


    　さぞかしふくれっ面つらになってるだろうと想像させる声音だった。


    「子どもか、おまえは」


    　優まさるは呆あきれていた。あれだけもっともらしいことを言って反対してたというのに。学年首位の成績を誇るヤツの意見とはとても思えない。


    「あの企画、今度の生徒会で多数決取ることになるかと思うけど、たぶん反対はおまえだけだと僕は思うぞ？」


    「……わかってる、そんなことは」


    　実際、以前に生徒会会議でいちこが迷路を提案したとき、他の生徒会役員たちには好評だったのだ。それ以外にめぼしい案も出なかったので事実上もはや決定したも同然だった。


    「だいたいだ、あんな大がかりなもの作ったとして、もし客が入らなかったらどうする？　責任者はどうなるんだ？」


    　要するに、企画が不振に終わった場合、責任者に多少なりとも批判が寄せられる。責任者とはこの場合、生徒会長で発案者の──。


    「……それは、栗下のことを心配してるってことかな」


    「バっ……バカなことを、そうじゃなくて生徒会全体の評価が下がることが俺は嫌だっていうんだ、俺の内申点にも響くじゃないか！」


    　狼狽うろたえているさまが、目に見えるようだ。


    　素直じゃないというか、逆にこれは素直というべきか。


    　その後、言い訳めいたことを幾度も繰り返す舞久だったが、優ははいはいそうだねわかってるわかってる、と受け流すだけにしておいた。


    



    　いちこから電話があったのは、舞久の言い分をようやく聞き終えて受話器を置いた直後だった。


    　狙ねらったようなタイミングに驚きながら、用件を聞く優に、


    「どうしてあなたたちってあんなに無駄に足速いの、帰宅部のくせにっ」


    　開口一番いちこはそう言った。


    　もちろんこれは、追いすがる彼女を振り切ってさっさと帰ってしまったことを責めているのだ。見る間に自分を引き離し小さくなっていく舞まい久ひさと優まさるの背中を、いちこはたいそう恨めしく眺めたという。


    「せっかく、気まずい雰囲気を和なごやかにしようと、幼おさな馴な染じみのよしみで帰り道を一緒しようと思ったのに！」


    　急いで追いかけたものの、学校を出て間もなくの国道手前で引き離されてしまい、『変わらずの信号』として名高い横断歩道で足止めを食らってしまった。陸橋を使うという方法もあるにはあったが、駆け足に近いスピードでそこまで追ってきたいちこには、冬の八甲田山を踏破するくらいの難事業に感じられた、と愚ぐ痴ちった。


    「もう！　許さないんだからね、もう！」


    「ごめんごめん、でも舞久にもたぶん悪気があったわけじゃ……」


    「悪気以外に、なにがあったのかわたしにはわからなかったんですけどもっ。ほんとにあの子はいったいいつの間にあんなに意地悪に育ったんでしょうか！　小さい頃は私のあとを『いっちゃん、いっちゃん』って泣きながらついてきたのに、身長ばっかりすくすくすくすく伸びて！　もう、少しわたしにくださいな！　もう！」


    　論点が微妙にずれてきていた。苦笑する。


    「まあ、その、ほら、舞久は男女が一緒に帰ることさえ不純異性交遊だと考えてるふしがあるから……」


    「……それって、いつの時代の考え方？　あの子はまだ文明開化を迎えてないんじゃないかしら」


    　さすがにそんなパラレルワールドの住人ではないと思うけど、気持ちはちょっとわかる。優はそう思った。


    「あの子はわたしを嫌ってるのかな……古ふる原はらの友達として、どう思う？」


    「……それは……」


    「わたし、そんな嫌われるようなことしてないと思うんだけど……もしかしたら生理的にだめ、みたいなそんな感じ……？」


    「そんなことは……」


    　なんて答えたらいいんだろう。自分が感じたままに告げていいものだろうか。いや、それはきっと舞久に悪い。


    　……『舞久に悪い』？　本当に自分はそう思っているのか？


    「城じようは古原と仲良いよね。どういうきっかけで仲良くなったの？」


    　答えに窮きゆうしたことを察してか、いちこは話題を変えた。


    「僕は……クラスで座席が隣同士になったときに、確か、あいつの方から声をかけてきたのがきっかけだったと思う」


    「まあ。あの人付き合いの悪そうな子が珍しい……」


    　もっとも、教科書を忘れたから見せてくれ、とその程度のものだった。そして優まさるが教科書に書き入れてあった落書きを見て、


    　──この『２ｎｄ　ＶＩＳＩＯＮ』ってジャズロックの？


    　と、思わぬところに舞まい久ひさが食いついてきて、音楽の趣味が一致するのをお互い知ったというのがきっかけだ。


    「ふうん……そのバンドってどういうの？」


    「うん、あのね──」


    　趣味の分野となると饒じよう舌ぜつになる。


    　ましてや、いちこに対してなら──。


    　優はしばし受話器を握ったまま至福の時を過ごすこととなった。
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    「どうしました、坊ちゃま。楽しそうに物置など漁あさって」


    「ん？　楽しそうに見えるかい？」


    　そう言って優は四畳ほどの物置からのっそりと出てきた。黒い作さ務む衣えがあちこち埃ほこりにまみれている。


    「鼻歌など漏らして、それはもう楽しそうでしたとも。なにかお捜しでしたら、私もお手伝いいたしましょうか？」


    　執事の灰はい野の敬けい一いちが、やおらスーツの上着を脱ぎかける。


    「いや、平気だよ。今ちょうど見つかったところだ」


    　手に取ったノートをとんとんと指先で叩たたいた。色あせたそれの表紙には「青せい陵りよう学園生徒会」と表紙に印が押されている。


    「ほう？　またこれはずいぶんと古いものを持ち出して参りましたな」


    「かれこれ、四半世紀前のものだからね。そりゃ僕も年を食うわけだ」


    　四半世紀か……もうそんなになるのか。優は手にしたノートに目を移した。


    　ぱらぱらとめくる。若い頃の自分の字があちこちに見られて、ひどくこそばゆい思いを味わわせてくれる。


    　にこに貸すと約束した巨大迷路の作成図だ。かつての優や、にこの両親が企画した学園祭の目玉。


    「年を取ったという自覚があるなら安心いたしました。ついでに、そろそろ身を固めることなどにも気が回るようでしたら私も安心できるのですが……」


    　どうやら灰野はお説教モードに入ったようだ。


    「その話はまた今度改めて聞くよ、じゃちょっと部屋に戻るから」


    「坊ちゃま……」


    　はあ、と露骨にがっかりしてみせる灰はい野のを後に、優まさるは自室へと避難した。


    　灰野はことあるごとに優に縁談を勧めてくる。当然、それらすべてを断り続けて今がある。


    　灰野さん、悪いけど僕にはまだ──やらなきゃいけないことがあるんだ。


    　優は言葉に出さずに独りごちた。
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    　安あん国こく神社の離れで、ブレグヴァドは一人、留守番を仰おおせつかっていた。


    　もちろん命じたのはクラウゼ。彼女はアンソニーとともに買い物にお出かけ中だ。


    　なんでも神さまの秋物衣類を見み繕つくろってくるとのこと。クラウゼの神さまへの溺でき愛あいっぷりときたら、止とどまるところを知らない。


    （問題を起こさなければ良いのだが）


    　そう思うが、なにしろあのクラウゼだ、たとえば値切ったり、または値切ったり、あるいは値切ったりなど、きっとすることだろう。洋服屋に軽く同情する。


    　離れの広さは十畳ほどで、雑然とものが置かれている。


    （ここに……彼女は封印されていたというのか）


    　ブレグヴァドが『彼女』と出会ったのは、まだ真ま界かいにいた頃だ。


    　偽ぎ界かいも真界も、社会の構造自体はそう変わらない。


    　ただ、科学が発達する代わりに魔法と呼ばれる大気中の五番目の元素を応用したエネルギーが発達し、世界の根幹を支えている。


    　──そして真界では『神』というものが、概念としてではなく実在のものとして認識されている。


    　この偽界のように、『神』が目にも見えず形もなしていないものなら、自分はこんな思いをしなかったのかもしれない。


    　ブレグヴァドは、彼女の姿を思い浮かべた。


    　真界のアングルモア教団のシンボルとして戴いただかれている彼女。


    　教団は、真界にあっては異端の存在だ。


    　多くの人は、『神さま』が存在することを知りながらも、神殿におわす『神さま』を不ふ可か侵しんのものとして、信仰するのみとしていた。


    　しかし、教団はそれだけでなく『神さま』と取引をなしその力を利用することを目的としている。


    　表向きは真界を拡大するための偽界浸食とされてはいるが、実態は違う。


    　無数にある偽界はすべて真界より派生したもの、並行して存在する世界。真界の外に存在するその偽ぎ界かいを供く物もつとして捧ささげ、神さまの力を借りることが目的だ。


    　すなわち、ある偽界を滅ぼすことによって、それに代わる偽界を教団に属する人間たちが望む世界として創造する。


    　神さまには、己の意志というものはなかった。


    　創造の力を司つかさどる『世界の蕾つぼみ』と呼ばれる指輪を、かつて教団が神さまから奪い、それによって神さまを操る術すべを手に入れたからだ。


    　神さまはその世界の蕾を手にしたものを伴はん侶りよとして結ばれる宿命にある。失われた創造の力を取り戻そうとする本能に根ざした行動だ。


    　ブレグヴァドもかつては神の力でもって、己が過去に失ってしまったものを取り戻したいと願っていた。


    　しかし、今となっては違う。


    　たとえ教団の教えに背そむくことになっても、神さまが神さま自身の力と意志を手に入れ不完全な状態を脱して欲しいと望んでいる。


    　以前、自分と同じようなことを考えた人間がいた。この偽界で世界の蕾に選ばれたある人間だ。


    　彼が神さまを変えた。


    　不完全ながらも神さまは己の意志を行使し、自ら望んだ形として自らを封印した。


    　そして、その長い眠りから神さまは目覚めた。世界の蕾に選ばれた伴侶が女であったにもかかわらず、前回と同じく神も女の姿だった。


    　クラウゼは狼ろう狽ばいしていたようだが、ブレグヴァドは密かな喜びを覚えていた。


    　これまでのように世界の蕾にその性すら操られるのではなく、神さまの意志が顕けん現げんした上での女の姿だという確信があった。


    （なにかが変わろうとしているんだ、きっと）


    　自分がなしえなかったことを彼はなしえたというのだろうか。


    　本当なら、この手でなんとかしたかった。彼女の力になりたかった。しかしどうすれば良いのかわからなかったのだ。


    　ただ、今なら、わずかながらでも手助けすることが出来るかもしれない。それをあの男が身をもって示してくれた。


    （……おまえの選択は有意義なものだった。感謝している）


    　わずかな嫉しつ妬との念が湧わいたが感謝の思いで打ち消した。長く神さまのそばにいて手をこまぬいていたのは自分なのだから、嫉妬などただ見苦しいだけだ。


    　これから自分は、クラウゼたちを裏切ることになるだろう。


    　クラウゼもアンソニーも、それぞれが望んだ世界を創造するために神さまを信仰してきた。


    　いや、信仰というよりも束縛だ。神さまから力を奪う機会を得た教団が、ずっと世界の破壊と創造を教団が望む方向だけに縛り付けてきた。


    　神さまが教団に力を奪われるに至ったのは、彼女に隙すきが生まれたからだ。恋した相手を喪うしなうという事態に見舞われたせいだ。その相手は教団が教団として真っ当に神さまを信仰するだけの集団だった頃の長おさだった。


    　そしておそらく『大事な相手を喪う』という、己の過去とそっくり同じことを眼前にした神さまは、自らを封印するに至った。


    （……俺には、長の代わりなど到底無理だったが、彼女──にこには、それが可能なのかもしれない）


    　道ならぬ想いはとうの昔に胸の奥の大事な場所へとしまった。


    　今はよりよい神さまの未来を望む。


    　そう言えば、城じよう優まさる──自分と同じ匂いを持つあの男も気になる。


    　諦てい念ねんとそれに伴う強い決意。それが、彼からは感じられた。


    （どうもあの男は、いけすかないが……それもそのはずだ）


    　苦笑しながら頭を搔かく。


    （同族嫌悪か）


    　ブレグヴァドは小さく息を吐いて、もう一度苦笑した。
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    「きりーつ、れい」


    　がたがた、と椅い子すを引く音。


    「さよ────なら！」


    　クラス全体の声が多少のずれをもって重なった。


    　二年四組は今日も安泰、無事終業を迎えた。


    「はー、やれやれ終わった終わった。にこ、帰ろーぜ」


    　詩しい奈ながかったるそうに伸びをしてみせ、にこの肩を叩たたいた。


    「ごめん、わたし、今日はあれだわ、迷路の制作委員会」


    「我とにこ、愛憎渦巻く人生という名の迷路に、今旅立つ」


    　あらぬ方向を指さして、あいんは悲壮な決意をそのシリアスな表情に表わした。


    「愛も憎も渦巻くか。そこには単純労働のみぞあると知れ」


    　対してにこは愛想のひとつも匂わさず、シンプルに事実を告げた。


    「にこ我に冷たい。そしてドＳ」


    　あいんは戯ざれ言ごとはともかくとしても、


    「うん、ドＳだね」


    「にこちゃん、ドＳ……」


    　続けざまに呟つぶやくのは、確か親友だったはずの詩奈とそにあ。


    「ド、ド、ド、ド、ドＳちゃうわっ」


    　友人たちの裏切りを激しく責め立てるにこの肩をぽんと誰かが叩いた。


    「相変わらず仲いいな。ていうか、レズ？」


    「にゃにおう!?」


    　突然、聞き捨てならない単語を投げかけられ、にこは身構えた。


    「だって、いっつも一緒にいんじゃん？」


    　クラスメイトの山やま本もとだった。


    　友人二人と通りすがりざまに茶々を入れてきたらしい。山本と同じ男子サッカー部と思われる連れの二人は『ごめん、悪い！』とジェスチャーで訴えていたが、にこの憤ふん慨がいはそれくらいでは治まらない。


    「友達と一緒にいるだけでそういう扱いされるなら、授業、休憩、部活で日がな一日男子と一緒のあんたは、どれだけ新宿二丁目が好きなんだか」


    　やれやれ、と大げさに嘆いてみせる。


    「ばっ、俺はゲイじゃねーよ！」


    「彼女でも出来たら信じてあげるけど？」


    　当然、入学以来山やま本もとに交際相手がいないことを知っての上での言葉だった。


    　運動部花形のサッカー部で活躍する他のレギュラー陣には、漏れなくガールフレンドがいることも把握ずみだ。


    「うっ、うるせー、おまえに言われる筋合いねーよ、眼め鏡がねぶす！」


    「なっ、仮にわたしが眼鏡ぶすでなんかあんたに迷惑かかんの!?」


    「目に悪いんだよ、バーカ！」


    「バカなあんたより成績だいぶいいわよ、毎回クラスの平均点下げてるあんたよりはね！」


    「おっ、俺にはサッカーがあるからいいんだよ！」


    「サッカーに聞いたらあんたのこと嫌いだって言ってたけど？」


    「言ってねーし、どうやって聞いたんだよ!?」


    　子どもみたいなやり取りに、サッカー部員たちも、すっかり呆あきれていた。


    「まあ、なんつーか不毛だよねー」


    「ねえ……にこちゃんも山本君も……」


    　詩しい奈なとそにあにしてみれば、毎度のことで馴なれたものだ。


    「だいたい『ぶす』ってなんだよあ？　結構可愛かわいいだろ、栗くり下したは」


    「うん、最近なんかいいよな？」


    　サッカー部員たちは、口々にそう囁ささやきあった。幸い、にこの耳には届かなかったようだ。色恋沙ざ汰たから身を遠ざけて学校生活をひっそり送ることが目的のにこには、なによりショックがでかいだろう意見だった。


    「だいたいおまえはなあ……！」


    「これ山本」


    　さらに言いつのる山本とにこの間に、あいんが割って入った。


    「なっ、なんだよ……」


    　気勢を削そがれて、一歩ほど後ずさる。


    「にこ虐いじめると、我、怒る」


    「い、虐めてねーよ……俺は、その、ただ……くそっ!!　もう行こうぜ、おまえら!!」


    　部員たちに促うながすと、自分はさっさと廊下を歩いていく。


    「自分から絡からんでったのに勝手だな、おい」


    「まあまあ、山本の男心を察してやろうぜ」


    　怒ることもなく、むしろ楽しそうにサッカー部員たちは山本の後に従った。


    「あいつ、本当にあいんには弱いわねえ……ま、助かったわ」


    　にこはやれやれ、と首を振った。山本に以前助けてもらったことは感謝しているが、今のような掛け合いは疲労することこの上なかった。少しはマシになったものの、男子に対してはまだ苦手意識がある。


    「礼には及ばない。身体からだで以外は」


    「じゃ、絶対お礼なんてするものか。厚意は家賃代わりに受け取っとくわ」


    「……ちぇっ」


    　あいんの悔しそうな舌打ちを見て、にこはへへんと笑った。


    「山やま本もとってば、あいんちゃん見て顔真っ赤。ウブだぜ」


    　じゅるり、と舌なめずりをする詩しい奈ながちょっと怖い。


    　山本があいんに対して、動揺を隠すことが出来ない理由は、よく知っている。


    　あいんが転校生として初めて登校したその日。まだ偽ぎ界かいに馴なれないとはいえ、クラスメイトといわず藤ふじ枝えだ教諭といわず、つまみ食いとばかりにキスをしまくったことがある。


    　山本もむろん例に漏れないどころか、一番ショックを受けたふうでもあったのだ。


    　それ以来、彼はあいんを前にすると傍はた目めにそれとわかるほど動どう悸きを激しくさせ、顔を紅あかくするのだった。


    　……哀れ、山本。あいんに懸け想そうすれども、この娘は神さま。たぶん叶わぬ恋になるよ？　とはいえ、自分の立場の方がよっぽど哀れではなかろうか。にこはふと疑問に思った。


    



    　午後三時十五分。下校のチャイムが校内に流れ始めていた。


    　先日、藤枝教諭に言われた通り、にこは迷路制作委員会が集まる生徒会室へ向かっていた。にこのクラス、中等部二年四組は西棟、生徒会室は東棟にある。


    「あいん、委員会中は清く、正しく、大人しく、品行方正にしてなさいよ？」


    「わかった。我、清く、正しく、大人しく、品行方正にすることを誓う」


    「それでよし。なにか質問は？」


    「はい、にこ。淫いん行こうは品行方正に入りますか？」


    　無邪気な顔のくせに、邪気以外になにも感じられない質問だった。


    「入らないし、『バナナはおやつに入りますか？』みたいなライトなノリが、ことさら気にくわない」


    　両手でげんこつを作り、あいんのこめかみを挟んでぐりぐりとお仕置きをした。


    「痛い、痛い、にこの愛が、痛い」


    「あいにく、愛を苦痛で表現するような特殊な機能は、わたくし搭載されておりません。団だん鬼おに六ろく先生にでも頼みなさい」


    　言っておきますけど、読んだことはないですからね？　誰にともなくにこは心の中で言い訳しておく。そうこうするうち、生徒会室の前へと到着した。


    　腕時計を見ると集合時間まで三十分弱はある。


    　多少早いが、遅きに失するよりはまし。にこはドアをノックした。


    「失礼しまーす」


    　ドアを開けるが、案の定、中にはまだ誰の姿もなかった。にこは会議用長机の隅っこの席に腰掛けて、他のメンバーを待つことにする。


    「失礼なことしまーす」


    　あいんは何気なく隣に腰掛けると、にこのブレザーのボタンに手を掛けた。


    「わたしの挨あい拶さつにたった三文字付け足すだけで、見事にいかがわしい台詞セリフに変える手腕は大したものだけど、さあお仕置きの時間だ、このダメ神さま」


    　しかし、さっきのように苦痛ですらも楽しみの一環とされてはたまらない。


    　そこでこれまでは、まだ試したことがないタイプの責め苦を与えることとした。


    　こちょこちょこちょこちょ。


    　擬音にするならば右のような、言葉にするならば左のような。


    「うりうりうりうりうり」


    　脇わきの下、脇腹等をくすぐるこの行為、さして効くはずもないだろうという予想に反して、あいんは身体からだをよじって避けようと躍起になっていた。


    「わ、我、こそばゆい、こそば、こそ、こそばう、あうー！」


    　常にない反応ににこは、ますます手をゆるめることなくお仕置きを続行した。


    「やめ、にこ、我、それ以上やると怒……きゃう！」


    　意外。あいんは他た愛わいないくすぐりにこれまで見せたことのない表情で逃げまどっていた。


    「はっはーん……あいんの弱点見つけたり」


    　にやり、と珍しくサディスティックな笑いでにこの顔が彩られた。


    　世界を滅ぼすほどの（実際一か月前に一度この偽ぎ界かいを消滅（？）せしめた。再構成させはしたものの）力を持つ神さまともあろうものが、こんな児じ戯ぎに弱いだなんて。今日という日まで防戦一方だったにこには、天恵に等しく思えた。


    「ふっふっふ。ここはどうかな？　それそれここは？」


    　悪代官ヅラで、脇下、脇腹、首筋、太ももと次々にくすぐりのバリエーションを開拓すると、あいんはますます悶もん絶ぜつしていく。


    「だっ、だめ、我、我、ふわああん！」


    　こそばゆさに紅潮するあいんの顔を見ていたら、なぜかにこの顔にまで赤みが差してきた。


    （あれ……ちょっとちょっと……）


    　自分の中にふつふつわき起こる感情への戸惑いが、にこの手の勢いを弱めた。


    　ひとしきり、笑い悶もだえたあいんは椅い子すにへたり込んで、上目遣いでにこを見上げていた。


    　いつものように無邪気でもなく、いたずらな笑みでもなく、さりとて作ったような真面目な顔でなく、これまでに見たことがない種類の表情だった。


    「……我、こんな目に遭ったの初めて」


    「う」


    「……我、びっくり」


    「……あ、あのその……」


    「にこの……」


    　そわそわと目線を右に、かと思えば左にやって、にこはあいんを直視するのを避けた。


    「にこの……意地悪」


    　くすっ、とはにかんで、あいんはそう言った。ついつい吸い込まれるようにあいんの目をのぞき込んでしまった。


    　今この瞬間、自分の戸惑いの正体が頭にぴこんと浮かんできた。


    　それは、とうとうこのときが訪れたのかも、の『と』。


    　それは、昨日までは知りもしなかったのに、の『き』。


    　それは、目と目だけでなぜだか伝わるもの、の『め』。


    　それは、きらきらとまばゆい輝きに似てる、の『き』。


    　……いわゆるところの『ときめき』と呼ばれるもの、だった。


    （……まさか、まさか、そんな、ねえ!?）


    　がららら……と遠慮がちな音と共に生徒会室のドアが開いた。


    「きゃあっ!?」


    　図らずもあいんと見つめ合っていたにこが、我に返って悲鳴を上げた。


    「いいところだったのに……我、不本意」


    「ななななにを言うかっ」


    　ドアを開けた迷路制作委員会の生徒が、慌てるにこを不思議そうに見ていた。


    



    「ええと、今日が迷路制作委員会の初顔合わせとなるわけですが──」


    　暫定的に委員長を務めることとなった三年生の女子が、おぼつかない調子で司会を務めていた。


    「初貝合わせか……我わくわくしてきたぞ」


    「断言する。そのわくわくはきっと無駄」


    　相変わらずのあいんの空耳を、にこは小声で窘たしなめた。


    「……迷路の制作にあたって、まず、設計図を作ることになります。その設計の担当ですが、知っての通り毎年、設計は二年生が中心、組み上げは一年生が中心、という感じなんですが、誰かやりたい人います？」


    　司会が促うながすが、委員の反応は薄い。


    「ヤりたいざかりの中学生にそれは愚問と我思う」


    　あいんの空耳を超えた超解釈ににこは頭を抱えた。


    「……ぜんっぜん、意味が違う！」


    「そこの二年生の人？　設計の担当になりたいの？」


    　ツッコミの声に気づいた司会が、にこに向かって言った。


    「いっ、いえ、そのっ……」


    　あいんのバカ！　ほら見ろ当てられちゃったじゃないのっ！　せっかく目立たずに厄やつ介かいな役目から逃のがれようと思ってたのにっ！


    「あの、その……」


    「じゃあなた中心で設計を担当してもらおうかしら」


    　口ごもるばかりのにこをよそに、司会はそんなことを告げた。


    　顔見知りですらない二年生たちをまとめるなんて、自分には到底不向きな役目だ、にこは必死に考えを巡らせる。


    （あっ、そうだ……っ）


    　今朝方の優まさるとの会話を思い出して、はっと顔を上げた。


    「どうしました？」


    「あ、はい……あの、たまたまですね、ご近所にうちの学園祭で初めて巨大迷路を造った生徒会のメンバーだった人がいて……」


    「うむ。惜しい人を亡くした……」


    　神妙な顔つきであいんが窓の外の空を仰あおいだ。


    「いきなり殺すな話が進まんっ！　どうもすみません、このバカチン、ちょっと熱でもあるみたいで……」


    　あいんの頭をぺしぺし叩たたいて恥じ入った。まったくもうバカチン市国の教皇様め！


    　十数名いる委員の人たちはくすくすと可お笑かしそうに笑っている。ああ、冗談のわかる人たちでほんっとうに良かった……。


    「で、その第一回の巨大迷路に使った設計図がまだ残ってるそうなんですが……」


    　へえ、という声が委員たちの口から漏れた。


    「原点回帰という意味で、それを再現してみるというのもいいかな、って……」


    　自分で設計するのが面倒くさいだけ、とは決して言わない。


    「なるほど、それはちょっと面白いかもしれませんね。第一回っていうと、何年前になるのかしら」


    　司会も、興味を持ってくれたようだ。


    「確か……」


    　母が中学二年生の頃なら、二十五年前のことになるだろうか。その通りの数字を告げる。


    「ならちょうどキリもいいし、その設計図を元に第一回の迷路を再現してみましょうか」


    　さすがに『自分の両親が実は迷路の縁結びジンクスの体現者だ』とまでは言えなかった。それはいくらなんでもこっ恥ずかしい。あらぬ期待をされても困る。


    　しかしとりあえずは、一から迷路を設計する苦労が回避できてほっとした。


    「では、えーと二年の……」


    　司会のもの問いたげな様子を察して、にこが名乗る。


    「あ、栗くり下したです」


    「栗下さんね。来週の同じ時間にまた委員会を開くから、そのときに設計図持ってきてもらえるかな？」


    「はい、じゃ持ち主にお願いしてみます」


    「じゃあ、来週の委員会では、その設計図を中心に話を具体的に進めていきたいと思います。よろしくね、栗下さん」


    　あれ、ひょっとしてなし崩しにこれって設計の責任者になったっていうことなのかな？　流れに任せてみたものの、結構なしんどい役に就つかされたのかもしれない。


    　しかし今さら嫌とは言えない雰囲気で、


    「は、はい……」


    　そう答えるしかなかった。


    （はぁ、参ったなぁ……）


    　お母さん、生徒会長だったあなたほどではないけれど、わたしにはコレちょっと荷が重いんじゃないかなあ……。


    （（……そんなことは、ありませんよ））


    　言葉少なに母がそう言った気がした。


    　果たして本当にそうだろうか。いつものようにちゃかしてくれたらいいのにと、ちょっぴり寂しくもあるにこだ。


    「大丈夫、にこ」


    　そう言ったのは、あいんだった。自分に全幅の信頼を寄せる彼女を見ていると、とたんに悩みが小さなものに思えてくるのが不思議だった。
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    「こんばんはー」


    　学校から帰宅するなり、にこは城じよう家を尋ねた。


    　迷路設計関係の資料を求めて、善は急げだ。


    　もちろんあいんも通信販売のおまけばりに、漏れなくついてきていた。


    「はい……おや、にこさんとは珍しい。そちらのお連れは……」


    　玄関先に現れたのは城家の執事、灰はい野のだった。


    「あ、今わたしの家にホームステイしてます、あいんといいます」


    「ほう、この方が……して、どうされました？」


    「あのう……優まさるさん、います？」


    「坊ちゃまですか。今所用で少し出かけておりますが、すぐに戻りますよ。坊ちゃまの部屋でしばらくお待ちくださいな」


    「いいんですか？」


    「よろしいですとも」


    「うむ。なかなか好感のもてる異常夫」


    　あいんの言葉に、正規の意味合いを逸脱している気配を感じ取って、にこはすかさず訂正を加えておく。


    「『偉い丈じよう夫ふ』だ、『偉丈夫』」


    「さ。どうぞこちらへ」


    　あいんのさりげない暴言にも微ほほ笑えんで、灰はい野のは優の部屋へ二人を案内した。


    「ただいま、お茶を用意いたしますので、しばらくお待ちを」


    「あ、いえいえ、お構いなく」


    「そう。お茶請けにケーキなんて、我、いらぬ。絶対いらぬから。絶対だぞ？」


    　さながら落語の『饅まん頭じゆうこわい』か、『押すなよ、絶対押すなよ！』と繰り返すお笑い芸人のようだ。


    「もちろんコイツの図々しいタワゴトは無視してくれて構いませんので」


    　はっはっは、と笑いながら、灰野はドアを閉めて行った。


    「あんたは遠慮というものをもう少し学びなさい」


    　こつんとあいんの頭を小突いた。


    「へい、我が悪うございました。卑いやしい身分ですいやせん、フヒヒ」


    　へこへこと滑こつ稽けいな動きで頭を上げ下げ。


    「だからといって、卑屈になれって意味じゃなく。極端だね、この娘は」


    　優の部屋に入るのは初めてであって初めてではない。


    　優は六年前に、安あん国こく神社の隣家であるここに転居してきた。ちょうど、母が亡くなった頃に時期は重なる。転居前は隣町に自宅を持っていたのに、なぜわざわざこんな近い場所を選んだのか、その理由をにこは知らない。


    　優にとっての新居であるこの邸宅のこの部屋に入るのは初めてだが、かつて隣町にあった自宅の部屋の方になら、両親とともに訪れた記憶がある。その当時とこの部屋の雰囲気に大きな差はないように思えた。


    　十二畳ほどの洋間に、ハードカバーが整然と並んだ大きな書棚、樫かしの木の立派なデスク、ふかふかのソファの下に敷かれた毛足の長いペルシャ絨じゆう毯たん。どれも見覚えのあるものが、見覚えのある配置に収まっている。


    「あいんも立ってないでここ座んな」


    　にこはソファのクッション部分をぽんぽんと叩たたいた。


    「うむ。よいしょ」


    「……誰がわたしの膝ひざに座れと言ったか。」


    「普通『座れ』と言われたら、人は対面座位だと思うだろう！」


    「思うかそんなん！　迂う遠えんすぎるわっ!!」


    　がちゃり。ドアノブを回す音がした。


    「おやおや……仲がよろしいですね」


    　ドアを開けて現れたのは城じよう優まさるだった。


    「いーえ、全然よろしくありませんっ」


    　えいや、とあいんを押しのけた。顔が真っ赤になるのがわかる。


    「にこは照れ屋で、我、困る。英語で言うと照れショップ？」


    「わたしゃテレビの通販番組か！　あんたの行動をあんたの代わりにわたしが恥じてんだっつーのっ」


    「はは、喧けん嘩かするほど仲が良い、とはよく言ったものですね」


    「いーえ決してそういうわけでは！　ほれ、あいんご挨あい拶さつなさい。あんた優さんに会うの初めてでしょ？」


    「…………」


    　押し黙ったまま、あいんは優をじっと見つめていた。


    「あいん？」


    「……我、そなたに会うのは初めて？」


    　怪け訝げんな表情で、あいんが聞いた。


    「さあ、どうでしたか……」


    　城優は微ほほ笑えむばかりだった。


    「何言ってんの、あいん」


    　いつにない当惑の表情を浮かべるあいんに、にこ自身も戸惑った。


    「あんた、わたしの知らないところで優さんに会ったことでもあるの？」


    「……ホームステイしているお客人がいることは真まさ行ゆきさんから聞いてはいましたが、こうして実際にお会いするのは初めてだと思いますよ」


    　優は、あいんの奇妙な反応にも優しく答えて笑って見せた。気分を悪くしたんじゃないか、と不安だったにこも少しほっとして、あいんを窘たしなめる余裕が出来た。


    「ほれ、みなさい」


    「……そうか、我、勘違い」


    　まだ不思議そうに首を捻ひねっていたが、それ以上はあいんも自信がないようだった。


    「いつかどこかですれ違いでもしたかもしれません。あらためまして、城じよう優まさるといいます。よろしく」


    「うむ。我、あいん。気軽に『絶世の美少女』とでも呼ぶといい」


    「……こういうヤツなんで優さん、あまり気にしないでください」


    「いえいえ、絶世の美少女を目の当たりに出来て光栄ですよ。今日いらしたのは、例の迷路の件ですか？」


    「あ、はい、ちょうど今日迷路制作委員会がありまして──あ、このあいんことバカモノも委員なんですけど──二十五年目っていう区切りのいい今回、一回目の巨大迷路を再現したら面白いんじゃないかって話になりまして……」


    「僕も、物置からこれを引っ張り出してきたところです」


    　見れば手にはノートを携たずさえている。その古びた大学ノートの表紙には、『青せい陵りよう学園中等部生徒会』の印があった。


    「よろしければお貸ししますよ。僕の汚い字なんかが載ってて少々恥ずかしいですが……」


    「いえいえ、そんな全然大丈夫ですよ」


    「うむ。心配ない。にこなど毎晩もっと恥ずかしいことをして……」


    　ごいん。


    　あいんの頭から鈍い音がした。言葉でツッコむのももどかしいにこが、思い切りゲンコツを振るった音だ。


    「にこ痛い……」


    「まあまあ、継続は力なりと言いますし毎晩続けていればいつかその道を究めることも……」


    「……なんの道ですか、なんの」


    　わかっているやらいないやら、優のノホホンぶりににこの肩ががっくり落ちる。


    　それとタイミングを同じくして、こんこんとノックの音がした。


    「失礼いたします。お茶をお持ちしました」


    「やあ、ありがとう、灰はい野のさん」


    　優が自然体で灰野に応じた。


    「すみません……って、ああ本当にケーキまで……！　すみませんすみません、コイツが我がまま言ってもうもったいないったら……」


    　にこは頭をぺこぺこと下げながら言った。


    「にこがいらないなら、我、いただく」


    「誰がいらないって言った！　大好物だっつの！」


    「どうぞ、どうぞ。多めに用意してありますゆえに、存分に」


    　灰野は、ちゃかすでもなくにこやかにそう教えた。


    「あ……」


    　思わず口走った意地汚い発言に、にこの顔が真っ赤になった。


    　そんなにこに優しく微ほほ笑えんだ灰はい野のは、テーブルにかぐわしいアールグレイと可愛かわいいサイズのショコラケーキをそれぞれに配膳して、部屋を出て行った。


    「あ、あの、ところで迷路についてなんですけど……」


    　すぐにケーキに手をつけるのもなんだかはしたなく思え、にこはとりあえずの話題を振ってみた。


    「はい、なんでしょう」


    「ウチの両親が迷路の縁結びのジンクスを実践したってことでしたけど、それって本当なんでしょうか……？」


    　実は今もって信じられない。父は自分が知る限り相当なカタブツだったという印象がある。少々のことではロマンチックな雰囲気に陥おちいらないのでは、と思う。


    「ええ、それについては、本当ですよ」


    　頭の中に母を思い浮かべて父のことを問うてみたが、母はなにも答えなかった。


    「確か、迷路のジンクスって『カップルで無事に設定時間内に脱出出来たら、末永く結ばれる』っていうものですよね」


    「そうですね。確か僕たちが作った迷路では、十五分に設定していたと思います」


    「でも、迷路を造った本人たちだったら、脱出出来て当たり前なんじゃ……？」


    「それはですね……」


    　くすくすと城じよう優まさるは笑った。


    「僕が二人を担いだんですよ」


    「優さんが……担いだ？」


    「ええ。迷路の制作指揮自体は僕が取っていたんで、あなたのご両親には僕が実際のものとは異なる設計図を渡していたんですよ」


    「なんでまたそんな回りくどいことを……」


    「なかなか進展しない二人の仲をそばで見ていましたからね、ちょっと背中を押してやろうと思ったんです」


    　いたずらっ子の表情で、優はウィンクした。もう四十路も間近なはずだけど、とたんに子どもっぽく見える。


    「それって？」


    「迷路が完成した学園祭前日に、二人に実際に歩かせてみたんです。二人はもちろん僕が渡したニセの設計図を持っていましたから、途中で行き詰まった」


    　優は懐かしそうに目を細めていた。彼の追憶の中で、両親はいったいどんな表情をしているのだろう。


    「それでも、二人は協力して脱出することが出来ましてね……確かに、さほど迷路としての難易度を高くしてなかったこともあるかもしれませんが。それがきっかけで二人は付き合うようになったんです」


    「へえ……」


    　思わぬところから二人のなれそめに触れたものだ。自分が迷路制作委員会に選ばれなければ、もしかしたらずっと知らずにいたかもしれない。


    「そのノート、見せていただいてもいいですか？」


    「ええ、どうぞ」


    　手渡されたノートを開いてみる。


    　迷路の見取り図があり、几き帳ちよう面めんな字で制作に必要な机の数や、ダンボールの数、その大きさなどが細々と記されている。


    　その他には、メモ書き以上議事録未満のさまざまな書き込みが、精せい緻ちに並んでいる。


    「これお借りしていいんですか？」


    「ええ。そのために捜したものですから」


    「ありがとうございます。でもいいのかな、わたしこんなラクしちゃって……」


    　このノートさえあれば、あとはもう図面通りに組み上げるのみだ。設計担当の二年生はほぼなにもしなくてもすむかもしれない。組み上げ担当の一年生たちよ、頑張れ！　大丈夫、わたしたちは草葉の陰から応援してる（※死んでない）。


    「かまいませんよ。僕としても、懐なつかしい想い出ですから。きっとご両親も喜んでくれるんじゃないでしょうか」


    「……はあ」


    　両親、か。その二人とも既にもういない。


    　優まさるに悪気はないだろうが、少しだけ切ない気分になった。


    「さ、遠慮せずにケーキをどうぞ」


    　なかなか手をつけようとしないにこに、優が促うながしてくれた。


    　あいんは、といえば既に口のまわりにチョコを盛大につけて、口いっぱいケーキを頰ほお張ばっている。


    「……ほんとに、あんたは遠慮を知らないな」


    　呆あきれながら、にこもケーキを口にした。ショコラケーキは甘く、ちょっとビターな味わいだった。


    



    「あ、お姉ちゃん、お帰り、です」


    「あれ、沙さ梨り？　なにやってるの？」


    　帰宅し、さてこれから夕ゆう餉げの準備を、とキッチンに入ったにこだったが、そこでは沙梨が忙せわしげに立ち働いていた。


    「お夕飯作ってる、です」


    「えー、いいんだよ、そんなことしなくても」


    　古ふる原はら家の食事はにこの担当だった。いや、家事全般はにこの担当だった。試験などで忙しいときに掃除や洗い物を手伝ってもらうことはあったが、それもそんなにたびたびというわけじゃなかった。


    「だいたい沙さ梨り、お料理なんて出来たっけ」


    「学校の家庭科でちゃんと習ってる、です」


    　ちょっと頰ほおをふくらませて、心外そうに沙梨が言った。


    　そうか、初等部にも家庭科なんてものがありましたか。でもしかし、それにしても沙梨が、ねえ……。


    「何作ってるの？」


    「うーんと……豚さんの肉じゃがに、チンゲン菜と厚揚げの煮浸しに、茄な子すとミョウガのお味み噌そ汁、です」


    　……驚いた。思いのほか、立派な和食献立だ。


    「なにか手伝おっか？」


    「んーん、大丈夫、です」


    「そう……？　任せちゃっていいのかな」


    「沙梨だって、たまにはいいところ見せたい、です」


    　この娘ってばもう……学校の成績も良いし、気だてもいいし、沙梨のいいところなんてわたしはいつだって見てるし知ってるっての。


    　そう言いたかったが、さすがに面おも映はゆくて、


    「じゃあ、お願いしようかな……」


    　それだけを言うに留とどめた。


    



    　食事と洗い物を終え、部屋に戻ったにこは、一人物思いに耽ふけっていた。学習机について、勉強しようとしたものの、さっぱりはかどらない。


    　ちなみに結論から言うと、沙梨の料理はどれもこれも抜群によくできていた。あいんをはじめとした真ま界かいの連中にも好評を博した。ことによってはあなたが作るより美お味いしいんじゃなくって？　なんてことをクラウゼがのたまうので『じゃあ今度から〝おばさん〟の味覚に合うよう努力してあげる』と悪態をついておいた。頰ほおをひくひくさせて怒りをこらえるクラウゼを見て、いちおう溜りゆう飲いんは下がった。


    （……そういえば、沙梨の一学期の通信簿の家庭科欄には『よくできる』に二重マルがしてあったっけ）


    　沙梨には、両親がいないことをなるべくハンデに思わせないよう、これまで家事は極力にこ自身が担になってきた。その沙さ梨りがこんなにもしっかりしたところを見せてくれるようになっただなんて。


    　感慨深かったが、それと同じだけ寂しい思いもあった。


    　自分なんてこんなふうに、沙梨にも周りにもどんどん追い抜かされて、一人取り残されていくんじゃなかろうか、という恐れにも似た気持ち。


    　自分だけが子どものまま、なのだろうか。そんなことはない、と思おうとするのだけど、なかなか上う手まくいかない。


    （ねえ、おかあさん。わたし大人になんかなりたくないって思ってるのに、沙梨においてかれそうになって寂しいなんて、おかしいよねえ？）


    （（にこの中にその二つの気持ちがあるなら、きっと理由があるはずですよ））


    　至極まっとうな意見だった。しかしその理由とやらがわからないから困っているのであって、答えにはなってない。


    （……じゃあたとえばさ、お母さんは……あの人がいなくなったとき、いったいどんなふうに思ったの？）


    　あえて『父』とは呼ばず『あの人』という言い方をした。


    　わたしと同じように相反する気持ちを、母は味わわなかったのだろうか。


    （（…………））


    　答えは返ってこなかった。それはそうだろう。わたしの中に存在するお母さんは、わたし自身が記憶の上で創り上げたものに過ぎない。わたしがわからないことに彼女が答えられるはずもないのだ。


    （……お母さんとあの人との馴なれ初そめ、優まさるさんから聞いたよ。生徒会長には立候補するわ、巨大迷路は提案するわ、なんだかわたしの知らないことばっかりでびっくりした。わたしとお母さんが似てるって優さんは言ってたけど、全然似てないじゃんね）


    （（にこは、わたしの娘ですもの。似てるに決まってますよ））


    （そうかな……）


    　これもきっと、わたし自身の願望が言わせているに過ぎないのだ。自分はちっとも……ただの決断力や理解力に乏とぼしい子どもでしかない。そして、その場所にしがみつこうとする自分。その場所にしがみつくことで──父のことを認めまいとする自分。


    　矛む盾じゆんのカタマリを抱えながら、わたしは今日という日を終えていく。明日という日はどうだろう。明後日、そのまた次の日は……？


    　考えることが怖くなるまで、その自問を繰り返す。いつの間にか、机の上に突っ伏していた。勉強なんてもうそっちのけだ。なんだか眠い。まだ宵よいの口だし、お風呂にも入っちゃいないが、構わない、少し眠ってしまおう。


    　部屋着のまま、にこはベッドにごろんと横になった。


    （おやすみ、お母さん……）


    （（おやすみなさい、にこ））


    　まぶたの裏に映った母の表情はいつになく優しかった。
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    　あのとき、あれが最良の選択だと信じていた。


    　優まさるは自室のソファに身体からだを埋うずめて、そう思い返していた。


    　今日の夕方、にこに渡したノートがまだ真新しかった頃の話だ。


    （僕が、あんなお節介を焼かなければ、その後の二人と僕の未来は、違うものになってたんだろうか）


    　いちこと舞まい久ひさの仲を取り持ったことを、自分はのちに後悔してしまった。


    　たとえ欺ぎ瞞まんでも、彼と彼女と僕──三人の間の奇妙な均きん衡こうを保っていた方がよかった、と思った。


    　それほど、三人でいることは自分にとって居心地が良かったのだ。


    　しかしそれは、薄氷を踏むような危あやうさの上に成り立った関係だった。他の二人は気づいていなかったろう。自分一人だけがそう感じていたはずだ。


    　優はそれほど巧妙に、自分自身も欺あざむきながら、二人の前では本心を偽っていた。


    　──おそらく、僕は最初から彼女に惹ひかれていた。


    　初めて栗くり下したいちこを見かけた、生徒会役員選挙演説のあのときから。


    　彼女は生徒会長に、舞久は副生徒会長に、そして自分が書記に立候補した。


    　いちこは幼く見える自分を卑ひ下げすることなく、堂々と生徒全員の前で誇りを示して見せた。泣きこそしていたが、あれほど凜りんとした涙は見たことがなかった。


    　三人ともに生徒会役員に就任することとなったのは、果たして幸運だったのだろうか、不幸だったのだろうか。


    　幼稚園時代の幼馴な染じみである舞久といちこの間に自分がとけ込むまで、さほどの時間はかからなかった。


    　舞久とは音楽の趣味が合ったし（プログレッシブロックの類たぐいだ）、なにより舞久の控えめで一本気な性格を優は気に入っていた。いや、憧れてさえいた。


    　いちこに惹かれれば惹かれるほどに、彼女が舞久を慕っていることに気づかされたからだ。また、舞久もいちこを憎からず想っていると知ることになったからだ。


    『喧けん嘩かするほど仲がよい』とは、二人のためにある言葉のように思えた。


    　だから──。


    　巨大迷路のジンクスを流る布ふしたのも、二人を促うながしてその迷路をクリアさせたのも、片思いを断ち切る最良の選択だと考えたのだ。


    　それが、結果として未練を残していては世話がない。


    （……なんて自分勝手なんだろうな）


    　そこまで考えたところで、ドアのノックの音がした。


    「なんだい？」


    　ドアが静かに開く。


    「失礼致します」


    　灰はい野のが一礼した。


    「灰野さん、どうした？」


    　常日頃どっしり構える灰野にしては、珍しい表情だった。訝いぶかしんでいるように優まさるには見えた。


    「お客様がお見えになっています」


    「にこさんかな」


    「いえ……古ふる原はら様の離れを借りてらっしゃいます、ブレグヴァド様です」


    「彼が……？」


    　なるほど、灰野が妙な顔をするのも道理だった。知人友人の類たぐいを招くことも、また尋ねてくるものもいないこの家に、今日は珍しく客が引きも切らない。


    



    「珍しいこともあるものですね」


    　応接室のソファに腰掛けたブレグヴァドに、優はにこやかに言った。


    「不ぶ躾しつけだったかな」


    「いや、構いませんよ。ちょうど一人に飽あいていたところですから。しかし、このあいだ僕の月見の誘いを断ったあなたが、どういう風の吹き回しです？」


    「いろいろと考えなければならないことがあってね。君と接することが俺にとってどういう意味を持つのか、と」


    「ほう。で、意味は見いだせましたか」


    「一つ確信出来たことがある。君と俺が似たもの同士だということだ」


    「……興味深いですね」


    「君も俺も所詮は報われない気持ちを抱えて生きている。違うかな」


    「…………」


    　優は相手の表情を窺うかがう。落ち着いた瞳ひとみが、自分を見ていた。


    「なにか飲みますか？」


    　質問には答えずにそう聞いた。


    「……アルコールでもいいかね？」


    「強めのものしかありませんが……」


    　ちら、と酒さか瓶びんの並ぶ棚に目をやる。酒はスピリタスの類たぐいしか優まさるは口にしない。以前はそうでもなかったのだが、舞まい久ひさが失しつ踪そうしてしばらくしてから──もっと正確を期すならいちこが亡くなってからはずっとだ。


    「その方が、俺も助かる」


    「飲み方は？」


    「ストレートで」


    「僕より先につぶれるのは無しですよ」


    「心配いらない。酔えない体質なんだ」


    「体質……というより、心の持ちようなのでは？」


    　笑いながら優は応じた。そんなところまでまるで自分と同じだ、と。


    「そうかもしれない。酔えないと思いこんでいるだけかもな」


    　優は棚からグラスとボトルを取り出すと、テーブルに置いた。


    「酔えないもの同士、無為な酒を飲み交わすとしますか。どうぞ」


    　それぞれのグラスを透明の液体で満たす。


    「ありがとう」


    「では……なにに乾杯しますか？」


    　手に取ったグラスの水面を揺らしながら、優は言った。


    「お互いの想い人に、というのは酷こくかね」


    「いいでしょう」


    　二人はかつん、とグラスを合わせる。


    　一口煽あおって、息をゆっくり吐いてから、優は口を開いた。


    「……それで、報われないあなたが、報われないこの僕になんのご用ですか？」


    「君は、知っているんだろう」


    「なにをです？」


    「今古ふる原はら家に身を寄せている俺たちが、この世界の人間ではないということを」


    「…………」


    　もう一口、酒を喉に流し込む。


    「ええ、知っています」


    　慌てる様子もなく、優が頷うなずいた。


    「では、古原舞久が消えた理由も承知しているというわけだな」


    　今度はブレグヴァドがグラスを煽あおった。


    「……そうですね。僕がここにいる理由でもありますから」


    「なら、古原舞久が消えた当時、俺たちが神と呼んでいる彼女に会ったことも？」


    「あります」


    　──舞まい久ひさを連れていく彼女を、みすみす見送った。


    　自分はあのとき舞久を無理矢理にでも止めるべきだったのだろうか。


    「今、神さま──彼女はすべての記憶を失っている。それは自分自身にかけた呪いのようなものだ」


    「呪い、ですか」


    「彼女は、１９９９年に古原舞久を伴はん侶りよに選んだあの彼女とは違う」


    「どういう……ことです？」


    「過去、彼女は指輪が選んだ相手を、自動的に伴侶に選ぶだけの存在だった。そうすることで──その世界を滅ぼし、新しい世界を創造した」


    　ブレグヴァドはまた、喉を湿らせる。少々、酒のピッチが上がってきたようだ。


    「……俺たちの教団は過去を修正したいと願う人間たちが集まり、神の力で新世界を創造しその望みを実現することを目的としている。クラウゼもアンソニーも過去に大事な人を喪い、違う未来を手に入れようとしている悲しい人たちだ。俺自身も最初はそうだった」


    　優まさるが知る以上のことを、どうやらブレグヴァドは語るつもりらしかった。人知を超えるなにかが舞久の失踪に関与している、という程度がこれまでの優の認識のすべてだった。優にとっては、失踪原因そのものよりも、舞久を止められたかもしれない、という事実の方がより大きな意味を持っていた。それ以外のことに思いを巡らせることは、無為に近いと感じていた。


    　しかし、目の前の男が語る内容は、優にとっての『舞久を止められなかった』という過去にあたるものに思えた。そして、そう考えたとき、舞久が消えてから──いちこが亡くなってから初めて、他人に積極的に関わろうとする自分を心のどこかに感じた。


    「あなたはどうして考えを変えたんです？」


    「……利用されるだけの彼女を見ていることに耐えられなくなったんだ。俺は彼女こそが自分のために新たな世界を創造すべきではないかと思った」


    　思ったことを、その通りに実行できずにいたのは、己の欺ぎ瞞まんによるものだ。


    　ブレグヴァドがそう言いたいことが、優には不思議とよくわかった。


    



    「坊ちゃま、お風か邪ぜを召しますよ」


    　灰はい野のの声で目を開ける。


    　ブレグヴァドが帰った後、ソファに身体からだを沈めたまま少し眠ってしまったようだ。珍しく少し酔ってしまったのかもしれない。


    　灰野ときたらもう夜も深いというのに、スーツも凜り々りしく銀髪もきっちりオールバックに撫なでつけていた。


    「ああ、すまないねえ、寝てても構わないのに」


    　ニコニコと笑みを浮かべて、優まさるは言った。和装と丸眼め鏡がねも相あい俟まって、ただでさえ飄ひよう々ひようとした印象が一段と強くなる。


    「当主より先に休むなど、坊ちゃまが許してもこの灰はい野のの矜きよう持じが許しません」


    「昼ひる行あん灯どんのことなど放っておけばいいのに、老体が軋きしみを上げているよ」


    「昼行灯だからこそ、捨て置けないのです。私の身を案じるのでしたら早く身でも固めて安心させていただきたいものですな」


    「痛いところを突くねえ」


    「近所の口さがないものなど、それどころではありませんぞ？　坊ちゃまのことを、やれ『ロリ』だの『ヲタ』だの『プー』だのと……恥ずかしながら、私、反論出来ずに歯がみしておる次第です」


    「『ロリ』とはまた失礼な。守備範囲が下にも上にも広いだけ、とはっきり言ってやってくれ。あと、既婚未婚も問わず、と添えて」


    「余計、事情が悪くなります。だいたい、働き盛りのいい年の男が日がな一日家にいて、親しく話をするといえば、隣の古ふる原はら家の皆様のみ……これではロリと誹そしられたところで、詮方なきこと」


    「『真まさ行ゆきさん狙ねらい』と言われないだけマシだと考えれば、少しは……」


    「少しも心は安らぎませんな」


    　灰野は深く息をつき、主であり、今は亡き親友の愛息でもある優に対して、これからもこれまで以上にしっかと面倒を見ねばならぬ、と決意を新たにした様子だ。


    （しかしまあ、少女嗜し好こうだと言われるのは心外だ）


    　優は口には出さず、独りごちた。


    （……これはただの贖しよく罪ざいなのだから）


    　顔には笑みを浮かべたままだったが、それは自じ嘲ちようを多分に含んでいた。
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    「しかし、にこのお父さんとお母さんがねえ……」


    　感じ入った口調で詩しい奈なが呟つぶやいた。


    「……うん、まあ」


    　迷路と両親の関わりを詩奈やそにあに説明したにこの顔には、やや照れが見られた。


    　放課後、迷路制作委員会があるというにこに、二人はわざわざ付き合ってくれていた。暇ひまを持て余してか友達思いなのか、たぶんその両方だと思うが、ありがたいことだ。


    「ろまんちっくー」


    　うっとりと目を閉じ、そにあが言った。


    「ロマンチックかなあ」


    　はっきりしないにこの背中を詩しい奈なが叩たたいた。


    「ロマンチックでしょうよ、最終的に結婚までしてんだから」


    　最終的に、というならば、父はどこかへと去って行ったわけだが、にこは言わずにおいた。そもそも詩奈もそにあも父のことは知らない。表向きには父とは死別したことになっている。もしかしたら、噂うわさ程度に真相を聞き及んだ人もいるかもしれないが。


    「えー、結婚は人生の墓場などと申しまして……」


    　にこは本当のことを伝える代わりに粛しゆく々しゆくと述べ始める。まるで結婚式のスピーチで、ひと笑い取ろうとして失敗する親しん戚せきのおっちゃんのようだ。


    「もう少し夢を見させてよう、にこちゃん……」


    「中二であんた、そこまで悲観したもんでもないだろー」


    　そにあはともかく詩奈までもが結婚に肯定的だったとは驚いた。言いよる男をちぎっては投げちぎっては投げを繰り返す彼女は、てっきりがっちがちの現実主義者だとばかり思っていたからだ。


    「詩奈にそう言われるとは意外だわ」


    「だってほれ、両親が結婚してなけりゃ、あたしという最高傑作はこの世に生まれなかったわけだし」
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    「さいこうけっさく？」


    　あいんがはて？　と疑問符を頭上に浮かべて聞いた。


    「そう、両親共作の芸術品。いわば、生まれながらのナチュラルアート」


    　 鼻高々に詩しい奈なは答えた。


    「どっちかっていうと、アウトサイダーアートのような気がせんでも……いたっ、いたた、いたいっ」


    　茶々を入れるにこの脇わき腹ばらを、詩奈がていていと指で突っついた。


    「ほらほら、もう委員会始まってるみたいだよ？」


    　そにあの言うとおり、バカ話をしながらたどり着いた生徒会室からは、暫ざん定てい司会から正式に委員長に昇格した三年女子の声が漏れ聞こえてきた。


    「……遅れてすみませーん」


    　そっとドアを開ける。


    「遅いよ、栗くり下したさん。迷路の設計図は持ってきてくれた？」


    　委員長が軽い口ぶりでにこに声をかけてきた。


    「はい、すみません、えっと設計図はここに……」


    　委員の数だけコピーした紙束を差し出す。


    「その二人は？」


    「あ、手が足りないようなら迷路の制作を手伝ってくれるというので連れてきたんですが……」


    「ふうん……」


    「………だめですか？」


    「ま、いいでしょう。余よ剰じよう人員がいるに超したことはないし」


    　委員長はあっさりと了承した。


    「じゃ、これみなさんに」


    　委員みんなの手に渡るように、優まさるから預かったノートのコピーを回した。その設計内容の詳細さには、去年も迷路制作委員だったという委員長も感心したようだった。


    「へえ……」


    「よくできてるであろう」


    　えへん、と胸を張るのは、なぜかあいん。


    「あんたが威張ってどうする」


    　にこはあいんを肘ひじで小こ突づいた。


    「それはともかく、確かによくできてると思う」


    　委員長がそう控えめに賛辞を添えると、


    「これなら、設計部分の期間は大幅にカットできるし、あとは、材料調達と組み上げになるわけだよね」


    　別の男子委員も喜々として続けた。


    「二年の労力が減る分、その他の作業を二年生に手伝ってもらうことも出来るかな？」


    「そうなると、結構短期で出来るかもしれないですね」


    　めいめいの意見が出そろうと、具体的な作業分担の話し合いが三年生たちの間で始まった。


    「……あー、やっぱ、二年生がなにもしなくていいってことにはならないか」


    　左うちわであとは陰から組み上げを応援するつもりだったにこは思わず本音を漏もらす。そうそう上う手まくことは運ばないようだ。


    「そりゃそうっしょ。ま、大丈夫大丈夫、わたしたちも手伝ってあげるからさ」


    「うん、ぱ──っと一いつ気き呵か成せいに終わらせたらみんなラクでいいものね」


    　詩しい奈なもそにあもにこを力づけてくれた。そこまで考えて、委員会に同行してくれたのだろうか。親友のありがたみが身に染みる思いだった。


    「お礼は、あかしやのスペシャル焼きでいいから」


    　にんまりと含み笑いで、詩奈は付け加えた。


    『あかしや』というのは、青せい陵りよう学園最寄りで絶賛営業中の明石＆たこ焼き専門店だ。兵庫県明石市出身の通称おいちゃん（まだ二十代のはずだが、妙に貫禄があるためそう呼ばれている）が提供する美味、割安、大盛りな品の数々に、どれだけのはらぺこ青陵学園生が救われたかしれない。


    　その中でもねぎだく、だし汁＆ポン酢だれ付きの『スペシャル焼き』は、明石焼き（本場明石ではたまご焼きとも呼ばれる）とたこ焼きの両方が味わえるあかしやの至宝とまでいわれていた。あかしやでは一番高いメニューのため、特別なことでもない限り、にこたちが注文することはなかった。


    「……はいはい。あんたら二人が無む償しよう奉ほう仕しなんてあり得ないってこと、忘れておりましたよ、ええ、わたしゃあ」


    　憎々しげにそういうにこだが、それくらいですむならまあいいか、とも思っていた。なんせ、二年生たちを組み上げに巻き込んでしまった手前、労働力を自前である程度まかなわなければという責任は感じている。


    「というわけで、えっとすみません、みなさん……組み上げは出来るだけわたしたち三人でなんとかしますので……」


    　二年生委員たちが固まっているところへ、おずおずとにこは陳謝を伝えた。


    「いいよ、いいよ。頭脳労働より、肉体労働の方がこっちも気が楽だしさ」


    　あまり話したことのない二年生の女子委員がそう言ってくれたのが嬉うれしかった。


    「それに今年は、二年生委員は男の方が多いしな。労働力のほうが向いてるっしょ」


    　男子の幾人かもそう賛同してきた。


    「あ、う、うん……」


    　なんだろう、少し以前までは苦手だった男子にそう言われて、それを拒むこともせず喜びを覚えている自分が不思議に思えた。


    「そして、にこは戸惑っていた。からだの奥の奇妙な興奮……それが火ほ照てりとなって、じんじんとしびれてくることに……『アア、わたし……どうしちゃったのカシラ……』」


    　振り返ると、あいんが油性マジックをマイク代わりにぶつぶつと呟つぶやいていた。


    「妙なナレーションを入れるなっ」


    　にこは、あいんの頭を小気味よくはたいておいた。


    「はいはい、仲がおよろしいことで」


    「なななな仲良くないっつの！」


    　詩しい奈なの冷やかしに思わず狼狽うろたえてしまい、語気が荒くなった。


    「我、にことなかよし。にこ、照れずともよい」


    　さらにあいんが追い打ちをかけるものだから、にこにとってはたまらない。


    「ええい、うるさい！」


    　はい、照れてます。自覚してます。日常的にあいんとちゅーなんてこともやらかしていることがついつい思い出されて、照れました。ええ、そうですとも。半ばヤケ気味に心の中でそう独白した。


    「お父さんとお母さんが始めたことを、何十年も後になってにこちゃん自身も手がけることになるなんて、なんだか運命ね」


    　そにあがうっかり呟いた。にこが、その口を押さえようとしたときには、もう手遅れだった。


    「それって、どういう？」


    　さっそく、他の委員が食いついてきた。


    　失言に気づいたそにあは、ごめんと手を合わせながらも、助けを求めるような視線をにこに送ってきた。不本意だったが、こうなっては隠しおおせるはずもない。いさぎよく迷路爆誕秘話を打ち明けるほかなかった。


    「えーと……迷路を一番最初に作ったのが、当時の青せい陵りよう学園中等部で生徒会役員だったわたしの両親だったみたいで……」


    「で、迷路を作ったあとに、にこを作ったというわけである」


    　余計な情報を、あいんがぼそりと付け足した。


    「違っちゃいないが、そんなことは言わんでいい！」


    　あいんの言葉に感心したように頷うなずきあう他の生徒たちに『あんたらノリ良すぎ！』とにこは二重で突っ込む羽目となった。


    「じゃ、この設計図も栗くり下したさんちにあったもの？」


    　委員たちの興味は尽きないようで、またも質問が飛んでくる。


    「いえ、これはうちのお隣さんが、両親と同級生で生徒会役員でもあった人で、その人から借りてきたもので」


    「迷路を造った人たちが結婚したっていうなら、カップルでクリアしたら末永く幸せってジンクスもまんざらでたらめじゃないんだねー」


    　女子委員の一人が嬉うれしそうにそう言うと、にこはうつむいて火ほ照てった顔を隠した。


    「まあ、その、なんていうか……」


    　このむずがゆさったらない。自分もなにかそういう未来を期待されているようで、こっ恥ずかしくなる。そもそもわたしが誰とくっつくの？　という話だ。


    　などと伏し目がちになっていると、ちょん、ちょんと肩を突つく者がいる。


    「……？」


    　振り向けば、ニコニコとあいんが満面に笑みを浮かべていた。


    「……ふっふっふ」


    　勝ち誇ったようにそう笑う。


    　心を見透かされた思いで、かーっと顔が紅あかくなった。


    『エスパーかあんたは！』と言いたいところだが、『とんでもねえ、あたしゃ、神さまだよ』と某ドリフの誰かさん（※ドリフのバンド時代にはキーボードを担当していた『あいーん』のあの人）みたいなレスポンスが返ってくるだけだろうと思うと気も萎なえた。


    「そういう事情があるなら、せっかくだから、栗くり下したさんに制作総指揮をお願いするっていうのはどうかなあ」


    　男子の一人がとんでもないことを言いだした。


    「へ？」


    　うっかり呆ほうけた声が出てしまう。


    「かっこいいじゃん、『制作総指揮・栗下にこ』」


    　詩しい奈なはのんきにそう言うが、にこにしてみれば『あわよくばラクしちゃお』という邪よこしまな思いからの設計図提供だったのだ。よりによって責任者のおはちが回ってくるなんて、考えてもいないことだった。


    「いいいいいです、いいです、そんなガラじゃありませんから！」


    「いやいや、初代の迷路制作者の娘さん以上にこの役に適任な人いないって」


    「そうねー、栗下さんなら安心できそう」


    　女子委員もそう言って頷うなずき合っていた。


    「ううっ……」


    　これまで感じたことのない人望が重く背中にのしかかった。地味・ヘンドリクスとまで呼ばれたスーパー地味イストのこのわたしにまたなぜそんな重責を……。


    「にこちゃん、やってみたらどうかなあ……わたしたちも手伝うし」


    　そにあまでもがにこにそう勧めてきた。


    「でも……」


    「やっちゃえ、やっちゃえ、栗くり下したさん～」


    　渋るにこに、いつやってきたのか、藤ふじ枝えだ教諭までが委員の後ろから囃はやし立てていた。


    「先生までそんな……って、先生、いたんですか!?」


    「だって私、委員会顧問だもの～」


    　藤枝教諭は当たり前と言いたげな顔で胸を張った。


    「そういうわりには、えっらい遅刻してきましたよね……」


    　ちくり、と委員長が釘を刺す。


    「……はい、今来たところです～」


    　しおしおのぱー。反省の色も濃く藤枝教諭は頭を下げた。


    「でも、こういうのはやっといて損はないわよ～。かくいうわたしも昔、中学・高校と生徒会長務めてて、その経験が今にしっかり生きてます～」


    　先生には申し訳ないが、凄すごく激しく著いちじるしく、説得力に欠けているように思えた。


    「で、でも、わたしなんかがやっても他の人たちに迷惑だと思うし……」


    　必死に固辞につとめるが、


    「そんなことないよ、栗下さんなら真面目だし」


    「クラス委員もやってるんでしょ？　責任感もありそうだし」


    　……周りはどうやら聞く耳を持ってはくれないようだ。


    「それに床上手だし」


    「そうそう……ええっ!?」


    　最後の耳より情報に、一同が騒然となった。


    　誰の発言かは考えるまでもなかった。


    「ぼそっと根拠レスな暴言を付け加えるな！」


    　にこは急いで否定して、ガセの流出元であるあいんの頰ほおを強くつねった。


    　あんたにそこまで確認できる行為は働いちゃいねー！　ちゅーだけだ、ちゅーだけ！


    　いや、改めて言葉にしてみるとそれだけでも十分おかしいっていうのはわかっちゃいるんだけれども！


    「周りの人もサポートしてくれるって言ってるんだし、やってみてはどうかしら～…………ひょっとしたら内申点へのプラスも期待出来るかもよ～？」


    　断固拒否の構えのにこだったが、藤枝教諭の台詞せりふを耳にしたとたん、思わぬ言葉が口をついて出ていた。


    「や　り　ま　し　ょ　う」


    　ふんっ、と鼻息荒く、腕まくりまでしてみせる。


    「速いな、決断！」


    「ふっ、詩しい奈な……わたしはやるときはやる女よ」


    　あいんが来てからというものこっち、学力の低下が著しいのだ。先日の実力テストなど実に前回から学年順位を五十以上も下げる結果となってしまった。進路を確定した訳ではないが、いざというときのため、内申点へのプラスと聞いては捨て置けないのである。浅ましいことと笑わば笑え。


    「やってやろうじゃないですか。その代わり先生、今の言葉、噓うそだったらわたし泣きますからね。先生の名前で出会い系サイトに『当方長期の男日照りにつき、容姿年齢問わずオス募集』って書き込みますからね」


    「微妙に事実に即してるそんな書き込みはやめて～！」


    「なら、約束ですよ？」


    「……ぜ、善処するわよ～」


    　──かくして成り行き的に『巨大迷路制作総指揮者・栗くり下したにこ』が誕生した。


    （……内申点はいいけど、なんかめんどっちいこと引き受けちゃったかな……）


    　正直そうも思った。しかし、こうした役職に就つくことは初めてで、新鮮に感じていることも確かだ。クラス委員ではあるものの、あれは各種係をあぶれたものがじゃんけんで負けた結果であったから、さしたる思いはなかった。


    　もちろん、今回だって他の委員のみんなが面倒がっただけかもしれないし、自分はといえば内申点につられただけかもしれない。


    　それでも、自分の意志と他人の支持が重なって責任ある立場に就く、という経験は得難いもののように感じた。


    　なにより、これまでの自分からは想像もつかなかった事態だった。


    　目立たず、ひっそり、大人しく。そうして事なかれ主義を貫くことを至上命題にしていたはずなのに。人からなにか期待されるようなことはなにもしてこなかったし、しようとも思わなかった。そんな自分だったはずなのに。


    　なにかが変わろうとしているのだろうか。


    　なにか、はよくわからなかったけど、ただ一つ、あいんが契機になっていることだけは確かなことに思えた。


    「…………」


    「にこ、どうした、我をじっと見つめて。我の姿に大欲情？」


    「……いえ、別に、まったくどうということはありません」


    　きっぱり首を横に振った。やっぱり気の迷いだったかもしれない。


    　こんなただの神さまごときに、いったいなんの力があるというのか。人間様をなめるなよっ。世界を滅したりなんだりするだか知らないが、人ひとりの心を動かすのはそんなことよりずっと難しいはずなのだ。ふんっ。だから、わたしの心模様の変化はきっともっと別のことに起因してるに違いない。


    「とりあえず、その、迷路の制作総指揮、よくわかんないことばかりだと思うけど、いろいろご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします」


    　実るほど、こうべを垂れる、稲穂かな。句の通りににこは二年生委員たちに頭を下げた。肝心の人間的な『実り』自体はこれからまあたぶんぼちぼちと。


    　ぱちぱちぱちぱち。


    　周りも人が良いのか、そんな自分に軽く拍手なんてしてくれた。少しだけ感動したにこだったが、照れ臭いのでてへへと笑うだけにした。
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    『制作総指揮』と名はついているが、結局のところは雑用の大元締めだ。松本零二先生風に言うなれば『大雑用』。『大宇宙』とか『大ラーメン』だとかそういった感じの。


    　おおむねそんなところだろうと見当はつけていたが、制作総指揮に就つくと決めてから二週間が経ち、学園祭まで余すところ五日となったこの今、いよいよそれがはっきりしてきた。『疲労』というわかりやすい形でもって。


    「あ、そこの机、持ってきてくださーい」


    　体育館の中は、迷路制作委員の一年生を中心とした十数名が、ちょこまかちょこまか忙せわしげに動き回っている。そのうちの一人ににこは、声をかけた。


    「あれ全部ですか？」


    　答えた生徒は、噓うそでしょ、という語感を滲にじませて机を指さした。


    　体育館の隅っこに積み上げてあるそれは、ざっと見て、三〇はあろうか。


    「そこの机でこの入り口の壁を試しに作りますから。他の人にも声かけて四列三段にまっすぐここまで積んで並べてくださーい」


    　それだけ積んでもまだ、入り口だけ、というのだから、


    「……ふはあ」


    　こんな吐息が彼から漏れたのもやむなしといえた。


    　二週間前までは、制作総指揮の自分への期待と感じていたものが、今は少し違ってきていることにはほんのり気がついていた。


    　しかし、例年以下の規模の迷路に仕上げるわけにはいかないし、これは、委員会の満場一致で決定した『第一回巨大迷路の再現』でもあるのだ。そのために必要な労力は最初からわかっていたはずなので、どうかわたしを恨まないでいて欲しい。


    　……といっても無理か。無理だな。無理だよね。にこはあっさり諦あきらめた。


    　このプロジェクトそのものが自分が提案した過去の迷路資料がもとである以上は、そりゃ恨まれない方が無理だ。設計の手間を省はぶこうだなんてテキトー思っちゃったのがわたくしの間違いでありました。とほー。


    　どうやら後から迷路制作経験者の委員長に聞いたところ、実質第一回の迷路が一番大規模だったようだ。それならそうと委員長も先に教えてくれたらいいのに、いけず！


    　……と思ってみても、今となっては後の祭りだ。学園祭はまだ先なのに『後の祭り』とはこれいかに。なんて洒落しやれのめしてる場合じゃない。


    　みな、ちょっとばかり疲れていた。思いの外ほか、手間のかかる迷路作りに。


    　迷路の大きさは、三〇メートル×四〇メートル。壁の土台として使用される机は約二〇〇個、壁の連結用に使うビールケースが約一〇〇個。壁とするために使うダンボールは約三〇〇箱。


    　まず、机を三つほどビニールロープで固定したものを１ブロックとし、各ブロックをビールケースで連結していく。迷路のベースを構築したらビールケースと机の上にダンボール箱を重ねていく。高さは約二メートルだ。


    　学園祭当日、体育館の窓は暗幕ですべて覆われ、照明も落とされる。来場者は、入り口で懐中電灯とチェックシートを受け取って迷路を探索することになる。電灯の数に限りがあるのと、内部での混雑を防ぐために、一度に迷路に入場するのは五組一〇人までに制限される。去年は入場制限を多めに見積もったため、迷路の中で押し合いへし合いとなって大混乱したというから、慎重さが必要だ。


    　ちなみに配布するチェックシートは、迷路の要所要所で迷路制作委員が待機するチェックポイントでスタンプをもらうためのものだ。計四か所を回りチェックシートをスタンプで埋め、制限時間内に脱出出来ればカップルには記念品としてお揃そろいのストラップが贈呈されるというアトラクションである。


    　かつて全国あちこちのアミューズメント施設にはこうした巨大迷路があったというが、今ではすっかりなりを潜めたようだ。しかし、学園祭というイベントの雰囲気も手伝っているのだろう、青せい陵りよう学園では毎年カップルが引きも切らない盛況ぶりだ。なかには、暗がりで二人っきりでさまよう、という内容になにかよからぬ期待をし、あまつさえそういった行為に及ぶ者もいるに違いない。きっとそうだ。


    　──キーッ、どこぞの幸せ者たちめ！　いっそもう、絶対解けないような迷路にでもしてくれようか!!


    　まだ見ぬらぶらぶカップル連中への異様な敵意を燃料にして、にこは萎なえかけた制作意欲というエンジンを奮ふるい立たせた。


    　まだ、ビールケースや机、ダンボールの調達もすべて終わってはいない。そちらも急がなければいけないのだが、現場から目を離すわけにもいかない。なにせひっきりなしに迷路の地図を手に委員たちから質問が舞い込んでくるのだ。


    　やれ、


    「栗くり下したさん、ダンボール足りてないみたいなんだけど……」


    　だの、やれ、


    「あの、栗下さあ、ビニールロープってどこに置いてあんの？」


    　だの、やれ、


    「これってどこのブロック？　縦に繋つなげるの、横？」


    　だの、やれ、


    「ねえねえ、さっき連結したところが間違ってたんだけどあれって……」


    　だの、やれ、


    「栗下さん、栗下さん」


    　だの、やれ、


    「あ、栗くり下した」


    　だの、やれ、


    「栗下ー」


    　だの、やれ、


    「栗、」


    　だのと、処理能力を大幅に超えた状況が往々にして発生した。


    　そのたびににこは、せっかく奮ふるい立たせたエンジンが恐ろしい速さで焼き付いていくのを実感した。そうなると、最後には少しかすれた声で喘あえぐように、みなに許しを請こうしかない。


    「……ちょ、ちょっと待ってて、ごめんなさい……」


    　今回も群がる委員たちに頭を下げ、その中をかき分けながら、体育館の隅へふらふら移動する。


    「はあ──っ……」


    　煙こそ噴かなかったが、息が大きく漏れてしまった。


    　ぺたり、とその場にしゃがみ込んでしまう。


    （これで内申点がプラスんなんなかったら、ほんとマジでどうしてくれよう……頼んだわよ、藤ふじ枝えだ先生～……）


    　それ以前に基本の学業が今以上に疎おろそかになれば、内申点が底上げされても無意味となる可能性もあるのだが、疲れ果てた今だけは、ただ他人のせいにしておきたい。


    　少し離れた向こうでは、委員たちが聞こえよがしに話をしていた。


    （栗下さん、ちょっと頼りなくない？）


    （……なんか、働かされてるわりにはあんま全体的に進んでないよな）


    （委員長とか誰かほかの人がやった方が良かったんじゃないのー？）


    （ほら、初代の迷路制作委員の子どもだし、花を持たせてあげようってことでしょ。でもなんかノリで決めちゃってシクったって感じ）


    「…………」


    　しっかり耳に入ってくる。今さら怒る気にもなれない。ノリで引き受けたのは自分だって同じことだ。


    　それでもいっそ……直接言ってくれた方が、そんな言葉も素直に受け入れられる。情けをかけてくれているつもりなのが逆に見下されて突き放されてるようで、悔しい。


    「にこ……疲れた？」


    　てこてこ、とダンボールを抱えたまま、あいんがそばにやってきた。


    「あー……うん、大丈夫。ちょっと休めば平気……」


    「にこ、疲れたならしょうがない、我から力を吸い取るとよい。ほれ。ん」


    「……そうやって唇突き出されてもなあ……」


    「なに、上の口ではだめか、我、恥ずかしいけど、では……」


    「ナニを出す気だ、ナニを！」


    　そんな、世にもくだらないやり取りをしていると、


    「お、にこ復活した？」


    「にこちゃん、大丈夫？」


    　心配そうな声がかけられた。委員でもないのに迷路制作作業を手伝ってくれている詩しい奈なとそにあだ。二人がそばまでやってくる。


    「あ、うん。大丈夫。そっちこそ平気？」


    　二人とも両手にビニールロープやガムテープ、ハサミなどを持っており、決して暇ひまではなさそうだった。


    「平気平気、それよりダンボールの調達、あたしらで行っとこうか？　近所のコンビニ、ぱーっと当たってこよーかと思うけど」


    「あ……悪いよ、そんな」


    　明るい笑顔で申し出られて、にこは余計に申し訳なく思った。


    「いいんだってば、気にすんな」


    「好きで手伝ってるだけだから、にこちゃんはどっかと制作総指揮らしく構えていてもいいんだからね？」


    　もうあかしやのたこ焼きをおごれとも言わない二人は、本当に善意で働いてくれている。ここはありがたく甘えることにした。


    「じゃあ、ごめん、お願いするね。ダンボール、残り五〇のうち、あと今日中に半分は用意しておきたいんだけど……」


    「わかった」


    「出来るだけたくさん集めてくるからね」


    　詩奈もそにあも張り切って、腕まくりしたりガッツポーズを取ったりと大サービスだ。我が良き友よ、と手を合わせて拝みたくなった。さながら詩奈稲荷いなり、そにあ大明神様。そしてここにいる本物の神さまは、と言えば、


    「我は？」


    　あいんは所在なげに後ろに手を組んで、小首を傾かしげた。なにか詩奈とそにあに負けない手柄を立てたくてたまらない、と見える。しかし『放ほう埒らつ』という言葉も生ぬるい、いろんな意味でデストロイな彼女を、ゆめゆめ野放しには出来ない。


    「あんたは目を離すとなにするかわかんないから、ここにいなさい」


    「……我、つまらない」


    「あんたがつまらなくないとき、それはたいてい、他人が超困るときです」


    　これまで数あま多たの苦汁を嘗なめさせられてきたのだ。人間様の学習能力というものをバカにしてはいけないぜ、と神たるあいんに言って聞かせたい気分である。


    「じゃあ、我、なにすればいい？」


    「んー差し当たっては、今手に持ってるそのダンボールを向こうに運んだら、わたしの近くにいなさい。なにか思いついたら言ってあげるから」


    「……わかった。我、玩がん具ぐのようににこが好きなときに好きに弄もてあそばれることにする」


    　なにも任せてもらえないとわかるとひどくぶすっくれた物言いでダークなオーラを隠しもしないのは、自分に心を開いていると明るく解釈するべきだろうか。


    　……いや、やっぱり単なる邪気だろ、これ。にこは速すみやかに結論した。


    「ま、とにかくわたしらは今からぱーっと近所のコンビニとスーパーにでも……」


    　詩しい奈ながそう言いかけたとき、がたがたごろんとけたたましい音が聞こえた。体育館の入り口からだ。


    「あいたたた……み、みんな、差し……入れ……」


    　両手を買い物袋で塞ふさがれた藤ふじ枝えだが、仰向けに転倒していた。足下には原因とおぼしき丸いガムテープが転がっている。各種ジュースのペットボトルやお菓子袋が辺りに散乱するわ、スカートの裾すそははだけているわ、なんとももの悲しい姿の藤枝みさと二十四歳だ。


    「よっこらしょっ」


    　機を見るに敏な詩奈が駆け寄って、哀れな先生を助け起こした。まくれ上がったスカートを真っ先に元に戻してあげるあたり、気遣いがきめ細かい。


    「うう、ありがとう、華はな木きさん～これとっておきだったけどあげるう～」


    　片手に握りしめていた秋季限定の抹茶クランキーチョコレートを詩奈に差し出した。彼女なりの可愛かわいらしい感謝の印だ。


    「お、さんくす先生、もらっとくね。お──い、先生が差し入れ持ってきてくれたから、みんな寄ってたかれー」


    　みな、ほっとした表情を浮かべて、ミツバチが花にたかるように先生へとわらわら吸い寄せられていった。


    　現在、午後五時半。放課後三時半から開始された作業はまだ本日予定していたノルマに満たない状況だった。机をベースとした壁の足場の組み立てを全体の四分の一程度までは進めたかったのだが、まだその半分。それでも、にこには休憩を咎とがめる気にはなれなかった。


    　せっせせっせと、そにあが散乱したドリンク、お菓子を集めてみなに配る体裁を整えている。詩奈にせよ、そにあにせよ、ああいう姿を見るにつけ、自分にはなにかが足りてないな、と思う。さらに加えるなら、あいんですら、そこにいるだけで周囲を楽しませることが出来ている。なにもしなくても、だ。その天性の愛あい嬌きようでもって。


    　なら自分に愛嬌がないなりに、どうしてすぐ先生を助けに行かないのか、それよりどうしてみんなの疲れを慮おもんぱかって先んじて買い出しに行けないのか。何一つまともにこなせてはいない。制作総指揮が聞いて呆あきれる。


    （やっぱり、ガラじゃなかったかなあ……）


    　動機が内申点目当てでは、誰からも褒ほめられたものじゃない。


    　一番最初に迷路を自分で提案して、実行したというお母さんはこういうときどうしていたんだろう。わたしには出来ない細こま々ごまとした心配りで周りを和なごませていただろうか。なにせ生徒会長でもあったのだから、きっとそうなんだろう。だめだだめだ。こんなことじゃ、だめ。


    　自分はやっぱりもっと大人にならなければいけないのか。


    　子どもでいることは罪なのか。子どもでいることに甘えているのが罪なのか。


    　自分に欠けたピースでもっとも大切なものはなんなのか。


    　優しさ？　決断力？　違うな、とにこは思った。自分が思いつきもしないからこそ、欠けているんだ。


    （難しいよ、お母さん。わたし、どうすればいい？）


    　心中でそう問いかけるも、答えは返ってこなかった。


    　こんなときだけ、都合良くって！


    　子どもが自分で考えてもわからないことがあるからこそ、母親がいるというものじゃないのか。


    （…………っ）


    　はっと気がついて、声は漏らしていないにもかかわらず口元を押さえた。


    （……なに考えてんだ、わたし）


    　母親を責めたい気持ちにすらなったことに自分で啞あ然ぜんとした。大バカだ、わたしったら。お母さんが亡くなったのはお母さんの意志なんかじゃないのに。


    　そんなお母さんが父と心寄せ合うきっかけとなったこの迷路をわたしが造る。


    　それって、お母さんが望むようなことなんだろうか。


    　思えども、考えども、悩めども、にこにはどうしてもわからなかった。
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    「どうしたんですかぁ、クラウゼ様？」


    　何事にも頓とん着ちやくしないようなアンソニーの声音が、今のクラウゼの冷たい頭にはかっちーんと来た。


    「今日も神さまが無事お帰りになるって連絡があったのに、顔色が優れないですよぉ？　確かに、学園祭の準備とかで遅くはなるそうですけどぉ」


    「わたくし、そんな単純なことでこの怜れい悧りな頭を悩ませて麗うるわしい顔をしかめているわけではありません。アンソニーさん、もう少し思慮深くおなりなさい」


    　さりげなく自画自賛を交えるところがこしゃくなクラウゼらしかったが、アンソニーは『へーい、もうしわけございやせん』とばかりに肩をすくめただけだった。


    　二間あるこの離れのもう一方の部屋には、神さまがいつでも就寝出来るようにベッドが整えられていた。最近神さまは疲れているのか、帰宅してから夕ゆう餉げまでの間に軽く居眠りすることが多く、クラウゼが気を遣ってベッドメイクを早くに済ませているのだ。


    「じゃあ、めっきり神さまと過ごす時間が増えたにこちんに、それはそれは醜みにくい嫉しつ妬との炎を燃やしているだとかぁ？」


    「そんなことでもありません。卑いやしい人間ごときが神さまと絆きずなを深めるのは、これは仕方がないこと。これまで幾たびも同じことが繰り返されてきたのですから。あなたもわかっておいででしょう」


    「じゃあ、なにがその（無駄に）大きな胸の内を悩ませているんですぅ？」


    「……小声でなにか凄すごく失礼なことを言われた気がしますが、寛大な心で聞き流しておきましょう。あなた、なにも感じておりませんの？」


    　冬にはこたつとしての活躍が期待できる家具調テーブルの天板を、クラウゼが苛いら立だたしげにとんとんと指で突ついた。この洋間八畳程度の小さな空間ではずいぶんと耳につく音がした。


    「感じる、って言いますとぉ？」


    「もちろん、淫いん靡びな意味ではありませんからね、先回りして言っておきますと」


    　ちっ、とアンソニーが悔しそうな舌打ち一つ。


    「まったくもう……あなたときたら、この場にいない誰かさんのこと、何一つ気にならないとでも言いますの？」


    「この場にいない……？　ブレグヴァドさんのことですかぁ？　うーんと、異性として意識したことはない……とは言いませんけど、弟のようなものかなぁ……」


    　クラウゼが見る限りでは、ブレグヴァドの方がよほどしっかりしているように思えたが、アンソニーにそう伝えたところでなんら意味はないとわかっていた。彼女が教団に身を寄せた理由を、クラウゼは知っていたからだ。だから、軽く注意するに留とどめる。


    「なんの話ですか、なんの」


    「結婚は二十六歳までにしたいな、っていう話ですぅ」


    「……息をするようにどうでもいい話題に切り替えてきますね、あなたは。わたくしはブレグヴァドさんの様子が、ここしばらくおかしくないかと、言っているんです」


    「おかしいですかぁ？　結構頻ひん繁ぱんにお隣の城じようさんちに出入りしてるくらいで、他にはなにもぉ……」


    「そこまで気がついておいて『おかしいですかぁ』もなにもないものです。なぜ、あの人が城優まさるに会いに行くと思っていまして？」


    　腕組みをしてじっとアンソニーを見つめる。が、彼女は最近、秋物クリアランスバーゲンで手に入れたお気に入りのキャミソールの裾すそをいじって、首を傾かしげるばかりだった。


    「ブレグヴァドさんは『こちらの世界での情報収集』だと言ってますけど、あの人がそんな積極的に職務を働いたことがありまして？」


    「あっはっはー。ヤだぁ、クラウゼさまったらぁ。だいたい職務に熱心でないから、こんな辺境の偽ぎ界かいにわたしら飛ばされてきたってなものでぇ」


    「……『あっはっはー』と言えるあなたが、今心底羨うらやましくなりました」


    「お褒ほめにあずかり光栄ですぅ」


    「ときどきあなたが誰より強きよう靱じんな心の持ち主じゃないかと疑ってしまいます。それはともかく！　わたくし、あの城じよう優まさるが神さまが封印され記憶を失うに至った理由を知っているのではないかと考えているのです」


    「どうしてですかぁ？」


    「記憶を失う前の神さまが選んだ……正確には世界の蕾つぼみを手に入れ伴はん侶りよに選ばれたかつての相手が、栗くり下したにこの父親であるということ、よもや忘れてはいませんでしょうね？」


    　じろり、とクラウゼは咎とがめるようにアンソニーを睨にらんだ。


    「わかってますよぉ。じゃないと、この偽界でずっと張っていた意味がありませんものぉ」


    「では、その親しい友人だったという城優もなんらかの関わりがあったとしても不思議ではないでしょう」


    　クラウゼの意見に、アンソニーは不服げにカールした髪の毛をいじる。


    「うーん、それだけじゃちょっと根拠としては弱いと思いますぅ」


    「もちろん理由はそれだけではありません。彼……城優には、神さまと過去に関わったと覚しき形跡があります」


    「形跡？」


    「ええ、これはブレグヴァドさんやあなたを通じてわかったことです。わたくしは城優とは直に接触しておりませんから。というより避けております」


    「そういえば、城さんとクラウゼ様って全然会ってませんねぇ。どうしてですかぁ？」


    「あなたたちを通して、城優から神さまの力の影響……魔法の気配を感じました。もし、彼がそれに気づき意識して隠いん蔽ぺい出来るとした場合、わたくしにも判断が難しくなってしまいます。ですから、あえて、巫み女こたるわたくしに気づかれぬよう接触を避けてきました」


    　アンソニーが眉をひそめた。いつものおどけた様子からは想像しづらい厳しい顔つきだ。


    「……わたしたちにも告げずに泳がせておいたってことですかぁ」


    　アンソニーは自分が知らない情報があることが、気に入らないようだ。しかし、クラウゼは構わずに続ける。


    「ええ。そもそも、なぜ、神さまが栗下にこの父親、古ふる原はら舞まい久ひさを伴侶として偽界を消滅せしめなかったのか、わたくしたちにはまだわかっていません」


    「ブレグヴァドさんが城じよう優まさるさんと接触してるってことを詳細に報告しないっていうのは、そのことに関わる背信行為があるんじゃないかってことですよねぇ」


    　アンソニーの目がまた気持ち鋭くなった。クラウゼが言わんとしていることは正確に理解しているようだ。


    「だいたい、神さまが封印される前、最後に神さまに会ったのがどうしてブレグヴァドさんだったんですかぁ？」


    「あれは……わたくしが、目を離したのが悪かったのです。あの頃、神さまが塞ふさぎがちで、わたしをはじめ誰も近づけようとせず……ブレグヴァドさんだけが身の回りの世話を許されていました」


    　苦い後悔に身を浸しているのか、クラウゼは苦しげに言葉を吐き出していた。アンソニーが納得した面おも持もちで頷うなずく。


    「ああ、だから、いつも神さまのこと心配してるんですねぇ」


    「……わたくしのことはどうでもいいのです。アンソニーさんが偽ぎ界かいに派遣されたのは神さまが姿を消した後ですから、これは知らなくて当然。知る必要もないことです」


    「……すみません」


    　思わぬ傷口に触れてしまったことにようやくアンソニーは気づいたようだった。素直に頭を下げる。これまでともに偽界で過ごした時間が長いせいもあるが、お互いの踏み込むべき領域とそうでない領域には、いかなアンソニーでも敏感になっていた。


    「わたくし、ブレグヴァドさんが偽ぎ死しを考えているのではないかと思うのです」


    　偽死、と聞いて、アンソニーの肩がびくんと震えた。


    　教団の信徒たちには、偽界人として生きる方法がある。真ま界かい人じんとしての記憶と歴史と存在とを引き替えに、偽界人としての記憶と歴史と存在を得る秘術だ。それは神さまを通じて巫み女こに、巫女たちを通じて信徒に伝えられたとされている。


    　偽死は、信徒にとっては、単なる死よりもなお強い意味を持っていた。


    　心を寄せた相手を喪うしなった者たち、それがアングルモア教団の信徒たちだ。彼らはあり得ないはずの再会を望んで、神さまの力による世界の創造という奇跡を待ち望む。しかし、中には孤独の時に堪たえかねる者もある。ただ、信徒は自ら命を絶つことは決してない。命の輪りん廻ねを教団は否定しているからだ。だから、己を形作るすべてを擲なげうって偽界での生を選ぶ者が、ごくまれにだが現れる。


    　この秘術は、偽死を望む信徒が、己以外の信徒からその許しを得ることで初めて為される。いたずらに信徒を減らすことを嫌った神さまがそうお決めになったのだろう、とクラウゼたち信徒は解釈していた。


    「彼は奇跡を待つことに疲れてしまったのかもしれません。だから、偽界人と親しくし、偽界に心惹ひかれてしまったのかも……もしかしたら、わたくしたちのいずれかに許しを得るつもりなのかも……」


    　クラウゼは顔を伏せて、額に手をやった。帰りの遅い子どもを心配する親の表情だった。


    「そんなこと、あたし、許さない」


    　強い口調で、アンソニーは断じた。クラウゼが思わずはっと顔を上げるほどだった。


    「……ずっと長い間待ち続けて、一緒に過ごしてきたのに、すべてを諦あきらめてしまうなんて……ブレグヴァドに、あたし、お灸きゆうを据えてやらなくちゃ」


    　アンソニーは拳こぶしを握りしめた。道を外はずれた弟に姉が厳しく接する愛情が感じられた。彼女が喪ったものがなんなのか、クラウゼは初めて心から理解できたように思った。


    　いつまにか、アンソニーは髪を弄もてあそぶことを止やめていた。クラウゼの目を真まっ直すぐに見据える。


    「さあ、命令を、クラウゼ様」
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    「ただいま……」


    　にこは張りのない自分の声にうんざりしながらも、玄関の引き戸を開けた。


    「おかえり……あれ、あいんさんもいっしょ、です？」


    　出迎えた沙さ梨りの表情と比べると、さぞ自分は精彩を欠いているだろう。にこは、一気にいくつも年を取ったような脱力感に襲われた。ちょっとばかり今のわたしには沙梨がまばゆい。


    「にこ、元気ない様子。我、とりあえず付き添い」


    　普段なら直接離れへ帰宅するあいんが、わざわざ母屋までにこに付いてきてくれたのだ。よほど自分は情けない顔でもしていたのだろうか。いつものようにアンモラルな軽口でちゃかしたりしてこないのが、にこを逆に不安にさせた。


    「ここでいいよ。あいんは離れに戻りな」


    「でも……」


    「大丈夫、それにわたしほら夕食の用意とかあるしさ」


    　それでも、あいんはぎゅっと制服のスカートの端を握ってくる。


    「夕飯ならわたしが用意するから、お姉ちゃんは、あいんさんと部屋で休んでてください、です」


    　迷路の準備で大わらわなことを沙梨は承知している。それでも、食事などの家事は出来るだけ自分でまかなうよう、にこは努めていた。半ば意固地になってもいる。


    「いいよ、わたしやるからさ」


    「……でも……」


    　エプロンをつけているところを見ると、すでにかいがいしくキッチンで立ち回っていたのだろう。でも、沙さ梨りにそこまではさせたくない。ありがたいけれど、それよりも辛つらくなる。わたしは沙梨の母親代わりでもあるんだから。この子には、余計なことを背負わせないように、これからも頑張るんだから。


    　……沙梨の方が、先に大人になったからと言って、わたしがなにも出来ないわけじゃないんだから。


    「にこ、無理しない方がいい」


    　あいんまでもがそんなことを言うので、


    「出来るったら、出来るのっ」


    　思いがけず、大きな声になってしまった。慌あわてて口を押さえる。


    　あいんがしょんぼりと項うな垂だれると、その手をにこのスカートの端から離した。


    「……ごめん。でも、ほんとに平気だから」


    　言い繕つくろうほどに、自分がどれだけ理不尽なのかが身に染みた。我ながら情けなかった。


    「沙梨も、無理しなくていいんだから……」


    　まるで自らに言い聞かせてるみたいだ、と思いながら、にこはキッチンにそそくさと向かった。これ以上二人に、不甲斐ない姿を晒さらしたくない。


    　キッチンの玉すだれを少し乱暴に手で搔かき分けて、中へと入る。


    「よう、どうしたい、にこ。鞄かばんも部屋に置かねえで」


    　キッチンに隣り合う居間から真まさ行ゆきが声をかけてきた。しごく穏やかな口調だった。責める様子は何一つない。


    「ううん、なんでもない」


    　ごしごしと目をこすった。花粉症だろうか。妙にむずむずする。きっとそうだ。別に泣いてなんかいない。


    「遅くなったから、夕飯の用意急ぐね」


    「……にこよ」


    「ん？」


    　真行が、居間とキッチンを仕切る布のれんからひょっこり顔を出していた。


    「おまえが家族ってやつにこれまでも精一杯尽くしてきてくれたのには、まったく頭が下がる。ただ俺も沙梨も同じようにおめえを家族として心配するくらいのこたぁ、許してやっちゃくれねえか」


    「…………」


    　笑顔を崩さない優しい真行の言葉が、ことさらに胸に響いた。


    「もちろん、あいんちゃんも同じようにな。まぁ、あの子は家族としてかどうかはちょいと怪しいところだが……」


    　苦笑いとともに、顎あごをつるりと撫なでる。


    「……おじい、わたし」


    「なんか手伝えることがあったら、呼んでくれや」


    　にこの言葉を遮さえぎって真まさ行ゆきは居間に戻った。どっこいしょ、と呟つぶやく声が聞こえる。座布団に腰を下ろしたのだろう。ふと、これまで自分は祖父に強く叱しつ責せきされたことがないな、と気づく。


    （家族に、か……）


    　家族に尽くす、という意味合いでわたしは家事をこなしてきたのだろうか。沙さ梨りのため？　おじいのため？　そうじゃない気がする。


    　そんな褒ほめられた理由じゃ、きっと、ない。


    　大人になれない自分をごまかすために、家事という逃げ場を作って、誰からも責められないための防壁を築いていたのじゃなかろうか。


    　キッチンには、にこがあらかじめ朝に下ごしらえしておいた、大根と人参と薄揚げとセリとキノコ類が出されている。今日の献立はきのこ汁のつもりだったのだ。これに解凍しておいた鶏胸肉に下味を付け片栗粉をまぶしたものを加え、だし汁と醬しよう油ゆのあっさりとした味付けで軽く煮込む。胸肉の片栗粉は食感をぱさつかせないためだ。仕上げに葱ねぎを刻んでかぼすなどを搾しぼるといっそう美お味いしい。見れば、かぼすも葱ねぎも沙梨がしっかりと包丁を入れてまな板に用意してあった。


    　あとは作り置きのきんぴらごぼうを卵でとじて柳川風に、さらに青菜のおひたしを添えれば予定していた献立は完成する。


    　このようにもうほとんど出来上がっていたといってもいい状態だったのに、沙梨から役目を取り上げてしまった。


    （わたし、なにやってるんだろうなあ……）


    　鍋にきのこ汁の材料を入れていく。だばだばだば。だし汁のしぶきが上がるのも構わずにすべてを入れ終える。


    　沙梨だけじゃない、さっきはあいんにまで声を荒らげてしまった。


    　以前あの子を泣かせたときに、もうあんな表情はさせまいと誓ったはずなのに。


    　あいんは、もう、わたしに愛想を尽かせただろうか。彼女の好意に対して、曖あい昧まいな態度のまま、こんなふうに不条理に突き放すような真似をして。


    　あの子をこのままにしておいていいのだろうか。


    　あの子は、指輪に縛られるままにわたしを伴はん侶りよに選んだ。これは、わたしばかりじゃなく彼女自身の不幸でもあるのじゃないだろうか。


    　あの子を解放する方法が、もしあるとするのなら、それがわたしと契ちぎるということなのだろうか。世界が滅びる、とは具体的にどういうことなのか。


    　一か月前、悲しみの淵ふちに追いやられたあいんが作り出した空白の世界が『滅びる』という意味だとしたら。あいんの望みがもしそういうことならば。


    　わたしは、いっそその方が楽なのかもしれない。


    　なによりも誰よりも自分のことしか考えられないようなわたしには、お似合いの世界だ。あいんと二人でずっとその世界で生きていく。


    （生きていく、っていうか……死んでいくって言った方が正しいのかな）


    　きのこ汁を作る片手間で、世界の破滅を思う。こういう素すっ頓とん狂きような真似をしてるのは、世の中広しといえどもわたしくらいか。ひょっとしたら、珍しくないことだったりして。じゃ、今この瞬間、世界がこうした形で存在する、という状態は、奇跡と偶然が連なったたまもの？　感謝するところもないではないが、どこかで世界が足を踏み外してしまえばいい、と願うことも否定できない。


    　──なんだか疲れちゃったなあ。


    　上う手まくいかないことすべてを他人のせいにして生きられたなら。でも、そうするには、己の中のあまりにつまらないプライドたちが邪魔をして。


    　結局わたしは中途半端なのだ。


    　大人にもなりきれない、子どもであることもよしとしない。そして、人に拒まれるのが怖いのに、人と関わらずにはいられない。挙句、勝手に傷ついてみては人との距離を疎うとんじる。


    　どこまでいっても、何者にもなることも出来ない。こうもりみたいに曖あい昧まいなまま。


    　いったい、いつになったら──どうしたら自分が望むものになれるのか。自分はいったい何者になりたいのか。


    　鍋がぐつぐつと煮たって、蓋ふたが蒸気で激しく揺れた。コンロのダイヤルを調節したら火は簡単に小さくなったが、胸に灯った疑問の火は、そう簡単に勢いを止めることはなかった。
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    　──俺は、あの子を放っておくことが出来ないんだ。


    （そうだ。おまえはあのときだってそう言った）


    　夜はもう更けていた。庭の虫の音が喧かまびすしい時間だ。


    　にこには渡さなかった方の古いノートを開いて、城じよう優まさるは記憶を辿たどっていた。このノートは、いつだって、舞まい久ひさといちこの二人の姿を明めい瞭りように心の奥に甦よみがえらせる。


    　デスクの上に開いたノートのページを、一枚、また一枚とめくった。疲れ目を指で押さえて、背筋を伸ばす。優の体重を、アームチェアの背もたれが軽く軋きしんで受け止めた。


    　初めて舞久たちと会った頃からこの今まで、時間はしたたかなまでにゆっくりと流れてきたように思う。それは優を悩ませるに十分な時間だった。


    　あの中学二年の頃。学園祭を前にして、迷路について舞久といちこは侃かん々かん諤がく々がくと意見を戦わせていた。お互い、一歩も引かなかった。


    　いちこに反対する理由を、優まさるは舞まい久ひさに電話で確認した。慣例に無い催もよおしだと、結果次第でいちこが責任者として糾きゆう弾だんされる可能性もあるため、と舞久は話した。素直になりきれない老ろう婆ば心しんだな、と微ほほ笑えましく思い優は笑った。しかし、舞久はさらに続けた。


    　──……俺は、あいつを放っておけないんだ。


    『そうだろうねえ、うんうん』


    　優はそう聞き流したつもりだったが、話はそこで終わりはしなかった。


    　──迷路は目新しさで人気が出るなってことくらい実は俺だってわかってる。他の役員は大方その結果だけを思い浮かべての賛成だ。いざ作業が始まればすぐにみんな気がつく。想像以上に、製作が大変だってことに。そしたら最初に高こう揚ようした分、不満が膨ふくらんで責任者の栗くり下したに向かうのは目に見えてる。しかも絶対、あいつは自分からその責任を請け負おうと無理をする。


    『なんで、そんなことがわかる？』


    　口ごもってしまったが、かろうじてそう言った。


    　──だって……。


    　だって？


    　──だって、あいつはそういう奴だから。


    　優には言葉がなかった。


    　僕よりもよっぽど、彼は彼女を理解している。理解のみならず、その先も見据えて慮おもんぱかっている。


    　敵かなわない、と思った。


    　悔しかったが、その感情を表に出すのはさらに悔しく思えた。だから、凪ないだ海のように穏やかなふりをした。大きな石を投じられたというのに、水面に広がる波紋をちっぽけな矜きよう持じだけでようやっと押さえつけて。


    『……でも、それじゃどうする？　このまま反対してやめさせる？』


    　結局口にしたのはあまりに凡ぼん庸ような質問だった。


    　──いや、もう俺の言うことなんて聞かないってことはわかったし。巨大迷路企画自体は走らせることにして、あとはどうスムーズにこっちがサポートするか考える。


    　やっぱり、舞久はいちこのことをよくわかっている。きっと彼は、いちこが周囲の圧力や自身のプレッシャーに押しつぶされないよう、上う手まく支えるだろう。


    　舞久、彼女が意見を翻ひるがえさずにおまえにあえて反抗してるのは、自分よりも優れていると思うのに副生徒会長に留とどまったおまえに、頑張って追いつこうとしているからだ──優は心の中だけでそう言った。


    （……あのとき素直にああ言えていれば、僕もこんなくだらない手紙を彼女に送らずにすんだのかもしれないな……）


    　ノートに挟まっているものがある。ノートと同じく古びた手紙だ。引き抜いて、折り目を広げる。


    　携帯電話もメールもなかった頃の、想いを形にした伝達手段。差出人は優まさるだ。誰に宛あてたものか、もちろん自分の手紙だから、見ずともわかる。


    　このノートは、巨大迷路のジンクスを二人に実践させるためいちこに渡した偽の設計図。手紙はそのときにそっと紛まぎれ込ませた。


    　いちこは、手紙を渡した明くる日の放課後、その手紙を真正直に優に返してきた。優の気持ちは嬉うれしいけれど、応えることは出来ない、とすまなそうに、目には涙まで浮かべて頭を下げて。


    　頭なんて下げないで欲しい、泣かないで欲しいと思った。


    　単に、自分はもう舞まい久ひさといちこの間に割り込む余地がないとわかって、あと出来ることといえばそれぞれが想いを交わさないうちに、自分の気持ちを伝えてしまうだけだ、と姑こ息そくな手段に走ったに過ぎないのだ。


    　わかりきった結果でも、当然傷つかないわけではなかった。しかしそんなことはおくびにも出さない、というだけが優が二人と付き合いを続けるためのよすがだった。


    　そして、二人は、最初に迷路を協力して無事にクリアし──それぞれが言うともなしに、両想いであることを確認し、みなの公認のもと、カップルとなった。


    （バカだったな、僕は）


    　今になっても、悔やまれることばかりだ。好いた相手を悲しませるなんて、愚の骨頂だ。それがたとえ中学生のことであっても──だって舞久はあんなに彼女のことを思いやっていたじゃないか。


    　いちこは舞久には手紙のことを伝えなかったのだろう、その後三人の間で話題に上ることは決してなかった。


    　むしろ、笑い話にでも出来れば良かった。そうしなかったのは、己の狭量さゆえだ。


    　デスクのアームライトを点つけて、手暗がりの手紙を照らす。想いを込めた分だけ稚ち拙せつな内容が、いっそう目に付いた。


    　ふう、と一息つく。


    　舞久は、優しかった。優しすぎた。


    　だから、後年になってあの神さまと名乗る少女と出会ったとき、放っておくことが出来なかったのだ。


    　彼は父である真まさ行ゆきの神職を手伝う傍かたわら、古物商を営んでいた。それは、商品として仕入れたものの出所や由来が一切不明だったという。


    　それ──その古びた指輪には、見る角度によっては青とも赤とも淡く輝く綺き麗れいな石が嵌はめ込まれていた。石の形は植物の種を象かたどったようだった。


    　指輪を指に嵌めた瞬間、彼女は現れたのだと舞久は言った。


    　──俺は、あの子を放っておくことが出来ないんだ。


    　彼は、そうも語った。


    



    「君は……？」


    　古物の倉庫としても使用している神社内の離れで、舞まい久ひさは彼女と邂かい逅こうした。


    　指輪を嵌はめたとたん、彼女は天から降るように現れた。


    　驚きはもちろんあったが、彼女の感情を押し殺したような声と諦てい観かんに満ちた無表情の印象の方がより勝った。


    　少女は自分は神だと語った。そして、指輪の持ち主を伴はん侶りよとし、その世界を滅ぼすのだ、とも。なにもかもが荒こう唐とう無む稽けいだったが、彼女が現れたことそのものが不可思議な事態であり、舞久は疑うことよりも、彼女を知ることを欲した。


    「それは君の意志なのか？」


    　舞久は、あまりに淡々と言い募る少女に、そう問うた。


    　彼女は、しばらく押し黙っていた。質問に戸惑っているように見えた。一瞬だけ、無表情の仮面の隙間から心の機き微びが漏れたようだった。


    　指輪が選んだものが、伴侶である。我はそれに従い、我を信じ仰あおぎ奉たてまつるものたちに神の力を貸す。しばらく思案し、少女はそう答えた。


    　世界が滅びる、ということは、同時に別の世界を創造することでもあるのだという。


    　神を信じるものたちが望む世界を、この世界の代わりに創り上げるのだ、と。


    　にわかに理解しかねる言葉の数々だったが、少女が自分をかつごうとしているわけではないのは、その様子から推し量ることが出来た。舞久がこれまでに見た誰よりも少女は寂しそうに見えたのだ。舞久は、むしろ彼女がなぜ、こんなことを見ず知らずの男に強要し、自らにも強しいる必要があるのか、と訝いぶかしんだ。


    　少女が超常の存在であることを信じるとするならば、そして、おそらくは彼女を信仰することで彼女を利用しているものたちがいる。


    「君は、その行為に疑問を抱いたことはないのか？」


    　舞久は、答えの代わりに、偽ぎ界かいと真ま界かいの関係を少女から聞くこととなる。


    　偽界は無数に存在し、それらは真界の並行世界であるという。


    　真界の可能性の数だけ存在しうる偽界それぞれにかつて少女に宿っていた『世界を創造する力』が、指輪という形で散在している。その指輪は偽界の中でたった一人を選んで宿る。失われた力を取り戻すために少女は指輪の持ち主を伴侶とする。


    　だから、これは当然の行為なのだ、と言った。


    「なぜ、俺が選ばれた？」


    　少女は、伏し目がちに言う。


    　真ま界かいにはかつて、少女と心を交わした相手がいた。『その人』は、神として真界では敬けいして遠ざけられ人形のような存在だった自分を、ひとりの人格を持つものとして扱ってくれたという。


    　しかし『その人』は不幸にして夭よう逝せいし、そのときを境に少女からは世界を創造する力が失われた。偽ぎ界かいのおのおのに散って行ってしまったのだ。彼女に残されたのは破壊する力だけ。


    　さらに、心も閉ざされた。再び少女は意志を持たない『神』として扱われ、その下にはさらなるか信徒が集うこととなった。


    　偽界の中には、真界の『その人』に対応する人間が存在する世界もある。これはすべての人間に当てはまることだ。真界のそれぞれの人間の可能性が、偽界に網の目のように張り巡らされている。


    　指輪──失われた創造の力は、『その人』に導かれ『その人』のもとに現れる。そして、少女は力を取り戻すためにその在あり処かにたどり着く。


    「俺が、この世界でのその人、ということか？」


    　彼女は頷うなずいた。


    　しかしその表情が浮き立つことはない。それどころか感情が見られない。


    「君にはわかっているんだな？　本当の意味で俺がその人じゃないということが」


    　返事はなかった。認めたくないのか。認めてしまうと、その人の死を真実として受け入れることになるからか。


    「…………」


    　舞まい久ひさもいきおい、言葉を選ぶ格好になった。


    　神を自称する少女も奇妙だったが、初めて会うそんな相手に説教じみた真ま似ねをしている自分も彼女以上に奇妙だった。


    　こんな子など、放っておけばいい。本物なら否も応もなく舞久を伴はん侶りよとして世界は滅びてしまうのだろうし、偽にせ物ものならしかるべき機関に引き取られていくだろう。いずれにしても舞久の力の及ぶところではない。


    　ただ、それでも、


    「俺は、君とは契ちぎらない」


    　断固とした意志を示さずにはいられなかった。


    「…………」


    　少女は無言だった。初めての経験だったのかもしれない。


    「……なぜ？」


    　それだけをやっとの思い、といった口調で吐き出した。不快が露あらわなのは明らかだったが、無感情よりはこの方がずっといい、と舞久は思った。


    「俺には妻も子もいる。なにより君自身がそう望んでいるとは思えない。だから、断る」


    「我は、おまえの意志を無視することなんて容易たやすい」


    　実際そうなのだろう。しかし、なぜわざわざ自分に伝える必要がある？　彼女の脅し自体が彼女の躊ちゆう躇ちよのように感じられた。


    「君には出来ない」


    　これまで、こうした態度に出た『自分』はほかの偽ぎ界かいには存在しなかったのだろうか。だとしたら、我がことながら実に情けない。会えるものなら胸ぐらをつかんで叱しつ咤たしてやりたい。


    「……おまえに、おまえなんかになにがわかる」


    「君にも、俺のことはわからないだろう？　だから、そんなふうに動揺してる」


    「うるさい、うるさいっ」


    　少女は、激げつ昂こうして叫ぶと、平手を舞まい久ひさの頰ほおに浴びせた。高い音が響いた。母屋の家族に届きそうな騒ぎだったが、幸い誰もこちらに向かってはこないようだった。


    　口の中を切ってしまったのか、鉄の味が舌に広がっていく。


    　確かに、彼女のことはなにもわからない。知った風なことを言うつもりもない。だけど、自分ごときの指摘を受けて狼ろう狽ばいしてしまうほどもろい土台に立った行為なら、いっそやめてしまえばいいと舞久は思った。


    「我、おまえのことは、信用できない。おまえにそんなことを言う資格があるのか？」


    「…………」


    　資格など持たない。たぶん誰も持たない。他者に対してなにかを信じてもらうときは、その覚悟を示すことで他者への誠意を示すしか人には出来ない。資格──他者を信じるよりどころは結局のところ、自身の中にしか持ち得ない。


    「どうしたら、俺のことを信じてもらえる？」


    　舞久は出来るだけ穏和な言い方を探した。さっきまでは大人びていたように──それこそ神の威厳を備えて──見えた少女が、今は見た目以上に幼く感じられたからだ。


    「……我、犠牲を払わない言葉は、信じない」


    「犠牲？」


    「……おまえは、愛する者との別離に堪たえることができるか」


    「…………」


    　舞久にとって愛するものとは家族に外ほかならない。離れ離れになることなど考えたこともない。そんな未来があり得るなら、力の限り阻止するだろう。


    「堪えることができる、とは言わない。きっと悲しいだろう。辛つらいとも思う」


    「我、おまえを伴はん侶りよにすればこの世界を滅ぼすことになる。そうすれば、おまえはおろか愛するものたちも当然その存在を許されない。消えてなくなる。塵ちりも想い出も、なにも残さずに」


    「…………」


    　なにを言わんとしているのか。


    　舞まい久ひさの心に不安の種が芽吹き始めた。


    「我、おまえに世界を救う好こう機きを与えてやろう」


    　少女は笑った。酷こく薄はくな笑みだった。


    「おまえの存在と引き替えに、この世界は救われる。おまえの愛するものたちも。そうすれば、我は、おまえを信じてやろう」


    「俺に命を差し出せ、と？」


    「我が、この世界を、おまえがいない世界に作り替える。死、ではなく、無になる」


    「…………」


    　舞久が消えてしまうか、世界が消えてしまうか。二者から、一つを選択しろ、と彼女は言っていた。


    　そんなことすら少女にとっては、戯たわむれのように簡単なことなのだ、と言わんばかりに虚無的な笑いを顔に貼はり付けたまま、少女は舞久を見つめていた。


    　もし、少女が噓うそをついていたら。そんな力などない、ただの見た目通りの女の子だとしたなら。それはそれで不幸なことだろう。


    　そして、そんな前提のもとで彼女にいかなる返答をしようが、真しん摯しであるとは言えない。よしんばなにも起こらないという結果が待っているにせよ、舞久は覚悟をもって臨むべきだと思った。


    「……俺には、すぐに答えが出せない」


    　舞久は、世界の命運を左右することなどには、さして興味はなかった。


    　肝要なのは、目の前の少女に歪ゆがんだ言葉を吐かせる束縛を断ち切ること、それが家族との別れに繋つながるとしたなら、自分はどちらを選ぶべきなのか。彼女は本当に、自分が犠牲になることで偽ぎ界かいや真ま界かいといった区別ではなく『彼女自身を取り巻く世界』と真に対たい峙じすることができるのか。そうして、残された自分の家族は、幸せに生きることができるのか。


    　いっそ、すべてなくなる方が家族を残してしまうよりは楽なのではないか。


    　そんな考えが短い間に泡のように浮かんで消えた。


    「我、おまえに時間をやろう」


    　少女の姿がうっすらと透けていく。幻のように、夢のように。


    「三日……三日与える。それまでに答えを用意しておくといい」


    　ついには少女の影も形もなくなって、声だけが離れに響いていた。


    「…………」


    　しばらく舞久は身じろぎ一つせずに、少女がたった今までいた空間を見つめていた。ふと、自分の左手の薬指を見る。


    　指輪が、鈍い光を放っていた。


    　少女が幻でも、夢でもなかったことを証明するように、口の中にはまだ血の味がした。


    　張られた頰ほおも、じんわりとまだ熱い。


    　もとより、ある程度信用してはいたが、彼女が人知を超えた何者かであることだけは間違いないようだ。


    



    「言ってることがよくわからないんだが……」


    　城じよう優まさるは苦笑していた。


    　いきなり『神さまと名乗る少女に会った』と切り出されては、正気を疑って当然だ。親友、という点を差し引いてようやく苦笑レベルにまで落とし込んだというところだった。


    「お茶より、酒の方がいいか？」


    　紅茶をテーブルに差し出した手を止めて、優が聞いた。


    「大丈夫。一応、常軌を逸いつしたことを話してるっていう自覚はあるから」


    「……おかしなことを話してるとは思うけど、もちろん、冗談のつもりじゃないっていうのは、わかるよ」


    　さすがに優には当惑を隠しはしないが、話を聞こうとする姿勢を見せてくれるのは舞まい久ひさにとってありがたい。


    　舞久が城優を訪ねたのは、『神さま』との邂かい逅こうを果たしたその日の夜だった。彼の自宅は、舞久が住む安あん国こく神社の隣町にある。中学に進学した頃に、城家が越してきたのだ。まことしやかに囁ささやかれる噂うわさによると、資産家である優の父が安国神社の敷地を含めた土地を買収するつもりだったという話だが、優に説き伏せられて隣家にあたる土地のみを手に入れるに留とどめたということである。


    　夜遅くの訪問にもかかわらず、優は嫌な顔一つしなかった。


    「いったい、なにがあったのか詳しく話してくれるかな」


    　優がそう促すのを待ちかまえていたように、舞久は口火を切った。まだ家族にさえ話していない『神さま』の話に、優は黙って耳を傾けていた。


    　話を終えたのは、もう夜半も過ぎようとする頃だった。優は冷めた紅茶を一口喉のどに流し込む。


    「…………」


    　舞久は優の反応を待っていた。紅茶に手を伸ばすこともない。じっと、優の一挙手一投足を見守っている。


    「……その少女が話すことが仮に本当だとして」


    　ややあって、優は口を開いた。


    「舞久は、どうするつもりなんだ？」


    　かたん、と小さな音を立て、優はソーサーの上にカップを戻した。


    「いろいろ……考えてみた。彼女に対して──ひいては家族に対して俺に何ができるかってことを、ここに来るまで」


    　ため息が優まさるの口から漏れた。なぜだか、次に舞まい久ひさがなにを言おうとしているのか、不意にわかってしまった。


    「俺は……彼女の要求を呑のもうと思う」


    　やっぱり、という思いと、間違いであれ、という思いが優の中で相半ばした。ないまぜになった気持ちをどう吐き出したものか、しばらく無言で舞久から目をそらすしかなかった。


    「──俺は、あの子を放っておくことが出来ないんだ」


    「家族はどうなる」


    　強い語調になるのを、優は止められなかった。


    「俺も家族も消えてしまうよりは、家族だけでも残ってくれた方がいい」


    「比較論を聞いてるんじゃない。残された家族はどうなる、って僕は聞いてる」


    「だから、ここに来たんだ、優」


    　舞久も強い語り口で身を乗り出した。


    「もし、万が一、俺になにかあったなら……家族の力になってやってくれないか」


    「…………」


    　今度は、優が押し黙る番だ。


    　酷なことを言う、と優は思った。確かに家族ぐるみの付き合いをずっと昔から続けている。しかし、自分は過去にいちこに振られた身だ。しかも、その想いはまだ心のどこかでくすぶり続けている。


    　舞久はそれを知った上でこんなことを自分に頼むのだろうか。底意地の悪い見方をすればそうなる。しかし、そうではないとも優にはわかっていた。


    　相応の覚悟をもって舞久は頼んでいるのだ。そう確信できるだけに辛つらかった。


    　恋こい敵がたきがいなくなるかもしれない、という考えを、一瞬だけでも頭の片隅に思い浮かべた自分を、優は殴なぐりたかった。


    （……だから、僕は、彼に勝てないんだ）


    　二人の間に、長い沈黙が横たわった。


    　舞久が初めてカップに口をつけ、一気に煽あおって空からにした。


    「……僕にできることがあるなら、協力は惜しまない」


    　中学時代から十数年目にして、初めて打算もなにもなく舞久にそう言えた。未練を引きずるのは今日限りにやめにしなければならない。


    　それが、きっと、自分を友人として信頼してくれた相手に応える唯一の方法だ。


    「ありがとう」


    「……でもまだ、そうと決まった訳じゃないだろう？」


    「かもしれない」


    　そう言い合った。社交辞令だ。お互いわかっている。


    　舞まい久ひさは少女の言うことを信じていたし、優まさるは舞久の言うことを信じていた。


    　別れのときが、じきにやってくる。
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    「……う────っ」


    　にこは枕に顔を押しつけた。


    　なかなか寝付けない。


    　輾てん転てん反はん側そくを繰り返して、時計に目をやればもう午前二時を過ぎている。


    （……あんなこと言っちゃったからだ）


    　あいんも、沙さ梨りも、冷たい言葉で突き放してしまった。


    　いつもなら、あいんがにこの布団にもぐりにやってくるというのに、今日は姿が見えない。やっぱり呆あきれ果ててしまったんだろうか。


    （どうして、上う手まくいかないんだろう……）


    　自問せずとも、本当はわかっている。人の好意を素直に受け取ることができないのは、自分に自信がないからだ。


    　あいんを受け入れられないのは、別に世界を守るだとかそういった理由からじゃない。嗜し好こうがノーマルだから、とかそういうこともたぶん関係ない。喪うしなうことの恐怖を思い出すから。これはそう、間違いじゃない。しかし同等以上の理由に、自信の無さもある。自分が彼女の思いと同じだけ相手を大切に考えることが出来るかどうか。そんな自信がまるでない。


    　──父親にすら見捨てられた自分にそんな資格はない。


    　そう考えてしまう自分が、心のどこかに確かにいる。


    　もっと優しくなれたらいいのに。誰も妬ねたまず、嫉そねんだりせず、ただ、まっすぐに気持ちをやりとり出来たなら。それは、あいんに対してか、沙梨に対してか、それとも父に対してか。


    　私は、父を許せない自分自身も許せない。おじいや、沙梨みたいに、事実を事実として飲み下し、消化することが出来てない。子どもだ。誰よりもわたしは子どもだ。


    　沙梨の母親代わり、なんていう自負も本当は劣等感と罪悪感の裏返しなんだってこともわかっている。


    　沙梨が生まれてしばらくしてから、わたしと父母の心の間に隔へだたりが生まれた。みんな、沙梨のことばかり可愛かわいがるとわたしは拗すねていたのだ。今思えば、生まれたばかりの子どもにかかりきりになるのは当たり前のことだ。でもその頃は、妹が生まれて嬉うれしかった分、ショックも大きく深かった。父や母……とりわけ、海で溺おぼれたことを切っ掛けにようやく仲良くなれた父の愛情を独り占めできなかったことは、悔しかった。だから、父と口を利く機会すら減っていった。父が時々悲しい顔をしているのは知っていた。でも、どうしようもなかった。優さんに必要以上に懐なついて見せて、父を嫉しつ妬とさせようとしていた時期もある。もちろん、そんなことにはなんの意味もなかったし、父も母も悲しませるだけに過ぎなかった。


    　そして、そんなわだかまりを大きく残したまま、父は消えてしまった。悲しかった。ひどいと思った。これはそんなに不自然なこと？　沙さ梨りはまだ小さかったけど、わたしはもう物心もついていたし、ある程度大人たちが話す事情も耳にする機会があった。父は、家族……自分よりも別の誰かを選んだのだ。お母さんはどうだったの？　わたしよりもずっと長い時間を過ごしたはずのお母さんは、どうして父のことを何一つ悪く言うことなく、一生を終えていったの？　教えてよ、お母さん……。


    （（……にこ、わたしに頼らなくても大丈夫））


    　大丈夫なんかじゃないよ……。


    （（もう、にこは自分で考えることが出来るから。わたしが亡くなったのも、お父さんのせいなんかじゃなくて、あれは寿命だったの。医者には昔から長くは生きられないって言われてたから、覚悟はしてた。でも二人を遺のこすことになったのは、本当にごめんねって思ってる。でもあなたたちが生まれたとき、生きててよかった、と思ったのも本当なの））


    　違う、謝って欲しくなんかない。そんな謝ってもらう資格なんて、わたしにはない。


    （（ありがと、にこ））


    　誰かが、どこかで手を振って去っていくような気配がして、わたしは──。


    「……っ!!」


    　布団を跳ね上げて、飛び起きた。


    　暗い部屋で、にこは一人だった。


    （……いつの間にか寝ちゃって……夢見てたのか）


    　夢の中で、母は心配そうだった。亡くなった母一人安心させてやれない。


    　ぐす、と洟はなをすする。


    （情けな……なに泣いてんだ、わたし）


    　こんな感情、持て余すばかりでもうたくさんだ。誰かと分かち合って、楽になりたい。ひとりはもう嫌だ。


    　他人に重荷を託せば、それだけのリスクが生じるだろうことはよくわかっている。それでも、なお、誰かに縋すがりたくてたまらない。


    　こんこん。


    　部屋のドアを、遠慮がちに叩たたく音がした。


    「……なに？」


    　沙梨だろうと見当をつけて、返事をする。もしかしたら、気まずいままに一日を終えることを苦に思ったのかも。そうだとしたら申し訳ない。でもすんなりと謝罪の言葉を口に出来るだろうか。今のわたしではなんとも心こころ許もとない。


    　ドアが静かに開けられた。


    　意外にもそこにいたのは沙さ梨りではなかった。


    「あいん……？」


    　ベッドサイドのライトを点つけて、もう一度目を凝こらした。やっぱりあいんだ。間違いない。枕を両手に抱えてそこにいる。こう言っては大げさだが、望外の喜びが胸にこみ上げた。


    「どうしたの？」


    　変に浮わついた声にならないように、注意が必要だった。なにをどきどきしてるんだ、わたしってば。


    「……我、一緒に、寝ようと思って」


    　あいんが、いつもよりやけに殊勝だ。ノックなんてしてこの部屋に入ってきたのもそういえば初めてじゃなかったか。だから沙梨と勘違いしたのだ。


    「い、いいよ……ほら」


    　そっと掛布をめくって、あいんの居場所を作った。


    「……うん」


    　ますます奇妙だった。この子が素直に言うことを聞くだなんて。夕飯、なにか悪いものでも食べさせただろうか。鮮度の悪いものはなかったはずだけど。


    　あいんは枕をベッドに置くと、楚そ々そと布団の中に潜り込んできた。


    「なんだかいつもと違わない？」


    「我、どこも違うことない」


    「そうかなあ……」


    　腑ふに落ちなかったが、今のにこには、大きな問題とはいえなかった。一人で堪たえきれなくなっていたところに彼女が来てくれたのだ。


    　百万の援軍を得たような心強さだった。


    「……今日は来ないのかと思った」


    　シングルベッドだから、どうしても体が密着する。これは仕方のないことだ、と自分に言い聞かせて、あいんに身を寄せた。快い温かさが二人のパジャマ越しに伝わってくる。


    「にこが……」


    「ん？」


    「にこが、呼んだ気がした」


    「…………」


    　さすがは神さまといったところか。でも、平素、こういうときは邪険にしているだけに、都合のいいときだけ利用するなどとは思われたくない。


    「べ、別に……そんなことない」


    　寝返りを打って、あいんに背を向けた。


    　ああ、やっぱりどうしてもひねくれてしまう。こんなことを言いたいわけではないのに。一言、『今日はごめんね』と伝えられたらいいだけなのに。一人はもう嫌なはずなのに。


    「…………」


    　あいんはなにも言わなかった。怒っていなければいいのだけれど。


    「あの……」


    「にこ、寝なければ。明日も学校」


    　物静かな口調。どんな顔をしているのだろう。振り向くのが少し怖い。


    　こんな風に、また誰かの心が離れていってしまうのは少し……いや、とても怖い。


    「あいん……」


    　もう一度、寝返りを打ってあいんの顔を確かめる。


    「なに？」


    　なにも、変わりはないように思えた。あいんの表情には怒りの片へん鱗りんも見あたらない。むしろ、無表情といってもいいくらいだ。


    　ぞくっと、にこは背筋に冷たいものを感じた。


    　なにも感じてもらえない、それが一番怖い。興味すら持たれない、無関心に振る舞われることが一番怖い。そんなのは近くにいても遠くにいるのと同じことだ。父のように、あるときを境にぬくもりも残さずに、どこか遠くへと。
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    　いや。あの喪失感を二度も味わうのは、絶対に、いや。


    「あいん、わたし」


    「……うん」


    　勇気が必要だった。ある言葉を振り絞るだけの勇気が。でも、心の中のどこを探してもそんなものは見つからなかった。


    　しかしなにも言わないわけにはいかない。


    「あの……あの……」


    　結局、にこの背中を押したのは、勇気ではなく──


    「……契ちぎっても、いいよ」


    　あいんに見放されてしまう、という今にも心のすべてを打ちひしぎそうな、恐怖だった。


    「にこ？」


    「だから……あいんがいつも言ってるみたいに……わたしを……」


    「にこ……」


    「……好きにして、いいよ」


    　まともに目を見ることが出来なかった。


    　もう、どうなっても構わない。父も、家族も、世界だって、なにもかも、どうにでもなればいい。一人に陥おちいる恐怖に勝るものなんてこの世にはありはしない。だから、あいんの望むことなら、なんだって受け入れる。最初からこうすれば良かったのだ。なにもくだらないことで悩む必要なんてなかった。


    「……だめ」


    　たった一言。


    　あいんが告げたのは、それだけだった。


    「どう……して？」


    　目を合わせられないまま、そう聞くのがやっとだった。鼻の奥がつんとして、涙がこみ上げてきそうだ。


    「我、にこの本当の気持ちが欲しい……今のにこは、違う」


    　すべてを見通したようなあいんの台詞せりふに、にこは身体からだをびくんと震えさせた。


    「本当のわたしって？」


    「我、わからない……それは、にこにしか、わからない」


    「わたしにだって……わからないよ……」


    　身体を縛っていた緊張の糸が音を立てて千ち切ぎれていくのを感じた。へなへなと力が抜ける。せっかく決めた覚悟が、行き場を失って消えていく。


    「わたし……どうすればいいの？」


    「にこ……思い出して」


    　なにを、と聞く暇ひまは与えてくれなかった。あいんはベッドから降りると、こんなときでも優美だと感じさせる足取りでドアに近づいていった。


    「……おやすみ、にこ」


    　そう言い残すと、静かに部屋を出て行った。にこは呼び止めることすら叶かなわなかった。部屋の温度が急に下がったような寒々とした思いを味わっていた。


    　わたしは弄もてあそばれているのだろうか。


    　……いや、違う。むしろ、自分があいんを弄ぼうとしたのだ。あいんにはそれがわかっていた。『覚悟』だと自分が思っていたものは、馴なれ合いへあいんを巻き込む罪悪感を抑え込んだだけの保身欲だということも。


    　情けなさが、全身を重たくした。身体からだを横たえて、両手で顔を覆う。涙は出なかった。拒否された悲しみよりも、あいんを失望させた苦しみの方がより大きかった。


    　──大人になりたい。


    　父がいなくなって以来、初めて、大人になりたい、と願った。


    　信じる、ということを思い出したい。誰も信じられなくて、自分自身も信じられなくて、挙句あいんを悲しませる真ま似ねは二度としたくない。


    　あいんがくれた『思い出して』という言葉──。


    　それは、かつて、父を信じていたあの頃を思い出す、ということなのかもしれない。なぜ、あいんがそんなことを知っているのかはわからないし、実は違う意味なのかもしれない。でもわたしはそう思った。そう思いたいと感じた自分を、まずは信じてみよう。


    　にこは、ベッドに横になった。


    　母に心の中で、報告する。


    （お母さん、ちょっとだけわかった気がする）


    （（…………））


    （何も答えてくれない理由が、ちょっとだけわかった）


    　母が、考え感じていたことを自分自身のものとする準備は、もう出来ていたのだ。父のことを、母が悪あし様ざまに言うことはいまわの際までついぞなかった。それは、母が限りなく優しいからだと思いこんでいた。しかしそれはまったくの誤りではないにせよ、理由のすべてではない。


    　母は、父を信じていたのだ。


    　父が消えたこと、そうしなければならなかったという決断を、母は信じていたからこそ最さい期ごまで裏切られたなどという疑いは露つゆほども入りこむ余地がなかったのだ。


    　父の行動を、そのまま素直に信じることは難しい。だけど、母が信じた相手なら──そこに一いち縷るの希望が見み出いだせる。


    　父を、信じることが出来る。


    　──やっとわかった。


    　本当はずっと、自分はそうしたかったのだ。


    　それが、叶かなわなかったのはなぜか。


    　信じてしまうと、父の決断が確固たるものだったと明らかになり、もう彼は決して還かえってこないと認めてしまうことになるのではないかと、恐れていたからだ。


    　だから、ただの気まぐれでもいい、いたずらにわたしたちを捨てていったのなら、ある日ひょっこりと消えたときのように唐突に姿を現すような不実なこともあり得るのではないか、と心のどこかで期待していた。


    　しかし、違うのだ。それは、父の名誉を損なうことであり、自分が好きだった父は決してそんな人間ではなかったはずだ。


    　……もう一度、父を信じてみようか。


    　そうすればなにかが変わるかもしれない。前進することを遮さえぎっていた大きなくびきが、失われるかもしれない。


    　父を許すとまでは言わない。ただ、なにかの事情が彼を突き動かした。それは親戚縁者が声高に噂うわさしたような下世話な事情ではなかったと信じたい。


    （あいん……わたし、これでいいのかな？）


    　明日、あいんに会ったなら、真っ先に頭に浮かんだ言葉をプレゼントしよう。喜んでくれるかどうかはわからないけれど。


    　それから──いつかあいんにもう一度、本当の気持ちを伝えるのだ。わたしにしか出来ないやり方が必ずある。あの子自身がもしこの指輪に縛られているのなら、そこから解き放つ方法を考えよう。もしかしたら誰もが悲しまずにすむ方法なんてないのかもしれない。それでも、最善を尽くすことは誰もに許されているはずだ。


    　夜を経て、朝になれば、世界は新しく生まれ変わる。これまで絶え間なく繰り返されてきた営みだ。同じように、わたし自身も明日はあいんや沙さ梨りたちに、せめて一日分は成長した自分を見せる。


    　にこは、ベッドの上で大きく深呼吸をした。


    　ほんのわずかだけど、さっきまで心が押しつぶされそうだった苦しさは薄れていた。
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    「ブレグヴァド、君は、その……」


    　優まさるは慣れた所しよ作さで、城じよう家の応接間にくつろぐブレグヴァドにアルコールを注いだグラスを手渡す。近頃は毎晩この部屋を訪れるようになった真ま界かいの住人に、優は率直な質問をぶつけることにした。


    　自分の身の上話はこれまでにずいぶんとしたように思う。中学時代の恥ずかしいことも含めて。他人に打ち明けることで、多少なりともその恥の感覚は別の感慨に昇華できたように思う。もし、これからなにかを協力するにせよしないにせよ、彼の話をもう少し聞いておきたい。信頼関係を築くためももちろんあるが、自分が話を聞くことで同じように彼の苦悩──そうだ、最初に出会ったときから自分に共通する匂いを感じとっていた──を少しは軽減出来るのではないかと思った。


    「なにかな？」


    「前にも話をしてくれたが、君は……あの『神さま』と君たちが呼ぶ少女のことを、具体的にどうしたいと思っているんだ？」


    　ややあって、ブレグヴァドが口を開いた。


    「……彼女は、不完全な状態なんだ。世界を創造する力を失ってもがいている。それを利用しているのが、我々の教団だ。俺は彼女が力を取り戻し、真ま界かいの信徒たちから解放されることを願っている」


    「教団というのは、過去に大事な人を亡くした信徒たちの集まり、でしたね」


    「ああ。彼らは世界を創造できる『神さま』を信仰し、彼女の力で信徒たちそれぞれが望む理想の世界を創り上げようとしてきた」


    「大事な人を喪うしなった……それは君も、でしたね」


    　優まさるにとっても聞きづらく、相手もまた答えづらいことだろう。それを承知の上での質問だ。


    「そうだ」


    　しかし、ブレグヴァドは韜とう晦かいすることもなく、真正面から答えた。優の目にはそれが信しんに値する行動に映った。


    「……しかし、君は今は教団とは違う考えで動こうとしている。君の理想の世界が実現されたわけではないでしょう？」


    「理想の世界なんて、他人に委ゆだねるものじゃない。仮にそんな世界が実現したとしても、また人は、別の世界を求めるだろう。だから俺は理想の代わりに希望を求めることにした。それが……神さまと呼ばれる少女を救うことだ」


    　珍しくブレグヴァドの弁には熱がこもっていた。見る者にクールこの上ない印象を与える彼だが、こういう一面もあるのか。優は驚きながらも、疑問を挟むことを忘れなかった。


    「それでは、君の希望が実現すれば教団は事実上壊滅するということか。君の同僚たちが黙っていないのでは？」


    「クラウゼやアンソニーたちのことか。彼女たちはおろか、たとえ真界の信徒たちがなにか事をなそうとしても、神が自ら目覚めることを欲するなら、それを止めることは叶かなわない」


    「自身を取り戻せば、人知の及ぶ存在ではなくなる、そういうことかな。これまで『神さま』を利用して、信徒たちは救われてきたのですか？」


    「……数あま多たの偽ぎ界かいを滅ぼし、神の力でそのつど新たな偽界が創造された。つまり、一つの偽界と引き替えに一人の信徒の望む世界が生まれた。飽くこともなく、繰り返し、繰り返し。しかし、信徒が減ることはない。真ま界かいの人間の悲しみの数だけ信徒は増え続けていく。いつかは己の理想の世界が現れると信じて」


    「…………」


    「そして、偽ぎ界かいを滅ぼすたびに神の虚無は深くなる。もう幾度もその姿を目の当たりにした。俺は望んだ世界が得られた信徒が幸せになったとは決して思わない。本来乗り越えなければならない絶望から逃げたとしても、その先にあるのはまた別の絶望だ」


    　出口を見つけられない憤いきどおりが、強く握られた拳こぶしに露あらわだった。


    　優まさるにも覚えがないわけではなかった。


    　舞まい久ひさを失ったいちこが心を闇やみに浸さずにその人生を終えた姿は、まさに信徒たちの対極にあると感じた。それと同時に、ブレグヴァドの行動がなにに起因するかもようやく理解出来たように思った。


    　彼はおそらく偽善めいた義憤で『神さま』を救おうとしているわけではない。


    　それはまるで優がいちことの想い出、舞久との友情を守るために、にこたちのそばにいることを誓ったように。


    　きわめて人間的な……かつて『神さま』の力を望むだけの信徒だった己を翻ひるがえすほどの、止とめどのない想いを『神さま』に対して抱いだいているのだろう。


    　たとえ報われなくとも。想い人の幸せを、この手で叶かなえられないもどかしさすら、力に変えて。


    「君たちは、七年前に『神さま』が舞久の前に現れたときは、どうしていたんだ？」


    「神は、あらゆる偽界をさまよって、自らに欠けた力である世界の蕾つぼみを身につけた伴はん侶りよに引き寄せられていく。そしてようやく現うつし身みを得て伴侶と契ちぎったとき、初めて教団の巫み女こが神託を受けその所在を知る。しかし、七年前はそれまでとは違っていた。神は伴侶を見つけたはずなのに、契ることはおろか、自らを封印してしまい、その在処ありかを特定することが困難になった。我々は神の力の痕こん跡せきだけを頼りにずっと探し続けていた。長かったよ。俺にとっては、本当に長い日々だった」


    「その、『神さま』が自分を封印した、という点に、舞久が関係している。そういうことですね」


    「そう。だから、俺は君に古ふる原はら舞久の話を聞くことにした。どうやら古原舞久という男は、これまでのどの伴侶よりも、かつての教団の長おさに近い人間のようだ。それが神の自我を目覚めさせたのだと俺は考えている」


    「その『神さま』が、にこさんに一目惚ぼれしたのは、どういうわけなのでしょうね。指輪のせいでしょうか？」


    「いや……さっきも言ったが七年前とは違って神は自我を取り戻しつつあるように見える。もしかしたら、栗くり下したにこに、自分と近いものを感じたのか……あるいは、贖しよく罪ざいするにもっとも相応ふさわしい相手として選んだのか」


    　優まさるはしばらく口をつぐんだ。


    　にこも教団の信徒たちも、立場としてはよく似ている。しかし、『神さま』は信徒に共感することはなかった。だからこそ心を取り戻すこともなく、利用されるがままに長い年月を過ごしてきたのだろう。


    　にこと信徒のもっとも大きな違いは、愛する者との別離を受け容いれているか否かだ。


    　にこは、舞まい久ひさの失しつ踪そうという事実を乗り越えようとして苦しんでいた。信徒たちが避けて通った道を、誰の力も借りずにけなげに歩もうとしていた。きっと、数え切れない挫ざ折せつを繰り返したことだろう。それでも逃げてはいなかった。


    　優は思う。逃げさえしなければ、挫折なんていくらしようと構わない。それはすべていつか克服のために必要な行程のはずだからだ。無駄なことなど一つとしてない。


    　優自身が、いちこを亡くして初めてわかったことでもある。


    「……俺が神のためになにが出来るのかはわからない。ただ、なにもせずに後悔することだけは避けたいと思っている」


    「僕は、にこさんたちを見守ると舞久と約束した。いちこさんは亡くなってしまったけど、彼女が最さい期ごに遺のこした言葉を、にこさんに伝える義務もある」


    「最期に？」


    「いちこさんが亡くなる前に、もし、にこさんが舞久を許してくれたなら伝えて欲しいと告げられた言葉がある」


    「そうか……」


    　それぞれの果たされ得ない想いを完結させるために、出来ることを見つけるのだ。口には出さずとも、二人にはお互いの心情が手に取るようにわかった。にこと『神さま』同様、優とブレグヴァドもやはり似たもの同士なのかもしれない。


    「……そろそろ失礼するとしよう。ずいぶん遅くなってしまった」


    　立ち上がるブレグヴァドに、優は優しい笑みを向けた。


    「また、訪ねてきてください。歓迎しますよ」


    「社交辞令でも助かる……俺もあまり強い人間じゃないんでね」


    　弱音に似た台詞せりふだったが、ブレグヴァドに衒てらいはなかった。取とり繕つくろう必要はもはやないという意思表示だった。改めて、優の心には彼の存在が強く意識された。


    「送りますか？」


    　応接室のドアを開けながら優は声をかけた。


    「離れは目と鼻の先だ。か弱い婦女子じゃあるまいし、さすがにそれは遠慮しておくよ」


    　そう笑って、ブレグヴァドは優に手を振ると、玄関までは見送るという申し出も断って、城じよう家を辞去した。


    



    　空を見上げる。月は雲に隠れていた。


    　しかしそれだけが理由とは思えない、穏やかならぬ闇やみを境けい内だいは湛たたえていた。


    「…………」


    　居い候そうろう先の離れに向かおうとするブレグヴァドが、鳥居をくぐったところで足を止めた。


    　離れは安あん国こく神社の林の中だが、そこに至る道が人影で遮さえぎられていたからだ。


    「……こんな夜よ更ふけに出歩くなんて、不良だな」


    「あなたに言われたくないですぅ」


    　ブレグヴァドの揶や揄ゆに、あかんべーをして返したのはアンソニーだった。


    「俺はもう戻るところだ」


    「どこ行ってたんですかぁ？」


    「城じよう優まさるの家だが？」


    　悪びれる様子を微み塵じんも見せずにブレグヴァドは答えた。それがアンソニーには不満と見え、子どもっぽく頰ほおを膨ふくらませた。本人は怒っているのだろうが、苦笑いを嚙かみ殺すのに苦労する滑こつ稽けいさだった。


    「なんのためですかぁ？」


    「神さまが記憶を取り戻すのに、必要な情報を集めるためだ」


    　ブレグヴァド自身は、噓うそは吐ついていないつもりだった。神さまが記憶を取り戻した後の目的が、クラウゼやアンソニーたちと多少異なりこそすれ。


    「……ブレグヴァド、正直になりましょう？」


    　がらりと言葉遣いを変えて、アンソニーはブレグヴァドに詰め寄った。久しぶりに目にする、本来のアンソニーだった。彼女は、決して普段の間延びした言葉尻じりから想像される通りの人間ではない。そもそもそんな人間なら、教団に入ろうとすら思わない。


    「何が言いたいんだ？」


    「クラウゼ様も心配してるわ。あたしだってそう。だから、隠し事なんてなしにして。同僚のよしみなんて、馴なれ合いを言うつもりはないから」


    「……俺が教団の意志に背そむいている。そう疑っているわけか」


    「そう」


    　足音も立てず、地面を滑るような動きでアンソニーがさらにブレグヴァドとの距離を詰める。アンソニーの平生を知るものならきっと目を疑う動きだ。


    　彼女はその見かけや口調によらず、教団内では荒あら事ごとに長たけた一人として一目置かれた存在だ。その本領が今自分に対して向けられた、咄とつ嗟さにそこまでは判断できたものの、身体からだがついては来なかった。目の前のアンソニーが姿を消した。少なくともブレグヴァドにはそう見えた。そして、次の瞬間には、


    「素直になりなさい。ね？」


    　アンソニーの声が背中越しに聞こえた。


    「……ッ」


    　気がつけば、右腕を捻ねじり上げられ、肩と肘ひじの関節が軋きしみを上げていた。水際だった動きに、思わずブレグヴァドは立場を忘れて賞賛を送りたくなった。


    「あたしたち、長いこと一緒にいたじゃない。苦労だってした。あなたが憎くてこんなことするんじゃないの。あなたがヤケになってるんじゃないかって心配してるんだから……」


    「死人に縛られているというのは否定しないが、自暴自棄になったつもりはない」


    　アンソニーが腕に力を込める。骨が砕けそうな痛みにブレグヴァドは顔をしかめた。


    「……わたしたち、神さまの力を借りて、あなたが求める世界を創る手助けがしたいだけ。お願いだから、そういうこと言わないで」


    「残念だが、もう始まっている。既に八年前から。俺がなにもしなくても、神さまはきっと本来の自分に立ち戻るだろう」


    『なにもしなくても』──改めて口にすると歯がゆい思いに苛さいなまれた。自分に出来ることは本当にないのか。神さまを信じるがゆえの無力感は他に喩たとえようのない孤独を感じさせた。皮肉なものだった。


    「なら、それをあたしたちが阻止するだけ。また神さまには大事な人を喪うしなってもらえばいいだけでしょ？」


    「……栗くり下したにこに手を出すつもりか？」


    「あの子が、神さまを目覚めさせるトリガーなら。これまでもそうしてきたように。神さまが悲しむとなるとクラウゼさまのことが少し心配だけど……あの人、神さまに自分の子どもの姿を重ねてるみたいだから……」


    「そこまで思うことが出来るなら、なぜ……」


    　苦しげにブレグヴァドは呻うめいた。


    　クラウゼが亡くしたのは我が子だと聞いている。このアンソニーは、確か弟を。自分も恋人を喪ったが、それも遠い過去の話だ。忘れたなどとは決していえないが、事実として理解し、己の心を形作る一部としたつもりではいる。


    　それは、自分たちの犠牲と成り果てている神さまの姿を長ながの年月、目の当たりにしてきたからだ。その間、彼女への感謝の念は思し慕ぼの情へとゆるやかに変化した。かつては戸惑い、罪悪感を抱いだきもしたが、今という瞬間は、その想いを誇らしいとさえ思える。


    　なぜなら、アンソニーが神さまへの害意をはっきりと示したとき、これまで己を抑えつけてきた怯きよう懦だをようやくはね除けられると確信したからだ。


    　ようやく自分にも出来ることを見つけた。それは──。


    「すまない、アンソニー」


    「わかってくれた……？」


    　アンソニーは穏やかな口調だった。しかし、続くブレグヴァドの言葉はさらに穏やかな──哀れみとすら呼べるものだった。


    「帰ろう。俺たちはこの世界の人間じゃない。そして、失った世界はもう戻ってはこない。『失ったという現実を手に入れる』ことでしかその欠落は埋まらない」


    「真ま界かいへ？　それはだめ、だって、あなたもあたしたちも、まだなにも始まってないじゃない。諦あきらめないで、ね？」


    　ブレグヴァドの腕を取り、彼の自由を完全に背後から奪っているアンソニーは、あくまで優しかった。それでもブレグヴァドは憐れん憫びんのほどを強めて口を開く。


    「君も連れて帰るよ。俺は、君が以前眠りながら泣いている姿を見た。そのときにもう、こうすることに決めていたのかもしれない」


    「……なんのこと？」


    「誰かのために涙を流せる人間に、俺は最後まで期待する。たとえこれまでにどんな罪を重ねてきたとしても、同じ罪に手を染めてきた俺は、その罪の大きさと同じだけ信じたい」


    「……」


    　アンソニーの腕から力がわずかに抜けた。ブレグヴァドに自由を許すほどではないが、その意義は大きなもの思えた。


    「俺が君の弟の代わりにもなろう。もちろん、同じ存在でないことはわかっている。しかし君が受け入れてくれるなら──」


    「……そんなことは……」


    「帰るのは真界じゃない。お互い、これまでに滅ぼしてきた偽ぎ界かいの代わりに……偽界の一部として生きよう」


    　真界は、並行に存在する数々の偽界の起点となる世界だ。教団の信徒には神さまのように世界を原初から創造する力はない。ただ、真界人であることを捨て、自分に対応する偽界人が存在しない偽界に帰属することは出来る。すなわち、真界人としての記憶と姿と歴史とを引き替えに、偽界人としての記憶と姿と歴史を得る。偽ぎ死し、と教団が呼ぶ秘術だ。


    「ブレグヴァド、まさか本気で言ってるの……？」


    　突き放す物言いのつもりだったろうが、ブレグヴァドの耳には逡しゆん巡じゆんを隠すため必要以上に荒らげた声に聞こえた。


    　ブレグヴァドは自らを拘束する腕に、手のひらを添えた。動かぬ気持ちを言葉で伝えることは昔から不得手だ。かつて、それが災いし恋人と誤解の果てに永遠の別れを見た。同じ過ちはもう繰り返すまい。


    「たとえ記憶と姿が別のものになっても、一人にはしないことを約束しよう」


    「……っ」


    　言葉にならないのは、自分だけではないようだ。ブレグヴァドはそう思った。


    　ブレグヴァドは、すべてを捨て去るために偽ぎ死しを選ぶのではないとアンソニーは知った。もしかしたらそれが、自分が手に入れたかった世界なのかもしれない、と誤解であっても縋すがりたい真実に繋つながる欠片かけらを見た気がした。


    「だから、いこう」


    　ブレグヴァドの言葉に、返事は返ってはこなかった。


    　ただ、いつの間にかアンソニーの腕は解けていた。ブレグヴァドが振り返ると、片手で顔を覆った彼女の姿があった。小さな嗚お咽えつが聞こえる。


    「……」


    　もう一度、アンソニーの手を握った。


    　その手が強く、強く、握り返された。


    



    　時を同じくして、城じよう優まさるはブレグヴァドを帰したことを布団の中で後悔した。


    　もう、彼と話すことはあるまいと突然悟ってしまったからだ。しかし、同時に自分が一つの役割を終えたことも悟った。ブレグヴァドと互いの傷を共有することが、決して無駄ではなかったと思いたかった。


    　あいつは、もしかしたら自分の真ま界かいでの姿だったのかもしれない。そして自分は彼が成り得た姿の一つなのかもしれない。


    　あと一つ、自分がやるべきことをやるべきときが、まもなく訪れるだろう。そのときを待つ。


    　優はブレグヴァドに、今日二度目の──おそらくは最後になるだろう別れを心の中で告げた。
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    　燃えるような朝焼けが、鮮やかな色で安あん国こく神社を染めていた。雲は一つとてなく、空の主役たる太陽の威光は存分に地上に示されていた。


    　そんな堂々とした朝日とは打って変わって、にこは緊張の面おも持もちで、キッチンに立っていた。


    　昨晩の、あいんに対する自分の言動。


    　そして、それへのあいんの返答。


    　それに加えて、沙さ梨りにも申し訳ない態度を取ってしまった。


    　思い出すだけで、全身が真っ赤になりそうなほど恥ずかしく、身み悶もだえしたくなる。とても今日のお日様みたいに胸を張れない。


    「……はぁ」


    　最初に口をついて出たのはため息だった。


    　ベッドの中でさんざん考えた末、せめて昨日より一日分は成長できた自分を見せて、大切な人を安心させたいと思った。だから、相手の顔を見て、最初に浮かんだ言葉を贈る。


    　いざそのときになるとどんなことを自分は口走ってしまうだろう。


    　自信がないのは、いつものこと。それを含めての自分だし、取り繕つくろったような人工的な態度はよそうと決めている。けれども不安は募つのるばかり。堂々巡りの思考にいったんピリオドを打つため、エプロンを身につける。腕まくりして、朝食の材料を、冷蔵庫を開けて物色し始める。


    （まだ、誰も起きてこないのかな……？）


    　家の中はまだ静かだ。にこがキッチンタイマー兼用の卓上時計に目をやると、まだ午前五時半。少々早く起き過ぎた。


    　二度寝するにも中途半端な時間に目が覚めてしまった今朝は、やはり緊張していたのかもしれない。


    　冷蔵室から鰺あじの味み醂りん干し・ネギ・豆腐・油揚げ・ほうれん草、冷凍室から作り置きしておいたピーマンの肉詰めと凍り豆腐を取り出した。


    　とりあえずお弁当に肉詰めとほうれん草の白和え、鰺の味醂干しのほぐしを入れるとしよう。朝食には鰺、ネギと油揚げのお味み噌そ汁、ほうれん草と凍り豆腐の煮に浸びたしでよしとしよう。


    　あれこれ、メニューを考えていると多少は気が紛まぎれた。


    　……と思った矢先のことだった。


    「にこ？」


    「ひゃあああああっ!?」


    　気配もなく背後から声がかかって、にこは、一〇センチほども飛び上がった。


    「……にこ、大丈夫？」


    　もう一度、落ち着いた声に励まされて、ようやく振り向くことが出来た。


    「あ、あいん……？」


    「……うん」


    　あいんは、素直な返事とはにかんだ笑みを見せた。ちょっと俯うつむきがちな首の角度と上目遣いがまた絶妙だ。


    　……なにがどう絶妙かと問われるならば、にこには『ツボだった』としか答えようがないのだが。そう思うと一気に顔が紅潮した。昨日とはまた違った気恥ずかしさだ。


    「…………？」


    　あいんが、手持ちぶさたといった面おも持もちで首を傾かしげた。じっと見つめるばかりのにこにどう接したものか迷っているようだった。


    「あ、あの……」


    　懸命に何かを言おうと試みるのだけど、最初の一言が出てこない。頭に浮かんだ言葉を、と考えていたものの、肝心の頭の中が真っ白だ。とはいえ、無言でいていい法はない。


    「その……」


    　とにかく、なにかを伝えなければいけない。昨夜からつかえていた胸の奥の奥のものを、


    「あ、あのっ」


    　と、にこが口ごもれば、


    「う、うんっ」


    　と、あいんが同じく口ごもる。緊張は伝染するものなんだ、と自分たちを俯ふ瞰かんするもう一人の自分が他ひ人と事ごとのような感想を抱いだいているのを感じる。


    　そんなふうに乖かい離りしかけた自分を、急いで心の元の場所へと戻して、説教した。今逃げてどうする、わたしの超大バカ！


    （すう……）


    　深呼吸を、一つ。空気に紛まぎれた勇気の欠かけ片らを、残さずかき集めるように。


    「……ごめんね」


    　やっとの思いで、紡つむいだ四文字はそんな言葉だった。


    「ごめん……？」


    　ますます当惑した様子のあいんだ。


    「うん……あの、昨日は……ごめん」


    「…………」


    　つっかえつっかえとはいえ、言いたいことがようやく形になり始めた。しかし、あいんは黙ったままだった。


    「昨日だけじゃなくて、これまでも。わたしのこと、好きでいてくれたときも嫌いに思ったときも、泣かせてしまったときも、この世界を消しちゃいたいと思わせたときも」


    　ああ、ようやく言えた。


    　他にもっと相応ふさわしい言葉はあるはずだけど、今はこんな言葉でごめん、とも言いたかった。


    　もちろん、彼女を迷惑に思ったことも何度もあった。だけど、それを超えてなお彼女には教えられたことがある。


    　彼女は、わたしが失なくしたことさえ気づかずにいたものを、思い出させてくれた。


    　それはおそらく、失う前よりも強くそのものの真価を伝えてくれた、そんな気がする。


    　だから、わたしは……。


    「……ごめんね」


    「…………」


    　しかしあいんは、無言で顔を伏せてしまった。いきなりごめんねだなんて、おかしかっただろうか。だけど今の精一杯の気持ちなのだからしょうがない。多少キモがられたり、イタい子扱いされたとしても、従しよう容ようと受け止める用意はある。


    「……あいん？」


    　口をつぐんだままのあいんを下から覗のぞき込む。


    「……ぐう」


    　それはそれは安らかな、寝顔と、寝息と、鼻ちょうちん。


    「寝てんな────っ!!」


    　すぱ──────ん。


    　思わず、平手で頭頂部を張っていた。思いっきり。ていうか、なんだこの既視感！　デジャでビュか！


    「……すまぬ、にこ。早起きしすぎて、つい、うっかり」


    「うっかりってことがあるかい！　せっかく大事なことだから二度三度と言ったのに、台無しだっつーの、これじゃあ！」


    「うむ。礼には及ばない。身体からだで以外は」


    「それもなんか前に聞いたわ！　ああもう言って損した損した！」


    　赤く染まった頰ほおをぱんぱんと両手で張ると、気を取り直して流し台に対たい峙じした。


    （……言って損した、なんて、本当は思ってないけどね！）


    　にこは、内心密ひそかにそう呟つぶやいた。『ごめんね』と口に出してみて、本当に気が安らいだのだ。まるで、魔法の呪じゆ文もんだ。しかし、その呪文は唱えた後には無性に照れてしまうというそれはそれは恐ろしい副作用を持つ。


    （…………ん？）


    　にこは、はたと気がついた。もしかして──あいんも照れているのかな？


    「あいん……」


    　再びあいんに向き直る。


    「……我、ちょっとその辺散歩してくる」


    　さっきは自分自身の照れ隠しに夢中で気がつかなかったが、あいんの頰ほおも心なしか薄桃色に染まっていた。


    「あ、ちょっと……」


    　声をかけるが、キッチンの隅にある勝手口へとあいんは小走りに去ろうとする。


    　途中、にこの脇をすり抜ける瞬間、


    



    （ありがとう）


    



    　と、あいんがか細く囁ささやいて、軽く触れるだけのキスを唇に残していった。その顔には、もう衒てらいのない笑みを浮かべて。


    「…………」


    　にこが立ちつくしていると、勝手口をばたんと閉じる音がして、もうそこにあいんの姿はなかった。


    「……なんだっつーのよ……」


    　そう呟つぶやいてみた。『ごめんね』の副作用以上に照れまくっている自分を強く意識した。


    「……バカだなぁ、もう」


    　そうも言ってみた。自分に向けてか、あいんに向けてかはよくわからなかった。たぶん両方に対してだろう。


    「お姉ちゃん？」


    　キッチンの玉すだれを手でのけて、沙さ梨りがひょいと顔を出していた。


    「あ……おはよう、沙梨」


    　時計を見れば、もう家族たちが起きてきてもおかしくない時間だ。


    「おはよう、です。なにか、いいことあった？」


    「え……？」


    「お姉ちゃん、嬉うれしそうな顔してる、です」


    「そ、そうかな？」


    　沙梨こそ、よっぽど嬉しそうな、花が開いたような笑顔をしていた。


    「いい顔、してる、です。昨日よりも」


    　──昨日よりも。


    　この上ない言葉だった。昨日は、外ほかならないにこ自身が沙梨の顔を曇らせてしまっていたのだ。それにもかかわらず変化を喜んでくれる彼女に、さっきもらった言葉を伝えよう。そうだ、後できっとあいんにも。


    「……ありがとう」


    「うん、お姉ちゃん」


    　沙さ梨りの笑顔に屈託はなかった。安あん堵どが胸の内に広がる。


    　大人と子どもに明確な線を引き、無理にその両側を区別する日々は、もうおしまいにしよう。判断基準を自分の外に追いやって、世界に拒絶されたふりをするのも、もうやめにしよう。


    　──今、わたしは、あなたと同じように照れずにちゃんと笑えているかな、あいん？
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    （ブレグヴァドさん、アンソニーさん、どこへ行ったの？）


    　声を聞く。


    　心に直接届く、不可思議な声。


    　ブレグヴァド、とかつて呼ばれたものと、アンソニーとかつて呼ばれたものの二人が聞くのは、クラウゼが巫み女ことしての力を振り絞った声なき声だ。


    　二人は既に真ま界かい人じんとしての自身を捨てた。


    『偽ぎ界かいでのブレグヴァドとアンソニー』として世界に組み込まれるまでの、永くもあり短くもある時間の狭はざ間まにある。名も身体からだも記憶も失った曖あい昧まいな存在だったが、クラウゼの声はなぜか懐なつかしく思えた。


    　我々は、本当は家族になりたかったのかもしれない。ふと、二人はそう思った。


    　偽界を流る浪ろうする中で、疑似家族を演じてきたのは、決してゆえなきことではなかったのかもしれない。


    　だとすれば、この懐かしい声の持ち主を、真界人として一人残してきたのは残酷だっただろうか。


    　しかし、彼女は我が子の姿をあのひとの中に見ている限り、我々の言葉に耳を貸さないだろう。


    　だから、彼女や、彼女と同じ傷を抱えたひとたちに今はただ願うしかない。あれだけ求めた世界は外にではなく内にしかないと知ることを。


    　彼女たちが、どうか、安らかでありますように。


    



    　安あん国こく神社の離れは、静まりかえっていた。


    　昨日までは、四人でここに暮らしていたのだ。


    　なのに、今朝は──。


    　クラウゼは一人、床に横座りでベッドの縁に身体を預けていた。


    「ブレグヴァドさん、アンソニーさん……」


    　何度呼びかけても──教団信徒に隈くまなく繋つながる巫女としての心の声をもってしても、返事はなかった。それがなにを意味するかはわかってはいたものの、納得したくなかった。


    　どうして、急に二人ともいなくなってしまったのだろう。ブレグヴァドはともかく、アンソニーまでもが……。


    　混乱するクラウゼは、すぐそばの人影にも気づくことが出来なかった。


    「神さま……？　いつからそこに？」


    　にこに告げた通り、林の中を一巡したあいんは離れへと戻ってきていた。朝の冷涼な空気に触れたせいか、その姿には不思議な透明感があった。


    「我、さっきからここにいた。クラウゼ、ぼーっとしてた」


    「神さま……ブレグヴァドさんたちが……姿を消しました。彼らの存在をこの世界に感じられなくなりました……」


    　動揺が声をやや掠かすれたものにしており、心痛が傍はた目めからも窺うかがえる。


    「……うん」


    　あいんは、なにもかもわかっている、という表情で頷うなずいた。神さまなのだから、それも当然かもしれない。


    「なぜだか、神さまにはおわかりなのですか？」


    「……わからない。けどわかるような気もする」


    　ふと、中空を見上げて、あいんは言った。


    「……この偽ぎ界かいにも、真ま界かいにも彼ら二人の存在は感じ取れません……」


    　肩を落としたまま、クラウゼは報告した。いや、報告というよりは理不尽な事態を誰かと共有して少しでも楽になりたい、といった体ていだ。ただ災難なのは、それを打ち明けられる相手があいんしかいないということだった。


    「……二人は偽界人となったのでしょうか」


    　残された結論は、それしか見つからなかった。


    　自分でも意外なほどに気落ちしている、クラウゼはそう思った。同じ教団で目的を同じにしているとはいえ、ただの部下だ。人としてなんの繋つながりもないはずの二人だったが、なぜこれほどまでに、ショックを受けているのか。


    　──裏切られた、という思いが大きいからだ。裏切られたと知って傷つくのは、二人を信用していたからだ。その二人が個別ではなく、おそらくは行動を共にして消えた、という点が追い打ちをかけてもいた。自分は『三人と神さま』という単位に、個々人に対する以上に信頼と親愛を寄せていたのか。


    「……クラウゼ」


    　常にない優しさで、神さまはクラウゼの頭を撫なでた。


    　その手のぬくもりに、クラウゼははっと気がつくことがあった。


    　これに似た喪失感は、過去にも経験したはずだ。


    　思い出すだに身が引き裂かれるような記憶。自分が教団に帰き依えし、その後の行動の目的となった記憶。忘れたくても、願いが叶かなうその日までは忘れてはならない記憶。


    　二度とあんな思いは味わうまいと決めて神さまに縋すがったはずが、こんな形で反はん芻すうすることになるなんて。


    「神さまは……神さまは、いなくなったりしませんわよね？」


    　クラウゼが神さまの顔を仰ぎ見ると、彼女は静かな笑みを浮かべていた。悲しそうでもあり、慈いつくしむようでもあった。


    　その真意を問うことはクラウゼには出来なかった。


    　これまでと同じように、自分は神さまを信仰し、そこに道を見るしかない。


    　しかしそう自分に言い聞かせることは同時に、信念に揺らぎが生じている、ということだとも理解していた。
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    　学園祭まで、残すところあと四日。


    　今日も今日とて、巨大迷路の制作は続く。


    　放課後の体育館の中では、ビールケースで足場を組んでその上に机を固定し、さらにダンボールを積んでは、１ブロックの壁を組み上げる。そうしたミニマルな作業がそこかしこで行われていた。
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    　作業の進しん捗ちよく自体は当然、昨日から一足飛びに伸びているということはない。


    　しかし、にこの意識の上ではずいぶんと変化が生じていた。


    　少なくとも、


    「ちょっと、栗くり下したさん、ここの壁はどーなってんの!?」


    　といった少々苛いら立だった同級女子の制作委員からの質問に対しても、


    「そこのＤ15は、最後に作業するブロックってプリントに書いたでしょ、入り口付近だから他の荷物の搬入の邪魔になっちゃうの。手が空あいたなら、Ｂ12のブロックが人足りてないから、そっち回って!!」


    　手元のプリントと委員の出席表、さらに自分が立っている壇上から館内全体を眺めて、予定のノルマに達していない部分を照らし合わせて、にこは指示を飛ばした。


    「は、はいっ」


    　昨日とは打って変わったてきぱきとした返答に面食らったのか、その女子は慌てて踵きびすを返すと指定されたブロックへ向かった。


    「ふう……」


    　にこは、そっと息を吐いた。


    　昨日までの自分は、気負いすぎていた。というより、周囲に対してあまりに信頼を置いていなかった。信頼していないにもかかわらず、信頼してもらおうと欲したのがそもそもの誤りだったといえる。


    　だから、すべて一人でやろうとしていた自分を改めることにした。


    　任せるべきところは、他人に任せる。作業を統括する自分だけじゃなく、他の制作委員たちも等しく責任を担っており、それぞれが制作の中心・主役なのだという考え方で指揮にあたることにした。


    　結局これまでの自分は、格好をつけていたのだ。責任感が強いつもりで全て一人でひっかぶろうとしていたのは、実は他人を見下している素地があったからだ。その鼻持ちならないプライドを、制作委員のみなは嗅かぎ取っていたのだろう。それでは人が素直に従ってくれるはずもない。


    　本当に相手を認めているのなら、自分に出来ないことを相手が実現することに無用な劣等感を抱く前に、まず敬意を払うべきだ。


    　そう考えたら、委員に対しても気兼ねなく指示を出すことが出来た。自分の立場では手が回らないことを、お願いするにも躊躇ためらいがない。すると、多少ハードな作業を振ったとしても、昨日までの疲労と不満が露あらわだった反応に変化が見られた。


    　たとえ気のせいだとしても、スムーズに作業が進行するならそれでいい。諦あきらめとはまた違った、前向きな割り切りをにこは知らずに覚えていた。


    「にこ、我、どうしたらいい？」


    　先ほどの女子委員と入れ替わりに、今度はあいんが質問にやってきた。


    「ん？　あいんかー、あいんはわたしのそばにいること」


    「むー？」


    　作業に参加出来ないのが不服なのか、あいんは頰ほおを膨ふくらませて抗議の意を示した。


    「いーの、あんたはわたしの精神安定剤なんだから」


    　今なら平気でこんなことも言える。だってそれは本当のことなのだから。そして、絶対にこのほうが効率がいいのだ。他の委員の眼から見て、たとええこひいきに見えたとしても、実作業が円滑に進んでいる以上はその効用を認めざるを得ないだろう。


    「そういえば、今朝、ブレグヴァドとアンソニーがいなかったけど、どうしたの？」


    　せっかく用意した二人分の朝食が冷めるがままになったことを思い出して、にこはあいんにに尋ねた。


    「……二人は……」


    「ん？」


    「二人は、還かえるべきところへ還った」


    「帰った、って……真ま界かいに帰ったってこと？」


    　寝耳に水の報しらせに、にこは驚きを隠せなかった。


    「…………」


    　あいんは、にっこりと微ほほ笑えむだけだった。否定とも肯定ともつかない。にこには窺うかがい知れない世界にでも出張と相成ったのだろうか。


    　もともとブレグヴァドもアンソニーもこの世界の人間ではない真界人とやらだ。しかもアングルモア教団とかいう胡う散さん臭くさい肩書きも持っている。埒らち外がいの振る舞いがあったとしても、特におかしく思う必要はないのかもしれない。


    「ふうん……？」


    　よくわからないなりに、にこには頷うなずくことしか出来なかった。


    　ただようやく最近、家族に加えて四人分多い食事を用意することに慣れてきたところで、それをまた二人分少なくしなければいけないというのは、なにやら寂しい思いがした。


    　ずっと変わらずに続くことなんてないんだ、と暗に告げられているような、そんな気持ちにすらなるのだった。


    



    「おーい、にこー、一緒に帰ろー」


    　詩しい奈なが手を振りながら、駆け寄ってきた。そのうしろにはそにあもにこにこと笑顔で付き従っている。


    　日はとうに落ちて、ずいぶんと外は暗くなっている。本日分の作業ノルマをどうにかこなした委員たちはもう片付けも終えて、三さん々さん五ご々ご帰路につき始めていた。


    「二人とも最後まで残っててくれてたんだ？」


    　詩しい奈なもそにあも迷路制作委員ではないのに、善意で協力してくれている。まったく頭が下がる思いだ。それがたとえ『あかしや』でスペシャル焼きをごちそうする羽目になろうとも。むしろ今どき、明石焼き一つでここまで毎日付き合ってくれる友人は恐ろしく貴重なのではなかろうか。


    「そりゃあ、もう。完成した暁あかつきには、打ち上げとして『あかしや』超スペシャル焼きっすから」


    「あ、にこちゃん、わたしは、普通の明石焼きでいいからね？」


    　詩奈とそにあが、続け様にそう告げた。


    「……なんか、スペシャル焼きが、超スペシャルに格上げされてる？」


    「気にしない、気にしない。でもほんと、良かったわー」


    　詩奈がばしばしと背中を叩たたいてきた。親しみをこめてくれているのはよくわかるが、詩奈は自分の腕力が人並み以上であることをもう少し自覚してくれまいか。ひりひりと痛む背中を押さえて、にこは思った。


    「いてて……良かったってなにが？」


    「えー、だって、昨日のにこ見てたらなんかいっぱいいっぱいだったからさ、なー、そにあ？」


    「うん。なんだかすっごく無理してる感じだった。にこちゃん一人でさんこちゃん、よんこちゃんになろうとしてるみたいな」


    　そにあ独特の表現を咀そ嚼しやくするならば、要するに一人で何人分も働こうとしていた、ということだろうか。ともあれ、二人の目から見ても少しはマシな自分になったというのなら、それに勝る賛辞はなかった。


    「はは……」


    　なんだか照れ臭くなり、思わず、恩人であるところのあいんを振り返る。


    「うん？」


    　あいんは揶や揄ゆすることもなく、にこにこと微ほほ笑えんで、にこを見つめ返した。しかし『うん？』と問われても、実は聞きたいことなど特になく、ただ顔を見たかっただけなのだ。本当に精神安定剤だなあ、と改めてその存在に感心する。


    「なに、熱い視線を交わしあってんだ、君ら」


    　詩奈にそう冷やかされるまで、にことあいんは互いに笑いあうばかりだった。
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    　にこにとっては、平穏無事な時間が数日続いた。


    　毎日、学校へ行き、迷路の制作を行い、そして帰宅する。


    　その流れる日々を、ともに長く過ごしたのは、やはりあいんだった。


    　あいんに拒絶された日、そして、にこがあいんを受け容いれた日。あの日以来、にこは心を乱すことなく、あいんをそばに感じることが出来ていた。


    



    　夜はどちらから申し出るでもなく、ベッドを共にした。


    「ねえ、あいん……もう寝た？」


    　同どう衾きんしても軽いスキンシップに留とどまる程度で、性的な衝動には駆られない。それはあいんも同様に見えた。一頃、あれだけ不純同性交遊を強しいてきたのが噓うそみたいに、ベッドの中であいんは清らかに振る舞った。


    「我、まだ寝てない……にこ、眠れない？」


    「……眠れない、っていうか、なんだか、もったいない気がして」


    　布団を口の上まで引き上げながら、にこは言った。


    「もったいない？」


    　言葉にするのが難しいが、自分がひどく安らいでいることだけは確かだった。


    　こんな気持ちは、沙さ梨りが生まれる以前、ずっとずっと小さな頃の記憶を掘り返さないと見つけることは出来なかった。


    　何年も、自分は沙梨の成長に怯おびえて、怯えながら父を否定した。もしかすると、父を責めようとしない母をも否定していたかもしれない。


    　ようやく、目には見えないが身体からだと心を戒いましめる呪いのようなものから、逃れることが叶かなったのだ。いや、『逃のがれる』という言葉は手助けをしてくれたあいんに対して失礼だ。『断ち切った』と強く確かな言葉を使いたい。にこはそう思った。


    「こういう……なんだか心の底から落ち着いた時間に慣れてないから、息をするように自然に過ごすっていうのが、よくわからないんだよね」


    「……にこは、優しいな」


    　布団からちょこんと顔を出したあいんが笑った。そのストレート過ぎる賞賛は、簡単ににこの頰ほおを上気させた。


    「優しくなんかないよ、その逆。わたしはずっと誰に対してもひねくれてたんだから」


    「でも、そうなったのは、にこのせいじゃない」


    　暗に父の失しつ踪そうを指しているように聞こえた。確か覚えている限り、あいんに父のことを話したことはない。しかしそれでも、彼女なら知っていて当然だ、とすんなり胸むな落おちした。


    「そうかな……むしろ、父が消えたあとの方が姉としての自覚は強くなったかも。本心はどうであれ、少なくとも姉らしくしようとは思ってたから」


    「…………」


    「どうしたの、黙っちゃって？」


    　あいんは、寂しそうな笑みを見せていた。なにか、おかしなことでも言ってしまっただろうか。不安に駆られたにこに向けて、あいんが口を開いた。


    「ううん……ただ、にこはやっぱり優しいな、と思っただけ」


    　そんな面おも映はゆい台詞せりふをはにかみながら言うものだから、にこは思わずあいんを抱きしめることになった。ついつい腕に力がこもってしまったようで、


    「にこ、いたい……」


    　と、あいんから嬉うれしそうな苦情が上がった。


    「あ。ごめんね……？」


    　やんわりと抱ほう擁ようを解いて、あいんの頭を撫なでる。にゅう、と子猫のような満足げな声を漏らして、あいんはされるがままになっていた。


    「にこは優しい……でも、にこはきっと我を許してはくれないと思う」


    　あいんの言葉には、幾ばくかの哀れみと幾ばくかの自じ嘲ちよう、そしてそれら以上の悲痛が覗のぞいていた。


    「許す？」


    　どういう意味なのか、にこには理解できなかった。


    　しかし意味はどうあれ、あいんを罰するつもりは微み塵じんもない、とにこは思う。既に、目の前にいるあいんはまるでなんらかの罰を受けているようにも見えたから。


    　その通りのことを言葉で伝えれば、あいんは安心してくれるだろうか。


    「……おやすみ、にこ。また、明日」


    　しかしそう言って、にこの二の句を待たずに、あいんは目を閉じた。


    「うん、おやすみ……」


    　それ以上はなにも言えずに、にこも目を閉じる。


    　今日がどんな一日であれ明日は必ずやってくる。明日のあいんがまた悲しむようなそぶりを見せたら、明日のわたしが、その悲しみを癒いやそう。きっとわたしにはそれが出来る。そう思うことが、今のわたしには出来る。


    　だから、おやすみ、あいん。


    　また……明日。
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    　──学園祭、前日。


    　始まりは確かに、目の前にぶら下げられた内申点だったかもしれない。しかし、途中からは明らかに見み据すえる先が変わった。


    　父と母、そして城じよう優まさるが協力して成じよう就じゆさせた巨大迷路制作を、自分自身の手で成し遂げる。それは決して三人への対抗心といったものではなく──。


    　あの人たちが自分と同じ年の頃に、どんなことをどんなふうに感じていたのか知りたい。そうにこは願った。


    　父のこと、母のことを知るための手がかりとして、まずはこの巨大迷路を完成させたい、と思った。


    　だから、まずは──。


    「あの……みんな、ありがとう」


    　にこが、そうぽつりと呟つぶやいた。綺き麗れいに並べられた一〇〇を超えるブロックで構成された巨大迷路を、壇上から委員たち全員で眺めていた。


    　本日、すべての工程を終えて、学園祭のメインイベントである迷路は完成した。


    　途中、心が脆もろく折れそうになったことを思い出すと、完成した事実がにこにはまるで奇跡のようにも感じられた。


    　もっともこれまで学園祭で幾たびも制作された巨大迷路一つ一つも、にこたち以上の困難をはね除のけて結実したものかもしれない。広く過去を見渡してみれば、なにも特別なことではないのかもしれない。


    　ただ、少なくとも、にこにとってこれは驚くべきことであり、奇跡であり、一つのモニュメントのようなものだった。父と母と優たちの軌跡をなぞるだけじゃなく、その過程で父の失しつ踪そうを受け入れるきっかけを手に入れた。そして、あいんとたくさんの言葉を交わすことが出来た。それがなによりも嬉うれしい。


    　誰からともなく、ぱちぱちと手を叩たたく音が響き、それはややあって、大きな拍手の塊となって、体育館の天井高くまでこだました。


    



    　翌日の学園祭に備えて、にこは早々に委員たちを下校させた。


    　後片付けの一部を残して、詩しい奈なもそにあも帰宅するよう促うながした。『あかしや』のスペシャル焼きは、後夜祭を終えてから、詩奈、そにあ、にこ、あいんの四人で行う打ち上げでごちそうすることを約束した。


    「よーし、明日はたーべーるーぞーお」


    　詩奈がそう言うと、


    「駄目だよ、少しは遠慮しなくちゃあ……」


    　と、そにあが窘たしなめたが、実はそにあの方がよっぽど大食漢なのだ。上うわ背ぜいこそあれど、スレンダーな身体からだのどこに消えていくのかさっぱりわからないほど、よく食べる。本人はそれを恥じているらしく、いつも照れ笑いしながらそっと食べ物を口に運ぶのが可愛かわいらしい。


    「じゃ、にこもあいんちゃんも気をつけて。あんまり遅くならないうちに帰んなよ？」


    　ぽんぽん、と詩しい奈なが景気づけににこのお尻しりを叩たたいて言った。


    「うん、詩奈もそにあも気をつけて」


    　にこの台詞せりふに合わせて、あいんも二人に手を振った。ごく自然な親しみが込められていた。この瞬間、ああ、もう二人はわたしだけでなくあいんの友達でもあるんだな、とわかり、喜びがこみ上げた。


    「それじゃあ、ね」


    　最後に、そにあが手を振りながらそう言った。


    『さよなら』という言葉をわたしたちはあまり使わない。他た人にん行ぎよう儀ぎな響きに聞こえるし、『さよなら』の語源、『さようならば、致し方ない』という不ふ可か避ひの別れを甘かん受じゆする本来の意味をあえて避けているせいかもしれない。


    　だから、じゃあねと言う。だから、また、明日、と言うのだった。


    



    　ビニールロープやカッター、ハサミなどの工具の後片付けを終えたのは、午後六時頃だった。今日は遅くなるかもしれないと沙さ梨りに伝えてある。夕飯も任せてあるから心配はない。あの子の料理をこれまできちんと味わう機会は少なかったが、実は自分などより才能があるのじゃないかと思っている。こうした発見もまた、隣にいる彼女のおかげでもある。


    　だから、あいん。許したり、許さなかったり、ということは、ないんだよ。


    　昨夜と同じようなことをあいんが口にしたらば、わたしはきっとそう言おう。


    　改めて、壇上から二人で迷路を眺める。


    　入り組んだ通路が蛇へびのように床を這はっている。出口に通じるものもあればそうでないものもある。ゴールは一つでそこへ至る最短の道のりはあるものの、それが唯一の正解とは言い切れない。どう辿たどろうともその人の自由だ。迷路の中にあってはそう感じる余裕はないかもしれないが、今全体を俯ふ瞰かんしているにこには、ゴールまでの数え切れないルートが示されていた。


    「にこ……」


    　にこの名を呼ぶあいんの視線は、じっと迷路に注がれている。


    「なに？　あいん」


    「我とともに、迷路を抜けてみよう」


    「迷路を？」


    　あいんの申し出に、にこは首を捻ひねった。チェックのために、自ら繰り返し繰り返し入り口から出口までの道筋を辿たどったので、図面はすっかり頭に入っている。今さら迷うことなどない、わかりきった迷路だ。


    　だけど『あいんと一緒に』という部分に惹ひかれた。


    　そもそもこれはカップル二人で抜けるためのアトラクションだ。その真の意味で利用してみて初めて、制作総指揮としての責任を終えたと言い切れる。のではないだろうか。


    「……うん、いいよ」


    　にこは、少し恥じらいながら頷うなずいた。


    



    　迷路のゲート前に立つ。


    　ベニヤ板を組み合わせてペンキで学園色である青のグラデーションを施ほどこし、空をイメージしたアーチが、チープながらもいかにも学園祭といった雰囲気を醸かもしていた。


    「わたし、道順覚えてるから先導しようか」


    「ううん、我が先に行く」


    「え……あ、ちょっと待って！」


    　あいんは足早にゲートをくぐり、迷路の最初のＴ字路を右に折れた。


    「もう、急なんだから……待ちなさいってば、あいんーっ」


    　咎とがめるような口調とは裏腹に、顔は笑っていた。


    　いつものいたずらの延長だ、とそう思いながら。


    　曲がり角の向こうから、あいんの声が聞こえてくる。


    「我、にこに話さなきゃいけないことがある」


    「……？」


    　にこはあいんを追って、迷路を進んだ。後ろ姿が見えたかと思うと、また曲がり角の向こうにあいんの姿が消える。


    「話さなきゃいけないことって、なに？」


    「我が、にこに……にこたちに犯した罪のこと。それを、やっと思い出せたこと。にこが……思い出させてくれたこと」


    　見えない陰から、声だけが響いた。


    　不意ににこの頭に、父とあいんの関わりについてだと浮かんだ。それは考えようとして、いつも途中でやめてしまっていたことだった。


    　考えて、結論を出してしまうと、きっと後悔してしまう、と恐れていたことだった。


    　あいんはにこの沈黙を埋めるように静かに語り始めた。


    　まず、かつてブレグヴァドが優まさるに伝えた物語を。次にそれに繋つながるあいんとにこの物語を。


    



    



    　我は、古ふる原はら舞まい久ひさを憎んだ。


    　なにもかも喪うしなった自分に向けて、うわべだけの言葉でその場を取り繕つくろおうとしている、そう思った。誰しも逃のがれられない苦しみであるはずなのに、そこから超然としている姿が、神としてもはや用を為さない我を、蔑さげすんでいるようにすら感じた。


    　だから、我は、古原舞久に取引を持ちかけた。


    『おまえの存在と引き替えに、この世界は救われる。おまえの愛するものたちも。そうすれば、我は、おまえを信じてやろう』


    



    



    　にこはまっすぐの道を進んでいく。小走りで追っているのに、歩いているように見えるあいんに追いつけない。


    　あいんは突き当たりを左に曲がって、その背中をまたにこが追う。


    　そこには、あいんの姿はなかった、迷路すら、存在しなかった。


    　ただ、明るい情景だけが広がっていた。


    [image: ]だめだよ、詩しい奈な、わたしの分まで取っちゃあ！[image: ]


    [image: ]そにあ、そんなに食べてもまだ食べる気かー？　ちょっとなんとか言ってやってよ、にこ！[image: ]


    『あかしや』で、お互いにちょっかいを出しながら、スペシャル焼きをぱくつく詩奈とそにあがそこにいた。しかし、触れようとしても、伸ばした指先に手応えはまるでなく、そこに本当は二人がいないことを証明していた。二人がいない……のではなく、もしかしたら、にこ自身がそこにいないのか。


    [image: ]でも、本当に……よかったわー。にこがすっかり元気になった理由はわからないけどさ、なんか、ずいぶんと強くなっちゃって……[image: ]

  


  [image: ]


  
    　それは、詩しい奈なが今まで助けてくれたからだよ、と伝えたかった。


    [image: ]うん……いっつも、泣いてばかりいるわたしに、いい加減愛想が尽きたんじゃないかって心配になったことも何度もあったけど、にこちゃんは、いっつも助けてくれたし、そういう優しいとこを、ときどきみんなが理解してないなってちょっと歯がゆかった[image: ]


    　人に優しいと言えるそにあが、きっと一番優しいんだよ、と伝えたかった。


    [image: ]おばちゃんになったら、また、ここで集まって、みんなで笑えたらいいな[image: ]


    　詩奈の言葉に、うん、と強く答えたかった。


    



    　ふと気がつけば、ここは『あかしや』ではなく、二人の姿も見えず、にこは迷路の途中に佇たたずんでいた。


    　再び、あいんを追いかける。声だけを頼りに、迷路を進んでいく。


    　あいんは、物語を続けていた。


    



    



    　絶対に、絶対に、我の要求を呑のむはずがない、と思った。


    　自分一人が消えてなくなるか、愛するものともどもにすべて消えてなくなるか。


    　こんな損な取引はない、と信じて突き付けた。


    　しかし、古ふる原はら舞まい久ひさは違った。


    　不器用さゆえ十分に愛情を注げなかったのでは、という悔かい恨こんから最さい期ごに自分の娘との時間を作り、そして我の前に現れた。


    　そのときに至っても、我は彼が許しを請こうだろうと期待していた。


    　それでも……やはり古原舞久の答えは、変わらなかった。


    　我は、己を失うほどの怒りを覚えた。


    　だから、この世界から、古原舞久の存在を消した。我がこれまで背負ってきた罪を、痛いぐらいに思い知らせる男の姿を消した。


    



    



    　にこは迷路の中で、あいんを見失ってしまった。


    　声だけはにこの耳に届くのが、いっそもどかしい。


    　あいんが既に罰を受けているように見えたのは、真実だった。そうと確信して、やはり、にこはあいんを責める気にはなれなかった。


    　大切な誰かを亡くした人たちに利用されることに甘んじ、しかし、それすらも誰かの不幸に繋つながっていることを知り、傷つきながら彷徨さまよい続けたあいんを、にこは責めることが出来なかった。教団の人間を責めることも辛つらかった。


    　誰も人を傷つけずに生きていくことは出来ない、とわかってしまったから辛かった。


    　父も、わたしを傷つけたかもしれない。また、わたしも父を傷つけたかもしれない。沙さ梨りだって、おじいだって、傷つけたかもしれない。


    　父を喪うしなったことはひたすらに悲しかったが、その悲しみをなくして今の自分があるかどうかはわからない。


    　誰か一人だけを責めることが、どうしてもにこには出来ない。


    



    



    　古ふる原はら舞まい久ひさが消えたあと、我の怒りも消えていた。代わりに、絶望がそのあとを埋うめた。


    　そばでは、子どもが泣いていた。まだ幼かったにこ。いたいけな涙で顔を濡ぬらしているにこ。


    　我は、結局自分と同じ苦しみを、この子に与えたに過ぎない、とそのとき知ってしまった。


    　ただ悲しかった。己おのれの力が呪わしく思えた。消えてしまいたいと思った。だけどもし……もし、この子に許されるときがくるならば。いや、たとえ決して許されないのだとしても。


    　いつか我は、呪ったはずの力をもって、永遠に罪を贖あがなう旅に出たい。


    



    



    　見慣れたはずの迷路が、いつの間にか他人のような表情を見せていた。


    　熟知している正解ルートを辿たどっているのに、出口のゲートが見える気配がない。声を頼りにあいんを追えども、その背中に追いつくことがどうしても出来ない。


    　息が切れてきた。立ち止まって小休止する。


    　腰をかがめて、膝ひざに手をつき、深呼吸した。大きく肩が上下する。


    



    　顔を上げた。迷路はまた変へん貌ぼうを遂げていた。そこは、都会から遠く離れた田園のような佇たたずまいで、どこの国ともつかないが少なくともにこが住む国ではないようだ。


    　畑と畑の間を縫ぬう道を、一組の若い男女が歩いていた。買い物帰りなのか、二人とも両手に大荷物を抱えている。


    [image: ]お姉さんの言うこと、きちんと聞きなさいよぉ[image: ]


    [image: ]……俺ももういい大人なんだから、そろそろ姉貴風を吹かせるのはやめにしてくれ[image: ]


    [image: ]なによぉ[image: ]


    　どうやら姉弟のようだ。にこは二人の顔に見覚えはなかったが、誰かによく似ているようにも思う。それが誰なのかは、はっきりと頭に像を結ばない。


    [image: ]ほら[image: ]


    [image: ]え？[image: ]


    [image: ]ほら、持ってやるから。貸せよ[image: ]


    　弟が自分も手が塞ふさがっているにもかかわらず、姉の荷物を受け持った。


    [image: ]姉貴風、吹かせて欲しくないんじゃないのぉ？[image: ]


    [image: ]姉貴風はごめんだか、助けてやらないとは言ってない[image: ]


    [image: ]……素直じゃないなぁ[image: ]


    　仲の良い姉弟のようだった。


    　こんな風に、他人の目にわたしと沙さ梨りも映るだろうか。映るといいな、と願った。それは果たして自分次第なのだ、ということもわかっていた。


    　視界が滲にじんだ。泣いているわけではない。ただ、羨うらやましかっただけだ。手の甲で目をこすった。


    



    　姉弟の姿はかき消えて、また迷路の世界がにこを取り囲んでいた。


    　あいんを追う。彼女の声が聞こえる方角へ。距離は縮まりもしなかったが、離れもしていないようだ。


    　正しい意味での迷路と化したこの世界で、どこまでもあいんを追う。


    　物語を続けるあいんを、物語に終わりが訪れるその前に見つけ出すために。


    



    



    　そして、我自身が不幸に陥おとしいれた子どもは、年月を経て、父親を求めた。


    　その望みが小さな明かりとなって、我を導いた。


    　我は再び、にこの前に現れることを許された。再び過ちを犯さぬよう、記憶を封じて。


    　にこの成長を、我は見届けたかった。にこがすべてを知って、我を恨んでくれても構わない。憎しみはときに人を強くする。にこが苦界の淵ふちから脱するきっかけになるなら、それでいい。


    　にこの成長が、失われた我の力を再び取り戻してくれる。そのとき、真に我は罪を贖あがなうことが許される。


    



    



    　にこはもう駆け出していた。そんなに広くはないはずの迷路を、一目散に。


    　どうしたら、出口が見つかるのだろう。


    　いや、あいんを伴わずに出口を探し出したとして、それにどんな意味があるだろう。


    　一緒にこの迷路から脱出するのだ。手を取り合って、それぞれの顔を見合わせながら『面白かったね』なんてふざけあいながら。


    　だから……その物語の最後のページをめくるのは、もうちょっと後にして。


    　なにかに足を取られて、身体からだに急制動がかかった。壁である机同士を結びつけるビニールロープが、輪になって通路にはみ出していた。


    　一瞬つんのめった身体からだが、盛大な音を立てて、倒れた。


    「いた……」


    　ぶつけた膝ひざをさすりながら、にこは呻うめいた。幸い軽い擦すり傷程度で、他に怪け我がはしていない。ただ、身体の痛みはどうということはないのだが、心が頽くずおれそうになっていた。


    「あいん……」


    　小さく呟つぶやいて立ち上がる。


    　顔を上げたにこの周囲が、その姿をまた変えていた。


    



    　城じよう優まさるが自宅の庭の手入れに精を出していた。


    　ツツジの木を剪せん定ていしているようだ。


    　縁側には、クラウゼが腰を下ろしていた。少し離れて、灰はい野の敬けい一いちが盆栽に水をやっている。


    [image: ]どうです、なにか思い出しましたか？[image: ]


    　鋏はさみの手を止めずに、優が尋ねた。


    [image: ]いえ……なにも[image: ]


    　生来の気の強さを露あらわに、クラウゼがそっぽを向いて答えた。


    [image: ]まあ、おいおい、思い出しもするでしょう[image: ]


    　はっはっは、と陽気に優は笑う。


    [image: ]……あなたも奇特ですわね。わたくしのような、どこの馬の骨ともわからぬ人間を家に逗とう留りゆうさせておくなんて[image: ]


    　そっぽを向いたまま、クラウゼはほとほと呆あきれ果てた口調で続けた。


    [image: ]まあ、うちの前で倒れていたのもなにかの縁でしょう。そのまま捨て置くというのは、どうにも寝覚めが悪い[image: ]


    [image: ]寝覚めが悪いとは失礼な……誰も逆恨みなどして呪い殺したりはしませんことよ？[image: ]


    　不機嫌さに拍車をかけて、クラウゼは優を睨ねめ付ける。


    [image: ]これは失礼……まあ、実際のところは、気まぐれです。先日、長い間知り合いに頼まれていた言づてを、ある人にようやく伝えることが出来ましてね。ちょっと気分の良いところに、あなたを見つけた[image: ]


    [image: ]犬猫を拾うようにぞんざいですわね……それにしてもずいぶん無ぶ精しような言づてもありましたこと。どんなややこしい内容でしたの？[image: ]


    [image: ]いえいえ、ただ一言『ありがとう』と、これだけです[image: ]


    　クラウゼは一瞬きょとんとして、すぐにまたへそを曲げた。


    [image: ]やっぱり、わたくしをバカにしてますのね[image: ]


    [image: ]いえいえ、バカにするためにわざわざ家に招き入れたりはしませんよ。実はさっき言った気まぐれとはまた別の理由もありまして[image: ]


    [image: ]別の？[image: ]


    [image: ]ええ。僕とあなたは少し似ている、と感じたんです[image: ]


    [image: ]どこが似ているものですか[image: ]


    　きっぱりとした否定にも構わず、優まさるは続けた。


    [image: ]あなたも、僕も、誰かを待ち続けている。もう帰っては来ないことを知りながら、それでも待つ……記憶に強く留とどめておくことで、その相手に報いたいと思っている……そんな気がしたんです[image: ]


    [image: ]……わたくし、誰も待ってなどいません[image: ]


    　今度の否定は、ひどく弱々しかった。


    [image: ]そうですか[image: ]


    　優は、その名前のごとく、優しく言った。


    [image: ]坊ちゃま、お嬢様、お茶が入りましたよ[image: ]


    　水やりを終えた灰はい野のが、屋内から二人に声をかけた。


    



    　灰野の声に促うながされるようににこも踵きびすを返すと、そこはもう、迷路の中だった。


    『待ち人は来ない。しかし、それでいい』、そうした生き方を選んだ潔いさぎよさが、優の顔に限りない優しさを滲にじませていたのかもしれない。


    　にこは、理由もわからず、胸を打たれていた。


    　にこは、知らない。優の想い人が、母のいちこであったことを。


    　これからも知ることはないだろう。ただ、秘めるほどに強く純粋さを増す想いもあるのだということは、いつか知る機会が訪れるかもしれない。


    　にこは、あいんを追った。


    　あいんの声は心なしかさっきより遠くから響いているように思えた。


    



    



    　我は、にこから父を奪った。


    　そして、浅ましくも、当のにこを利用して贖しよく罪ざいしようとさえしている。


    　にこが強くなるにつれ、我の記憶を覆う皮膜が一枚、また一枚とはがれていった。


    　己を取り戻したらまた過ちを繰り返してしまうのではないか、という恐怖よりも、にこを近くにして罪悪感に苛さいなまれたいという願いが勝っていった。


    　我の、恥じるべき、本当に独りよがりな、贖罪。


    



    



    　駄目だよ、そんなことまで話して、いったいどうしようっていうの？


    　あいんの声を懸命に追う。


    　がむしゃらになって、迷路を行きつ戻りつして、あいんの小さな影を捜す。


    　いきなり、出口のゲートが数ブロック先の頭上に現れた。出口？　まだあいんを見つけてもいないのに、出口なんて！


    　しかし、確かにあいんの声は出口の方向から聞こえていた。一緒にこの迷路をクリアするんだから、一人であの門をくぐるだなんて、冗談じゃないんだから！


    　走った。足がもつれてもなお走った。今度は転びはしなかった。転んでも立ち止まるつもりはなかった。這はってでも足は止めない。


    　空気が、暖かいものに変わった。体育館独特のひんやりしたそれとは明らかに違う。


    　にこを取り囲む迷路の壁が、鮮やかな春色の林になった。


    



    　安あん国こく神社境けい内だいの林だった。


    [image: ]おじい？　ここにいたの？[image: ]


    　誰かによく似た面おも差ざしの女性が近づいてきた。年の頃は二は十た歳ちそこそこだろうか。


    [image: ]おう、少しいらねえものを処分しようと思ってな[image: ]


    　真まさ行ゆきだ。林の中に据すえられたドラム缶に、古雑誌や雑木の切れ端などを投げ込んでいる。


    　なぜだろう、真行の風ふう貌ぼうにやや違和感を覚えた。


    　姿形が変わっているわけではないはずなのに？　そう思ってまじまじと顔を見つめて、違和感の正体に気づいた。


    　にこの知る真行より、少し皺しわが深く、多く刻まれている。だとすると、あの女の人は？


    [image: ]沙さ梨りも、なにかいらねえものがあったら、持ってきな。ついでに燃もやしてやるから[image: ]


    　真行の言葉に、にこははっとして、女性を改めて凝視した。


    　ずいぶんと背が高く、髪の毛もロングのストレートだったため気づくのが遅れたが、確かに沙梨だった。


    [image: ]おじい、もう年なんだから、そんなことしなくていいのに[image: ]


    　真行は矍かく鑠しやくとしていたが、腰は少し曲がっていた。それだけのことなのに、にこは胸が締め付けられるような思いだった。人は成長する、人は老いる。同じ時系列を歩んでも、あるときを折り返しにして、時間は別の意味を持ち始める。


    [image: ]おじいがいないと、パーティ始まらないって[image: ]


    　皺くちゃの手を引いて、沙梨が浮き立つ声で伝えた。


    [image: ]パーティってなあ……いい年だっておめえも言ってたじゃねえか。この年で誕生日もなにもないもんだ[image: ]


    [image: ]もー……お姉ちゃんも、もう準備始めてるから、行こう？[image: ]


    　急に、自分に顔と声が向けられた。


    　どきん、と鼓動が高鳴った。わたしのことだ。二人にはわたしの姿が見えている？


    [image: ]お父さんも痺しびれ切らしてるよ？[image: ]


    　さっきとは、比べものにならないほど、心臓が大きな音を立てた。


    　治まることなく、ばくん、ばくん、と動どう悸きが激しくなる。


    　今、沙さ梨りは『お父さん』と言ったのだろうか？


    [image: ]さ、行こう[image: ]


    　沙梨がにこの手も取って、母屋に向かって進んでいく。


    [image: ]しょうがねえなあ……また舞まい久ひさの奴がくだらねえ趣向を凝こらしてやがんだろ？[image: ]


    　どんどん、母屋は近づいてくる。近づくにつれ、その人の気配が濃厚になる。


    　わずかな距離が、途方もなく長く感じられた。しかし確実にあの人の元へと足は運ばれている。


    　不意に、心の中で母親に語りかけても、返事が返ってこなくなったのはなぜなのか、その理由に思い至った。


    　もしかしたら『わたし自身が母になるための心と身体からだを得た』ということなのかもしれない。


    　母屋の庇ひさしの影に、一人、佇たたずむ姿があった。


    　それは、誰とも見み紛まごうことのない人の姿だった。


    　その人の口が、自分の名の形に動いた。


    　にこは、何年ぶりかの言葉を声にして、その人を呼ばわった。


    [image: ]お父さん……！[image: ]


    　飛び込むように駆け寄ると、ぎゅっと堅く父の手を握りしめ────


    



    　そこには、入り口と同様の細工を凝らした出口のアーチがあった。


    　父たちの姿はない。しかし、手には懐なつかしい温ぬくもりがあった。小さく温かい手だった。


    　にこたちは空色のゲートを、くぐり抜けた。


    「にこ……ゴール」


    　同じように、にこの手を握り返して、あいんが言った。


    「迷路、抜けたね」


    　あいんは微ほほ笑えんでいた。


    「あいん……」


    「にこには……我を罰する権利がある」


    　にこは、ただあいんの声を聞いていた。


    　父を失くしたきっかけがあいんにあること。


    　それは確かに怒りとともに、あいんを糾きゆう弾だんするに十分な材料だった。


    　ただ、にこにはそれが出来ずにいた。


    　あいんに抱いだいた感情と、あいんが己に科した永い罰ばつと、父がそうしてまで救いたかった魂とが、すべて等しい価値に思えてまぜこぜになった。


    　だから、怒りの代わりに、にこはあいんを抱きしめた。


    「にこ……」


    　あいんからもたらされたのは、悲しいことばかりじゃなかった。そして、それは決してプラスマイナスゼロといった、単純な計算式で表わされるものでもなかった。


    　父と母と祖父と妹と、そしてわたしとで、あいんを救う。父はそうしたかったのだと思う。


    　にこは、あいんを抱く腕に力をこめた。


    「あいん」


    「なに、にこ？」


    　長い長い沈黙のあと、にこは、たった一言を口にした。


    



    「……ありがとう」


    



    　あいんの姿が消えていく。


    　温ぬくもりが遠くなり、笑顔の残像をにこの眼に残して消えていく。


    「あいん……!!」


    　しかしそう呼ぶ声に力は無かった。もはやかすかとなったあいんの姿をここに繋つなぎ止めるだけの力を、にこはひたすら欲した。しかし、そんな身体を引き裂かれるような思いを味わっているのが自分だけではないことが、あいんの頰ほおに伝うものでにこにはわかっていた。にこは指でそれをそっと拭ぬぐう。宝石より尊い涙が指輪に触れると、種に似た石が花の姿に形を変えた。


    



    （……ありがとう……）


    



    　最後に聞こえたのは、にこがようやく伝えることが出来た言葉と同じもの。


    　これから先も、にこは神さまに愛される──そう信じるに足る言葉でもあった。


    



    　あいんから神さまへと成長を遂げた彼女は、たった今、家路のような旅路についた。


    



    



    　帰路は、一人だった。


    　いや、帰路も一人だ。なにか考え違いをしていたのかもしれない。


    　今朝は登校時も一人だったはずだ。


    　今晩は、沙さ梨りが夕食を作ってくれているはずだ。おじいと沙梨とわたし三人分の、きっとまた頰ほおの緩ゆるむような美お味いしい献こん立だてを。


    　急ぎ足になった。


    　理由はわからない。だけど、家が無性に恋しかった。ホームシックだろうか？　こんな年になっても恥ずかしい。


    　自宅までの道のりは大した距離じゃないはずなのに、こんなにも息せき切って、駆け足で……。


    　家族が愛いとおしい。子どものような純粋な想いで胸が満たされた。


    　愛おしい、と思ったときに、家族への親愛とは別の、覚えのある気持ちが浮かんだ。この愛おしさは特別ななにかだ、と感じた。大事にしなければいけない、と思った。


    　鳥居までの石段も、一つとばしで駆け抜けた。


    　玄関の前まではあっという間だった。


    　からから、と軽快な音を立てて、引き戸を開けた。


    「おかえりなさい、です、お姉ちゃん」


    「ただいま、沙梨」


    　妹が、菜さい箸ばしを片手に、台所から顔を出した。


    「よお、お帰り、にこ」

  


  [image: ]


  
    　居間からは、真まさ行ゆきの声が。


    「ただいま、おじい」


    　そして、あの人の声も聞こえた気がした。いつもあの人が座っていたおじいの隣の席。居間を覗のぞいても、もちろんそこには誰もいない。


    　大好きだった──今でも大好きなあの人に向けて、にこは微ほほ笑えむ。


    



    （ただいま、お父さん──）


    



    



    



    



    



    



    
      おしまい　　　

    


    


  


  
    　あとがき


    



    　ここまで読んでくださった皆様、ありがとうございます、荒あら川かわです。


    　これにて『にこは神さまに○ナ○ニされる？』完結となります。


    　前巻から一年半というライトノベルにあるまじきスパンを経てなお、こうして日の目を見られたのも、ひとえに皆様のおかげです！


    　出来ることならこの身の全てを捧げたいところなのですが、三み十そ路じのおっさんのゆるんだ肉体を供されて困惑する皆様を思うと、服を脱ぐ手を止めざるを得ません。せめてどうか気持ちだけでも受け取っていただければ……これは僕の穢けがれた心に残された最後の純白な部分ですのでご安心ください。たとえるならパンドラの箱の底に残った希望、または衆・参議院選における又また吉よしイエス氏みたいなものかもしれません（※書いてて少し違う気がしてきました）。


    　ここに至るまで、実はいろんなハプニングがありました。それは佳境に向かうにつれ頻ひん度どと深刻さを増し、最後も最後、校こう閲えつさんに原稿をお渡しする直前にはついに作業マシンがクラッシュしてただでさえギリギリの締め切りを延ばしてもらうという事態が。理由は正直に担当さんに伝えたのですが、言い訳と思われたに違いないというめったやたらな自信が、ある……！　どうか皆様も日頃の行いは慎重に。大切なタイミングで言動の確度が低下します。


    



    　ここで少しだけ登場人物にまつわることを。


    　本作の一部登場人物名は、恐れ多くも偉大なミュージシャンやバンド名に基づいて命名させていただきました。彼らに敬意と謝意を表して、以下にお名前を挙げておきます。


    



    　ニコ（クリスタ・ペーフゲン）、アイン・ソフ、マイク・オールドフィールド、サリー・オールドフィールド、ジョン・マーシャル、灰はい野の敬けい二じ、ジーナ・パーキンス、ソーニャ・クリスティーナ、ダグマー・クラウゼ、アンソニー・ムーア、ピーター・ブレグヴァド、山やま本もと精せい一いち（敬称略）。


    



    　最後に。


    　拙つたない作品ですが、少しでも皆様に楽しんでいただけたならこれほど嬉しいことはありません。本当にありがとうございました。また、新しい作品でお目に掛かれたら幸いです。
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